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1. 経緯
（1）林業種苗法制定まで
（旧法（昭和14年法律第16号。（以下「旧法」という。）））
林業種苗生産のため政府が最初にとった措置は、大正３（1914）年３月の「林業試験場種子鑑定規則」

で、これは、一定の手数料を納めて国立の林業試験場に林業用種子の純量率及び発芽率の鑑定を依頼す
ることができることを規定したものである。
その後、第一次世界大戦の影響によって諸物価、労賃が高騰し、苗畑経営の維持に困難を来たし、不

良品種やスギ赤枯病などの罹病苗等の不良苗が多く出回り、造林事業に大きな支障を来した。このよう
な事態に対処するため、大正８（1919）年５月「樹苗養成奨励規則」を制定し、府県の実施する苗木生産
に対する補助及び苗木生産に対する府県の補助金に対しての補助を行い、造林用苗木の生産奨励に乗り
出した。
しかしながら造林量の増加に伴い、民有林の人工林には成績不良のものが見られるようになり、その

大きな原因として不良種子から生産された苗木の使用があげられた。このため昭和９（1934）年７月国有
林の優良な種子の払い下げを目的とした「造林用種子払下規則」が制定公布された。この制度には、母
樹林の設定、種子配給区域の指定等が含まれている。
さらには、日華事変による木材需要量の増大から国内資源のより有効な活用が必要となり、民有林施

業の合理化が検討された。
その結果、昭和14（1939）年「森林法」の一部改正とともに、「森林資源ヲ培養スル要益々緊切ナル現

下ノ時局ニ於テ造林ノ成績ヲ確保シ林業経営ノ基礎ヲ安定セシムル基本方策トシテ優良種苗ノ供給ヲ確
保スル為メ」旧法が制定された。
同法の目的は、造林の成績を確保し林業経営の基礎を安定させる基本方策として優良種苗の供給を確

保しようとするもので、①母樹林の指定、②配布業者の届出、③配布用種苗保証票の必要に応じた添付
等を骨子としている。

（2）林業種苗法改正まで
（現行法（昭和45年法律第89号。（以下「法」という。）））
苗木の需給状況は、戦時中の乱伐と、復興に大量の木材を必要としたことから、供給がひっ迫してい

たが、全国的にみて昭和24（1949）、25（1950）年に至ってようやく均衡が保たれるようになったものの、
樹種別、地域別にはまだ不均衡の面が多かったため、昭和26（1951）年３月の「種苗の需給について」（林
野庁長官通達）により、樹種別に定められた需給区域内の計画的な生産、移出入により需給の調整を図り、
造林計画の的確な遂行を期することとする一方、それまでの種子の配給区域の告示が、種子だけを対象
としていたので、同年12月の「林業種苗配布区域」（農林省告示）によって、苗木にも適用するとともに、
需給の円滑化を図るため従来の区域の一部を変更することとした。
さらには、種苗の生産計画の策定、移入県の他県への生産委託、苗木の団体間取引の推進等を充実す

るため、昭和36（1961）年９月「林業用優良種苗生産需給調整要綱」（林野庁長官通達）を定めた。これは、
種苗の配布区域を考慮して全国を７地区に分け、各地区に地区協議会を設け、苗木需給の均衡を図るこ
とを内容としている。
また、昭和31（1956）年に「林木育種事業指針」（林野庁長官通達）を定め、これにより林木育種事業

を開始し、全国に５か所の国立林木育種場と４か所の支場を設置して、優良品種の育成創出に当たらせ
るとともに、営林局、都道府県の採種園、採穂園造成に必要な精英樹クローンの供給・調整、これら実
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行機関の指導を行わせることとした。
一方、苗木の規格については、従来都道府県ごとにまちまちに設けられていたため、流通を阻害する

ことが多く、また優良種苗養成の指導の面からも支障があった。そのため、昭和33（1958）年12月に「山
林用主要苗木の標準規格設定について」（林野庁長官通達）によって、その整備を図ることとした。
重化学工業の発展を原動力とする我が国高度経済成長の中にあって、昭和39（1964）年林業について

も産業としての自立、林業従事者の経済的地位向上を目指した「林業基本法」（昭和39年法律第161号）
が成立した。種苗施策についてもその第11条に、国の優良種苗の確保の上で必要な措置を講ずべきこ
とがうたわれ、林業種苗法の改正の直接の契機となった。

2. 林業種苗法の概要
（1）林業種苗法の目的
優良な種苗を造林の用に供するためには、造林地と気候や立地環境が同一条件の中から最も望ましい

親木を選定し採取することが必要である。しかし、これを個々の苗木生産業者が行うことは不可能であ
る。そのため、これを行政庁が造林に必要な苗木需要量に見合った優良種子又は穂木を採取できる採取
源をあらかじめ指定し、生産事業者や造林者が安心して利用できるような措置を講ずることが、この法
律の趣旨である。
この法律は、種苗について優良な採取源の指定、生産の事業を行う者の登録、配布の際の表示の適正

化等に関する措置を定めることにより、優良な種苗の供給を確保し、もって適正かつ円滑な造林を推進
して林業総生産の増大及び林業の安定的発展に資することを目的とする（法第１条）。

（2）法の仕組み
法の仕組みは図１－１のとおりである。図で明らかなとおり、法の三本柱ともいうべきものとして、

①指定採取源制度、②生産事業者の登録制度、③配布用種苗の表示制度があり、これを補強するものと
して各種の規定が設けられている。
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図１－１ 林業種苗法の仕組み

1.育種母樹、普通母樹等の指定
及び解除（第3、9条）

2.特別母樹等の指定及び解除
（第4、9条）

3.指定の公示（第5条）
4.指定採取源の伐採制限
（第7条）

5.特別母樹等の損失補償
（第8条）

1.生産事業者等の登録
（第10条）

2.講習会の開催及び修了証明書
の交付（第11条）

3.登録に関する公告
（第16条）

4.配布事業者の届出
（第17条）

1.表示義務（第18条）
2.表示義務違反に対する是正
命令（第19条）

3.種苗の証明（第20条）
4.表示票等の不正使用等の禁止
（第21条）

1.登録証の交付及び
備付け（第12条）

2.生産事業者の届出
等（第13条）

3.登録の失効及び
取消し（第14、15条）

4.帳簿の備付け
（第26条）

1.報告の徴収
（第27条）

2.立入検査（第28条）
3.監督処分（第29条）

1.配布区域の制限
（第24条）

1.指定採取源の保護、
管理命令（第6条）

2.指定採取源からの
採取努力義務
（第22条）

3.不定期、劣悪木の
採取禁止（第23条）

林業種苗法
目的（第1条）定義（第2条） 国及び都道府県の援助

（第30条）

指定採取源制度

外国産種苗等に対する措置（第25条） 罰則（第32、33、34、35条）国等に関する特例（第31条）

生産事業者の登録制度 配布用種苗の表示制度

（3）各種制度等の趣旨
　 指定採取源制度
優良な種子及び苗木（以下「種苗」という。）を造林の用に供するためには、優良な形質をもった親木

から採取した種子や穂木（以下「種穂」という。）を用いて苗木を育成する必要がある。また、この優良
な親木を選定するためには、広く同一の環境条件の中から最も望ましいものを選定することが必要であ
るが、これを個々の生産事業者が行うことは不可能に近い。したがって、行政庁において造林量に見合っ
た優良な種穂の採取源を指定公表し、生産事業者や造林者が安心して利用できるよう措置することとし
たものである。
また、指定採取源の確保を図るため、実用種穂の供給を目的とする採取源と、これを確保改良するた

めの種穂の供給を目的とする採取源の二態様を設け、前者は、育種母樹及び育種母樹林並びに普通母樹
及び普通母樹林として伐採届出制とし、後者は、特別母樹及び特別母樹林として伐採禁止制としたもの
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である。

　 生産事業者の登録制度
種苗の生産事業の適切な運営を確保し、指定採取源制度及び表示制度の実効を期するためには、これ

らの制度と併せて、生産事業者が優良な種苗の採取、生産活動及び適正な表示を確実に実行することを
確保できるような制度的な措置が必要である。このため、次のような目的を同時的に達成する生産事業
者の登録制度を設けることとしたものである。

①　種苗の生産流通の主な担い手である生産事業者に、林業種苗制度上の権利、義務をはじめ、種
苗の産地及び系統並びに生産技術等に関し必要な知識を習得させること。

②　適正な生産配布活動を行っている生産事業者であることを都道府県知事が確認し、これを種苗
の需要者等に周知させること。

③　特に悪質な生産事業者については、登録を取消して営業活動を停止させることができること。

④　行政の対象を明確にして、各種の指導援助などの措置の適正化を期すること。

登録の要件としては、この法に違反して罰金の刑に処せられた者及び登録の取消しを受けた者は２年
間は登録できないこととしているほかは、都道府県知事が行う講習会の修了者（生産事業者の代表者で
はなく従業者でもよいとされている）であることを唯一の要件としている。しかも一度登録を受ければ、
生産事業者が廃業するか、登録の取消しを受けない限りは有効であるとしており、この種の制度として
は比較的軽易なものである。したがって、登録の要件としては強い規制を設けないが、表示制度をはじ
め各種措置が浸透することにより、造林者側からの選択によって悪質な生産事業者などを自然淘汰する
とともに、特に悪質な生産事業者に対しては、登録の取消しを行うことによって、優良な生産事業者の
保護、育成を図ろうとするものである。

　 配布用種苗の表示制度
林業用種苗は、種苗そのものの外見からは産地又は系統の判別が困難であり、また、造林地に植栽後

も数年ないし数十年を経なければ植栽地への適応性等が明らかとならない場合が多い等の特性を有して
いる。したがって、造林者が、自己の造林地の環境条件や経営目的に適合した種苗を用いるためには、
産地その他種苗の素性を表示することによって明らかにすることが必要である。また、責任ある生産・
配布活動を期待するためには、生産事業者等の氏名、住所等を表示することが必要であり、表示の義務
付けは消費者保護の見地から一般的なものとなっている。
表示票の記載事項は、必ず記載しなければならない事項と記載してもよい事項とに区分されている（14

ページ「５　配布用種苗の表示制度」「１．配布用種苗の表示」を参照）が、これは必ず記載しなければ
ならない事項を、本法の目的を達成するために必要な最小限のものとしたためである。
なお、表示票の添付に代えることができるものとして、本法では産地・系統等が混乱するおそれのな

い一定の場合には、表示票と同一の内容を記載した表示書の交付でもよいこととなっている。
この趣旨は、生産事業者が自己の苗畑で、造林者に直接種苗を配布する場合のように、表示票を種苗

に添付しなくても、同様の内容の表示書を交付すれば十分本法の目的を達成できるため、種苗に表示票
を添付することがあまりにも形式的すぎるとの見地から設けられたものである。
また、表示制度と関連して、指定採取源から採取、育成されたものであることについての証明制度が

設けられている。証明制度を設けた趣旨は、種苗生産が種穂の採取から山行苗木に至るまでに数年間を
要し、この間に種穂、幼苗、山行苗木と姿を変えるとともに何人かの手を経る場合が多いため、行政庁
による公信力ある確認を希望する場合が予想されることによるものである。
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1. 「種苗」とは
法にいう「種苗」とは、あらゆる樹木のあらゆる種子、穂木、苗木等を指すものではなく、林業生産

のために利用される樹木の繁殖のために用いられる林業種苗法施行令（昭和45年政令第194号。以下「令」
という。）第１条で定める樹種（すぎ、ひのき、あかまつ、くろまつ、からまつ、えぞまつ、とどまつ及
びりゅうきゅうまつ）の種子、穂木、茎、根及び苗木（幼苗を含む。）を指し、林業用以外の用途に供され
る樹木を作るために用いられる種苗、例えば庭園樹を作るために用いられる種子や苗木はこの法の適用
を受けず、広葉樹や林業用のものであっても、前記の８樹種以外の樹木の種苗はこの法の適用外となる
（法第２条）。

2. 「生産事業者」とは
法にいう「生産事業者」とは、他の者に配布する目的をもって、種子や穂木を採取し、又は苗木を育

成する事業を営む者を指し、ただ、自分の造林に用いるためだけに種穂又は苗木を生産する者はこの法
の適用を受けない（法第２条）。

3. 「配布事業者」とは
法にいう「配布事業者」とは、他の者が採取した種穂又は育成した苗木の配布を事業とする者を指す。

生産事業者は自らが生産した種苗を配布する者であるが、配布事業者は生産された種苗を他の者から入
手し、これを配布する者である（法第２条）。

（注釈）�生産事業者と配布事業者とは、以上のとおり区別されるが、現実には同一人が生産事業者であり、配布事業者でもある場
合がある。すなわち、自らが生産した種苗と併せて他の者が生産した種苗を配布する者は、一面では生産事業者であるし、
他面では配布事業者である。これらの者はこの法律の生産事業者に関する規定と併せて配布事業者に関する規定の適用
を受けることになる。

1. 指定採取源制度のあらまし
法の第３条から第９条までは指定採取源に関する事項が規定されている。採取源という名称は、種子

又は穂木を採取する“みなもと”ということを表したもので、全ての親木を総括して呼称する必要から名
付けたものである。
また、これに関連する規定として、種穂の採取を指定採取源から行うことの努力義務、採取時期や採

取禁止に関する事項がある。

法の定める用語の定義2

指定採取源制度3
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指定採取源制度と規定条項
事　　　　　　　項 規 定 条 項

育種母樹、普通母樹等の指定 第３条

特別母樹等の指定 第４条

指定の公示等 第５条

指定採取源の保護又は管理のための命令等 第６条

指定採取源の伐採の制限 第７条

特別母樹等についての損失補償 第８条

指定の解除 第９条

種穂の採取についての努力義務 第22条

種穂の採取の禁止等 第23条

指定採取源の制度は、優れた採取源を行政庁が指定（法第３、第４条）、公表（法第５条）することに始
まり、その採取源の維持、保全（法第６条）を行い、貴重な採取源はその保存（法第７条第１項）を図り、
損失を補償（法第８条）する等を内容としている。
指定採取源制度は、表示証明の制度と不可分なもので、本法を構成する主要な柱である。指定された

採取源の自然環境、生育状況は、別途採取源リストによって広く造林者等に配布され、造林の際に種苗
の素質、産地を吟味することに役立てることとしている。
したがって、採取源の指定のための調査は、学識経験者の参加を得て慎重に行い、指定された採取源

が積極的に活用されるよう各種の措置を設けている。

2. 指定採取源の種類
指定採取源の種類は、育種母樹及び育種母樹林（以下「育種母樹等」という。）、普通母樹及び普通母
樹林（以下「普通母樹等」という。）、特別母樹及び特別母樹林（以下「特別母樹等」という。）の３種に区
分している。
育種母樹等は、林木育種事業により造成された採種園、採穂園を主とし、特に優れた素質を有すると

認められるものが指定され、普通母樹等は、一般林地で優れた生育を示すものを基準に照らし指定する
もので、当面の種子、穂木の主要な供給源となるものである（林業種苗法施行規則（昭和45年農林省令
第40号。以下「規則」という。）第１条）。
特別母樹等は、育種母樹等、普通母樹等の素材を供給するために指定するもので、原々種的な性格を

持つものである。
この３種の採取源の性格上の相違は、利用目的から見れば、実用種子及び穂木の供給源としての育種

母樹等及び普通母樹等と、これを確保改良するための特別母樹等に分けられ、さらに多少の例外を除け
ば、指定採取源の成立の経緯から、木材生産を目的として成林した普通母樹等、特別母樹等と種子・穂
木を生産するために育成された育種母樹等に分類される。

3. 指定採取源の指定の方法
育種母樹等および普通母樹等の指定に当たっては、全国森林計画及び地域森林計画を参酌し、各都道

府県における今後の造林の見通しに即応して指定することとし、その指定に当たっては、その所有者等
の意見を聞くこととしている（法第３条）。
指定のための調査は、都道府県の区域において、自然環境の相違から林木の生育に大きな差異が認め
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られる区域ごとに地帯区分を設け、その区分ごとに今後の造林の動向を勘案し、必要量について行うこ
ととしている。その際種子及び穂木の採取の利便性及び造林者の種苗の産地・系統の選好性にも配慮す
る必要がある。
特別母樹等は、いわゆる原々種的な性格を有することから、その保存を図ることは公益的見地から極

めて重要であるので、適切公正な指定を行うため、関係都道府県知事、学識経験者及び所有者等の意見
を聞くこととしている（法第４条）。
指定採取源は、全国の民有林の造林量を勘案して、現在（令和５（2023）年３月31日現在）特別母樹等

1,113ha、普通母樹等13,874ha、育種母樹等1,038haが指定されている。

指定採取源の指定状況（令和５（2023）年３月31日現在）
（単位：ha）

区　　　分 総　数
内　　訳

国有林 公有林 民有林

採 

取

源

特別母樹等 1,113 830 84 199

普通母樹等 13,874 1,147 2,137 10,588

育種母樹等 1,038 132 832 75

　　　（注釈）四捨五入により総数と内訳が一致しないものがある。

指定は公示によってその効力が発生する。農林水産大臣（特別母樹等）又は都道府県知事（育種母樹等、
普通母樹等）は指定採取源を指定するときは、その旨を公示するとともに、その指定採取源の所有者等
に通知しなければならない（法第５条）。さらにその公示の方法についても、農林水産大臣は官報登載（省
令の公布と同一の方法）、都道府県知事は公報登載（条例の公布と同一の方法）によることと規定してい
る（規則第２条）。

4. 指定採取源の保護管理
指定採取源の指定目的を達成するため、その生育を全うさせるための保護・管理の措置を規定してい

る（法第６条）。指定者である農林水産大臣又は都道府県知事が、その所有者等に対し、その保護又は管
理に関し、所要の指導をすることは、当然である。しかし、その指導が効を奏さないときのために、特
別母樹等にあっては措置命令、育種母樹等又は普通母樹等にあってはその措置を指示することとしてい
る。しかしながら、指定採取源の所有者等に不当な義務を課すことのないよう、指示又は命令の範囲は、
通常行われる森林施業の程度の枝打ち、つる切、下刈、除伐、病虫害の防除等としている（林業種苗法
の施行について（昭和45年８月31日付け45林野造第887号農林事務次官依命通達。以下「次官通知」と
いう。））。
また、農林水産大臣又は都道府県知事は、指定採取源の所有者に対し、その生育に関し有害な行為を

行わないことを命じ又は指示することができるとされている。この場合の有害な行為とは、樹木を著し
く損傷し又は樹勢を弱めるおそれのある行為で、指定目的の達成に支障を及ぼす土石の採取若しくは土
地の掘削、樹脂若しくは樹根の採取等の行為を指すものである。
以上の命令に対し、違反した者は、罰則が適用されることになる（法第32条）。

5. 指定採取源の伐採の制限
指定採取源の指定は、優良種苗の確保という公共の目的ないし公益のために課せられた法律行為で、
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当然、一種の公用制限を伴うことになる。また、その指定は樹木について行うものであり、それが生育
している土地にまで及ぶものではない。したがって、伐採の制限が最も重要な事項である。
しかしながら、指定採取源は、その種類に応じて性格を異にしているため、伐採の制限の内容も違っ

たものとなっている。すなわち、特別母樹等は伐採を禁止し、その指定目的を阻害しない範囲で農林水
産大臣の許可を受けた場合（法第７条第１項）、又は法令又はこれに基づく処分の履行として伐採する場
合等（法第７条第２項）にはこれを例外として認めている。なお、後者の場合は農林水産大臣にその旨を
届け出ることとなっている（法第７条第２項）。また、育種母樹等又は普通母樹等を伐採しようとすると
きは、その旨を都道府県知事に届け出なければならないこととしている（法第７条第３項）。

指定採取源の取扱い区分

事項
区分 指定権者 伐採制限 損失補償

特 別 母 樹 等 農林水産大臣（法第４条） 許可を要す 損失を補償する

育 種 母 樹 等 都道府県知事（法第３条） 届出を要す な　　し

普 通 母 樹 等 都道府県知事（法第３条） 届出を要す な　　し

特別母樹等の伐採の許可を受けるには、伐採しようとする日の60日前までに農林水産省令で定めら
れた様式の伐採許可申請書に伐採しようとする樹木の位置を明示した図面を添えて、農林水産大臣に提
出しなければならない（規則第４条）。
なお、伐採許可を受けないで特別母樹等を伐採した場合には罰則が適用される（法第32条）。

6. 種穂の採取についての努力義務
生産事業者に課せられた努力義務として、種子又は穂木の採取は指定採取源から採取するよう努めな

ければならない（法第22条）。
元来不良種苗の介入の余地をなくす趣旨からは、指定採取源以外からの種子又は穂木の採取を全面的

に禁止するのが理想であるが、表示制度によって、表示内容として指定採取源のものであるか否かを記
載することとしているので、このことによって造林者が選択でき、逐次指定採取源以外の種苗が排除さ
れるものと考えられることから、努力義務を設けるに止められた。

7. 種穂の採取時期の指定
都道府県知事は、十分に成熟するに至っていない時期に活力の低い種子が採取されることにより、造

林の適正かつ円滑な推進が阻害されるおそれがあると認めるときは、配布用種子の採取時期を制限する
ことができる（法第23条）。
この採取時期の制限は、具体的には、すぎ、ひのき、あかまつ、くろまつ及びりゅうきゅうまつにつ

いては９月20日以降、からまつ及びとどまつについては９月１日以降、えぞまつについては９月10日
以降の特定の日を、種子を採取することができる最初の日として都道府県知事が指定し、県公報によっ
て公告することにより行われるものであるが、種穂の採取を行う生産事業者は、この採取時期の指定が
行われているかどうかについて十分な注意を払う必要がある（規則第27条）。
なお、この採取期日前に採取を行った違反者に対しては罰則の適用がある（法第32条）。

8. 種穂の採取の禁止
都道府県知事は、造林の適正かつ円滑な推進を図る上で特に必要があると認めるときは、劣悪な種穂
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が採取されるおそれのある樹木（具体的には、材積成長量がきわめて小さく、幹が湾曲し、枝が太い等
林業用樹木としてきわめて好ましくない特徴を備えている樹木がこれにあたる。）又はその集団を指定
し、これからの種穂の採取を禁止することができる（法第23条）。この種穂の採取が禁止される樹木又
はその集団の指定があったときは、都道府県公報により公告されるとともに、これらの樹木又はその集
団の見やすい場所に、種穂の採取が禁止されたものである旨を表示した標識が設けられる。
これらの樹木から種穂を採取した違反者に対しては、罰則の適用がある（法第32条）。

1. 生産事業者の登録
（1）生産事業者の登録制度のあらまし

生産事業を行おうとする者は、その者の住所地を管轄する都道府県知事の登録を受けなければならな
い（法第10条第１項）。
この登録には有効期間の制限がないため、一度登録を受けた者は永久に生産事業を営むことができ

る。ただし、特に悪質な生産事業者については、都道府県知事は登録の取消しの処分を行うことができ
ることとなっており（法第15条）、登録を取消された生産事業者は以後一定の期間は生産事業を営むこ
とができないことになる。この登録を受けずに生産事業を行っている違反者に対しては罰則の適用があ
る（法第32条）。

生産事業者の登録制度と規定条項
事　　　　　　　項 規 定 条 項

生産事業者の登録 第 10 条

講習会の開催及び修了証明書の交付 第 11 条

登録証の交付及び備付け等 第 12 条

生産事業者の届出等 第 13 条

登録の失効 第 14 条

登録の取消し 第 15 条

登録に関する公告 第 16 条

帳簿の備付け 第 26 条

報告の徴収 第 27 条

（2）登録を受けることができない者
次の者は登録を受けることができない（法第10条第３項）。
①　�この法の規定に違反して罰金の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなく
なった日から２年を経過しない者

②　登録の取消しを受けた日から２年を経過しない者
③　次の者以外の者

ア　都道府県知事が行う講習会の課程を修了した者

イ　�①の者以外の者であって、その生産事業に従事する使用人その他の従業者として都道府県知事

生産事業者の登録制度4
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の行う講習会の課程を修了した者を置くもの�
（その置かれる当該講習会の課程を修了した者の全てが、ア又はイに該当する者であるものを
除く。）

（3）講習会の開催
生産事業者の登録を受けるためには、前記（２）のように、生産事業者の代表者又はその生産事業に従

事する従業者のうちの少なくとも一人は、都道府県知事が種苗の生産、流通等に関し、必要な知識を習
得させることを目的として開催する講習会を受講しなければならないが、この講習会は、原則として年
１回開催され（法第11 条第１項）、開催予定日の20日前までに開催日時、場所等が公告されるので、県
公報、市町村の掲示板等によって、開催日等を知ることができる（令第３条）。

　 講習会における講習事項及び講習時間（令第４条）
講習会における講習事項及び講習時間は下表のとおりである。

表４－１ 講習会における講習事項及び講習時間

講　習　課　目 講習時間

種苗に関する法令 ２時間以上

種苗の産地及び系統に関する事項 ２時間以上

種苗の生産技術に関する事項 ２時間以上

　 講習会修了証明書
講習会の課程を修了した者には、講習会修了証明書が交付される（法第11 条第２項）。

（4）登録の申請
生産事業者の登録を受けようとする者は、住所地を管轄する都道府県知事に登録申請書を提出しなけ

ればならない（法第10条第２項）。この場合、法人にあっては登録申請書に加え、定款、主たる事務所
の所在地及び役員に関する登記事項証明書を添付しなければならない。

（5）登録証の交付
都道府県知事は、登録申請者が、前記（２）の登録を受けることができない者でない場合には、生産事

業者登録簿に、その申請者に関する所定の事項を登載することとなり、この登録簿への登載をもって、
登録の効果が発生する。登録生産事業者は、都道府県公報によりその氏名、住所、事業内容等が公表さ
れるとともに、登録証が交付される。生産事業者は、その住所の見やすい場所に登録証を備付け、住所
以外の場所に事業所を設けている場合には登録証の写しをその事業所にも備え付けておかなければなら
ない（法第12条）。

（6）生産事業者の届出義務
生産事業者は、その住所地を管轄する都道府県知事に対して、次（表４－２）の届出又は申請を行わな

ければならない（法第13条）。これを怠る者には罰則の適用がある（法第33条）。

1

2
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表４－２ 生産事業者の届出義務

届出又は申請を行わなければならない場合 提出すべき届出書又は申請書 期　　　限

登録証の記載事項に変更を生じたとき 
（法第13条第１項）

書替交付申請書 
（様式　第７号）

変更を生じた日から30日以内

登録証が滅失し、又は汚損したとき 
（法第13条第２項）

再交付申請書 
（様式　第８号）

事実を確認後すみやかに

・�講習会の課程を修了した者として登録申請書
に記載した者の氏名住所に変更があったとき

・�法人である生産事業者について、代表者の氏
名に変更があったとき 

（法第13条第３項）

代表者等変更届出書

（様式　第９号Ⅰ）

変更を生じた日から

30日以内

生産事業を廃止したとき 
（法第13条第３項）

生産事業廃止届出書 
（様式　第９号Ⅱ）

廃止した日から30日以内

（注釈）�登録証の汚損が軽微なものである場合、登録証の再交付の手続きが必要であるかどうかについては、当該生産事業者が
常識的に判断して決めることにならざるを得ないが、少なくとも、登録証の全部又は一部が判読できない程度に汚損したとき
は必ずこの再交付申請の手続きを取らなければならない。

（7）生産事業者の報告
生産事業者は、その業務に関し、必要な報告を求められることがある（法第27条）。この報告に当たっ

ては、報告せず、又は虚偽の報告をした場合には、罰則の適用がある（法第33条）。

（8）帳簿の備付け
生産事業者は、その事業所ごとに帳簿を備え、種苗を採取し、他の者から配布を受け、又は配布した

ときは、その都度、帳簿に、その年月日、樹種、数量等を記載しなければならない（法第26条）。この
帳簿は暦年ごとに区分して記載し、５年間保存しなければならない（令第30条）。帳簿を備えていなかっ
たり、記載を怠ったり、虚偽の記載をした者については罰則の適用がある（法第33条）。

（9）登録の失効
生産事業者が前記（６）の生産事業廃止届を提出したとき、その生産事業者の登録は失効する（法第14

条）。登録が失効した生産事業者の氏名、住所等は、登録が行われた場合と同様に都道府県の公報によ
り公告され（法第16条）、その者は、登録証を都道府県知事に返納しなければならない。

（10）登録の取消し
都道府県知事は、次のいずれかに該当することとなった生産事業者について登録を取消すことができ

る（法第15条）。
①　この法若しくはこの法に基づく命令の規定又はこれらに基づく処分に違反したとき。
②　不正な手段によって登録を受けたとき。
③　前記（２）の登録を受けることができない者になったとき。

　　（注釈）�この登録の取消し処分は、上記の①、②又は③のいずれかに該当することとなった生産事業者の全てについて機械的
に行われるものではなく、例えば、生産事業者の事業体の唯一の講習会修了者である従事者が退職した場合には、
上記③に該当することになるが、このように、格別生産事業者に非難されるべき点がない場合には、取消し処分は行わ
れないものと考えてよい。ただし、この例の場合であっても、新規に講習会修了資格を有する者を雇い入れあるいは、
他の従事者に講習会を受講させる等の必要な措置を講ずることなく、いつまでも放置する者について登録の取消しが行
われることがあるのは当然である。
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登録の取消しの処分があるときは、事前に取消しを受ける生産事業者が公開の場で、自ら、又は代理
人を通じて、証拠を提出して弁明を行う機会が与えられる。この公開による聴聞の手続きが行われる期
日、場所及び取消しを行おうとする理由は、あらかじめ当該生産事業者に通知される。
以上の手続きを経て、登録を取消された生産事業者が、登録証の返納の義務を負うこと及び、その氏

名、住所等が県の公報を通じて公告されることは登録が失効した場合と同様である。なお、登録の取消
しを受けた生産事業者が以後引き続き生産事業を行うことができないことはいうまでもない。

（11）登録に関する手数料
平成12（2000）年４月から、都道府県の裁量により決定する。

生産事業者登録手数料

生産事業者講習手数料

生産事業者の登録証の書替交付手数料

生産事業者の登録証の再交付手数料

2. 配布事業者の届出
配布事業者の届出と規定条項

事　　　　　　　項 規 定 条 項

配布事業者の届出 第 17 条

（1）配布事業者の届出義務
配布事業者は、その住所地を管轄する都道府県知事に次（表４－３）の届出を行わなければならない（法

第17条）。これを怠る者は罰則の適用がある（法第33条）。
なお、配布事業者とは、他の者の採取又は育成した種苗を配布する事業を営む者を指すことは既に述

べたとおりであるが、自らの採取又は育成した種苗を配布する生産事業者であっても、併せて他の者が
採取し、又は育成した種苗を配布する事業を営んでいる場合は、配布事業者であることから、生産事業
者としての登録を受けるほか、配布事業者としての届出義務を負うことになるので注意する。

表４－３ 配布事業者の届出義務

届出を行わなければならない場合 提出すべき届出書 期　　　限

配布事業を開始したとき 
（法第17 条第１項）

配布事業者届出書 
（様式　第10号）

配布事業を開始した日から30日以内

配布事業者届出書により届け出た事項（取扱い
樹種、年間種苗配布数量を除く。）に変更を生
じたとき 

（法第17 条第２項）

配布事業変更届出書 
（様式　第11号Ⅰ）

変更を生じた日から30日以内

配布事業を廃止したとき 
（法第17 条第２項）

配布事業者廃止届出書 
（様式　第11号Ⅱ）

廃止した日から30日以内

（2）配布事業者の報告義務
配布事業者は、その業務に関し報告を求められることがある（法第27条）。この報告に当たっては、

報告せず、又は虚偽の報告をした場合には、罰則の適用がある（法第33条）。
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（3）帳簿の備付け
配布事業者は、その事業所ごとに帳簿を備え、他の者から配布を受け、又は配布したときは、その都

度、その年月日、樹種、数量等を記載しなければならない（法第26条）。帳簿の記載方法、保存期間等は、
生産事業者の帳簿の備付けと全く同一である。

1. 配布用種苗の表示
（1）表示制度のあらまし
生産事業者及び配布事業者が、種苗を配布するときは、原則としてこれに所定の事項を記載した表示

票を添付しなければならない（法第18条）。この表示制度は、３ページ「１　林業種苗法」の「２．林
業種苗法の概要」でも述べたように、種苗の産地・系統等を明らかにすることにより、造林者が、造林
地の自然条件に適した優良な種苗を選択することのできるようにするとのねらいをもつものであり、こ
の法の中心的な位置を占める制度である。生産事業者及び配布事業者は、この制度の重要性を認識し、
日頃から、種苗の産地・系統等による区分を明確にしておくことにより、配布の際に適正な表示を行う
ことができるように努めなければならない。

配布用種苗の表示制度と規定条項
事　　　　　　　項 規 定 条 項

生産事業者及び配布事業者の表示義務 第 18 条

表示義務等の違反に対する是正命令 第 19 条

表示票等の不正使用等の禁止 第 21 条

（2）生産事業者の表示義務
生産事業者は、配布する種苗の容器又は包装の外部（容器及び包装を用いないときには、各荷口又は

各個）に生産事業者表示票を添付しなければならない。ただし、この表示票を添付すべき義務について、
例外を認めないわけではなく、造林の用に供する者に、その種苗を採取し、又は育成した場所において
生産事業者表示票に記載すべき事項を記載した書面（表示書）を添えて種苗を直接配布する場合には、例
外として、生産事業者表示票を添付せずに種苗を配布することができることになっている。
すなわち、生産事業者が種苗を、その生産の現場で、種苗の流通過程の最終需要者である造林者に、
他の者を介さずに直接配布する場合にあっては、種苗の産地・系統等が不明確になるおそれが比較的少
ないと考えられるので、この例外が認められたものである。

配布用種苗の表示制度5
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生産事業者表示票（表示書）（種穂の場合）イメージ 生産事業者表示票（表示書）（苗木の場合）イメージ

必須事項
（法第 18条第１項、規則第 18条）

任意事項（規則規則第 21条）

出荷年月日：令和○年○月○日

種穂の樹種：スギ

指定採取源の場所、指定採取源種別：

　　　　Ａ県Ｂ市１－２－３

　　　　育種母樹林

指定番号：Ｃ育Ｄ－Ｅ

種穂の数量：○kg　○本

採取年月：令和○年 10月

生産事業者（住所・氏名）：

　　　　Ａ県Ｂ市５－６－７

　　　　○○種苗　●●　●●

種穂の銘柄：☆☆１号（少花粉）

発芽率、鑑定機関、鑑定年月日：

　　　　○％　△△鑑定所　○年○月

生産事業者登録番号：○○

生産事業者所属団体名：Ａ県種苗組合

特定母樹の別：増殖した特定母樹から

　　　　　　　採取された種穂

生産事業者表示票

出荷年月日：令和○年○月○日

苗木の樹種：スギ

指定採取源の場所、指定採取源種別：

　　　　Ａ県Ｂ市１－２－３

　　　　育種母樹林

指定番号：Ｃ育Ｄ－Ｅ

苗木の育成の場所：Ａ県Ｂ市５－６－８

苗木の数量：○本

苗齢：当年生　◯年生

生産事業者（住所・氏名）：

　　　　Ａ県Ｂ市５－６－７

　　　　○○種苗　●● 　●●

苗木の銘柄：☆☆１号（少花粉）

苗木の規格：◯号　根元径　苗長

検査機関：○○支所、○○組合

検査年月日：令和○年○月○日

生産事業者登録番号：○○

生産事業者所属団体名：Ａ県種苗組合

特定苗木の別：特定苗木

生産事業者表示票

＊＊

＊二次元コード：当該生産事業者表示票に記載された事項を掲載したウェブサイトのアドレス
図５－１ 生産事業者表示票（表示書）イメージ

（3）配布事業者の表示義務
配布事業者は、種苗をその容器若しくは包装を開き若しくは変更して配布するとき、容器若しくは包

装のない種苗を容器に入れ若しくは包装して配布するとき、又は生産事業者表示票の添付されていない
種苗を配布するときは、その種苗の容器又は包装の外部（容器及び包装を用いないものにあっては、各
荷口又は各個）に配布事業者表示票を添付しなければならない。したがって、配布事業者は、生産事業
者の場合と異なり配布する種苗の全てについて表示票を添付しなければならないものではなく、入手し
た生産事業者表示票の添付された種苗の梱包等に変更を加えず、そのまま他に配布する場合には、既に
添付されている生産事業者表示票に加えて、配布事業者が、さらに配布事業者表示票を添付する必要は
ない。また、これ以外の場合であっても、造林の用に供する者に容器若しくは包装を開き若しくは変更
し、又は容器に入れ若しくは包装する場所において、配布事業者表示票に記載すべき事項を記載した書
面（表示書）を添えて種苗を直接配布するときは、配布事業者表示票を添付しなくてもよいことになって
いる。これは、生産事業者について表示票添付義務の例外が認められたことと同様の趣旨に基づき認め
られている例外措置である。
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配布事業者表示票（表示書）（種穂の場合）イメージ 配布事業者表示票（表示書）（苗木の場合）イメージ

必須事項
（法第 18条第２項、規則第 18条）

任意事項（規則第 21条）

出荷年月日：令和○年○月○日

種穂の樹種：スギ

生産事業者（住所・氏名）：

Ａ県Ｂ市５－６－７

　　　　○○種苗　●●　●●

指定採取源の場所、指定採取源種別：

　　　　Ａ県Ｂ市１－２－３

　　　　育種母樹林

指定番号：Ｃ育Ｄ－Ｅ

種穂の数量：○kg　○本

苗木の苗齢：２年生

配布事業者（住所・氏名）：

　　　　Ａ県Ｂ市５－６－７

　　　　○○樹苗　●● 　●●

 

種穂の銘柄：☆☆１号（少花粉）

発芽率、鑑定機関、鑑定年月日：

　　　　○％　△△鑑定所　○年○月

配布事業者所属団体名：Ａ県種苗組合

特定母樹の別：増殖した特定母樹から採取

　　　　　　　された種穂

配布事業者表示票

出荷年月日：令和○年○月○日
苗木の樹種：スギ
生産事業者（住所・氏名）：
Ａ県Ｂ市５－６－７
　　　　○○種苗　●● 　●●
苗木の育成の場所：Ａ県Ｂ市５－６－８
指定採取源の場所、指定採取源種別：
　　　　Ａ県Ｂ市１－２－３
　　　　育種母樹林
指定番号：Ｃ育Ｄ－Ｅ
苗木の数量：○本
苗齢：当年生　◯年生
配布事業者（住所・氏名）：
　　　　Ａ県Ｂ市５－６－７
　　　　○○樹苗　●● 　●●

苗木の銘柄：☆☆１号（少花粉）
苗木の規格：◯号　根元径　苗長
検査機関：○○支所、○○組合
検査年月日：令和○年○月○日
配布事業者所属団体名：Ａ県種苗組合
特定苗木等の別：特定苗木

配布事業者表示票

＊＊

＊二次元コード：当該配布事業者表示票に記載された事項を掲載したウェブサイトのアドレス
図５－２ 配布事業者表示票（表示書）イメージ

（4）表示義務違反に対する是正命令
生産事業者又は配布事業者が、表示票を添付すべき場合に、表示票を添付せずに種苗を配布したとき、

表示票に代わる書面（表示書）を交付すべき場合にこれを交付せずに種苗を配布したとき、表示票に記載
できる事項以外の事項を表示したとき及び表示票に虚偽の表示をしたときには、罰則の適用がある（法
第32条）ほか、都道府県知事は、これらの違反行為を行った生産事業者又は配布事業者に対し、その違
反に係る種苗について、表示票を添付し若しくは表示書を交付し、又は表示票若しくは表示書の表示を
是正すべきことを命ずることができる（法第19条）。
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2. 種苗の証明

種苗の証明と規定条項
事　　　　　　　項 規 定 条 項

指定採取源からの採取に係る種苗の証明 第 20 条

（1）種苗の証明のあらまし
農林水産大臣又は都道府県知事は、申請があった場合には、種穂が指定採取源から採取されたもので

あること又は苗木が指定採取源から採取された種穂から育成されたものであることについての証明をす
ることができる（法第20条）。

（2）証明の方法
証明は、証明を受けようとする種穂の種類に応じ、種子、穂木、幼苗及び幼苗以外の苗木の４種類に

区分され、それぞれ次の表５－１に示す事実を都道府県の職員（農林水産大臣が証明を行うときは、農
林水産省の職員）が、現場を確認した上で行われるもので、必要な事実が確認された後に、その種苗の
容器又は包装に封印が施され、証明書が添付されることとなる。

表５－１ 職員が確認を行う事実

種子の証明 球果の採取―精選―容器に入れること

穂木の証明 採取―包装

幼苗の証明 証明種穂の播種又はさし付け―包装

幼苗以外の

苗木の証明

種穂から育成する場合 証明種穂の播種又はさし付け―床替え―包装

幼苗から育成する場合 証明幼苗の床替え―（床替え）―包装

（注釈）�「証明種穂」とは、証明書に添付されている種穂又は国若しくは都道府県が指定採取源から採取した旨の生産事業者表
示票の添付されている種穂をいい、「証明幼苗」とは、証明書が添付されている幼苗又は国若しくは都道府県が指定採取
源から種穂を採取し、これから育成した旨の生産事業者表示票の添付されている幼苗をいう。�
幼苗以外の苗木を育成する際に行われる床替えの回数が一定していないが、証明を行う際には、すべて床替えについて確
認を行うものである。

（3）証明の申請手続き
証明を受けようとする者は、受けようとする証明の種類に応じて、表５－１に示された職員が確認を

行う最初の行為、すなわち、種子の証明を受けようとするときは球果の採取、穂木の証明を受けようと
するときは穂木の採取、幼苗の証明を受けようとするときは証明種穂の播種又はさし付け、幼苗以外の
苗木の証明を受けようとするときは証明種穂の播種又はさし付け又は証明幼苗の床替えのそれぞれの行
為に着手しようとする日の30日前までに都道府県知事に申請することが必要である。この場合の都道
府県知事とは、申請者の住所地を管轄する都道府県知事ではなく、種穂の証明を受けようとするときに
あっては種穂を採取しようとする指定採取源の所在場所を管轄する都道府県知事であり、苗木（幼苗又
は幼苗以外の苗木）の証明を受けようとするときにあっては、その苗木を育成する苗畑の所在場所を管
轄する都道府県知事である。
また、証明の申請は、複数の指定採取源に関するものについて一括して行うことは認められず、種穂

を採取しようとする指定採取源が異なるごとに、又は苗木の育成に用いようとする種穂が採取された指
定採取源が異なるごとに、別個の申請を行わなければならないことになるので注意を要する。
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（4）証明申請に必要な手数料
証明申請１件につき、次により計算した額を合算した額

種子の証明 １キログラムにつき（都道府県知事が決定した額）

穂木の証明 １万本につき　　　（　　　　　　〃　　　　　）

幼苗の証明 １万本につき　　　（　　　　　　〃　　　　　）

幼苗以外の

苗木の証明

１万本につき　　　（　　　　　　〃　　　　　）

証明を行うために職員が事実を確認する回数を乗じて得た額

（注釈）�幼苗以外の苗木の証明の欄の職員が事実を確認する回数とは、表５－１に示す事実の確認の数であり、種穂の播種又
はさし付けから育成する場合の２年生山行苗木の証明についてみれば、証明種穂の播種又はさし付け、床替え及び包
装の計３回であり、床替えの回数が１回増える３年生山行苗木についてみれば、４回である。

1. 種苗の採取源と配布区域の趣旨
採取源の指定は、その樹木又は林分全体の木材生産形質の良否を吟味して行われる。したがって、林

木のように自然集団に近い遺伝的構成をもった集団から選んだ採取源は、その特性や能力の発現に最も
適した環境条件から選ばれており、そこから遠ざかるに従って不利になるものと想定される。つまり、
各採取源産の種苗はその採取源の存在する区域又はこれとほぼ環境を同じくする隣接区域に限って、優
れた成績を示すものである。そこで、林業用種苗の移動範囲を規制する必要がある。

種苗の配布区域の制限と規定条項
事　　　　　　　項 規 定 条 項

種苗の配布区域の制限 第 24 条

2. 配布区域の制限の概要
農林水産大臣は、造林の適正かつ円滑な推進を図るため特に必要があると認めるときは、農林水産省

令で定める（規則第29条）ところにより、一定の区域において採取され、又は育成される種苗について
気候その他の自然条件からみておおむねその樹木としての生育に適すると認められる区域を配布区域と
して指定することができる（法第24条第１項）。
なお、配布制限がある樹種は、すぎ、ひのき、あかまつ、くろまつの４種である。区域界が道府県境

ではないところもあるため、巻末資料（法令編）9「農林水産大臣の指定する種苗の配布区域を定める件」
を確認する。生産事業者及び配布事業者は、種苗につき前項の配布区域が指定されているときは、当該
配布区域以外の区域を受取地として種苗を配布してはならない。ただし、林業の試験研究の用に供する
場合その他特別の事情がある場合において農林水産大臣の承認を受けたときは、この限りでない（同条
第２項）。

種苗の配布区域の制限6
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3. 配布区域外への配布承認
法第24条第２項ただし書きの特別な事情がある場合とは、次に掲げる場合と林野庁長官通知（林業用

種苗の配布区域外への配布申請の手続きについて（昭和46年7月24日46林野造第738号林野庁長官通達））
で定めており、配布承認申請書を農林水産大臣に提出することとしている。
①　見本林の造成に供する場合
②　�松くい虫抵抗性マツ（松くい虫が運ぶ線虫類に抵抗性を有する松の品種に相当するマツをいう。）
の植栽の用に供する場合

③　�周辺木との造林成績の比較のための植栽の用に供する場合（ただし、ア苗木２万本以内であるこ
と、イ植栽時期が重複する他の申請と植栽箇所が隣接するものでないことのいずれも満たしてい
る場合に限定している。）ものとする。）

④　種苗の受取地が種穂の採取された区域と同一区域である場合

4. 所有権の移転等を伴わない行為
林業種苗法において「配布」とは、他人に対し有償又は無償で種苗の所有権の移転その他その占有を

移す行為のことをいう（林業種苗法における配布区域について（令和３年３月29日付け林野庁森林整備
部整備課長事務連絡））。
従来、種苗の移動には紛失や流出等のリスクが伴うことが考えられ、配布以外の種苗の移動（所有権

の移転を伴わない移動）についても、移動制限の対象とする運用を行ってきた。
しかしながら、種苗の生産方法・生産体制の多様化により、複数の地域に拠点をもつ研究機関や事業

者が、種穂を採取した地域とは別の地域で苗木生産を行い、再び種穂を採取した地域に戻す事例や、種
子を採取した地域とは別の地域で種子選別機により選別し、再び種子を採取した地域に戻す事例等が見
られるようになってきた。このことを踏まえ、複数の地域に拠点をもつ研究機関や事業者等内での移動
や一時的に種子を預けるだけの移動については、種苗の移動に伴う紛失や流出等のリスクが限られるこ
とから、移動の制限をしないこととされている。

配
布
用
種
苗
の
表
示
制
度
｜
種
苗
の
配
布
区
域
の
制
限
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5. 種苗の配布区域図　

（1）すぎ　

第⼀区

第三区

第七区

第⼆区

第⼀区

第四区

第五区

第六区

区域 配布区域

第一区 第一区、第二区、第三区及び第七区

第二区 第一区、第二区、第三区第四区、及び第五区

第三区 第三区及び第五区

第四区 第二区、第四区及び第五区

第五区 第三区、第五区及び第六区

第六区 第五区及び第六区

第七区 第七区

当該区と矢印が示す方向の隣接区には配布が可能である
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（2）ひのき　

第⼀区第⼀区

第⼆区

第⼆区

第三区

区域 配布区域

第一区 第一区

第二区 第一区、第二区及び第三区

第三区 第三区

当該区と矢印が示す方向の隣接区には配布が可能である
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（3）あかまつ　

第⼀区

第⼀区

第⼆区

第三区

区域 配布区域

第一区 第一区、第二区及び第三区

第二区 第二区

第三区 第二区及び第三区

当該区と矢印が示す方向の隣接区には配布が可能である
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（4）くろまつ　

第⼀区

第⼆区

区域 配布区域

第一区 第一区及び第二区

第二区 第二区

当該区と矢印が示す方向の隣接区には配布が可能である
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1. 立入検査等
農林水産大臣又は都道府県知事は、この法の施行に必要な限度において、その身分を示す証明書を携

行した職員に、指定採取源、生産事業者の事業所、配布事業者の事業所その他種穂の採取、苗木の育成、
種苗の配布若しくは保管に関係のある場所に立入り、樹木若しくはその集団、種苗、その容器若しくは
包装若しくは関係書類（電磁的記録を含む。）を検査させ、関係者に質問させ、又は種苗を分析検査のた
め必要な最小量に限り、無償で収去させることができる（法第28条）。
この行為は、個人の財産及び自由に対する重大な制約を伴う性質のものもあるので、濫用されること

があってはならない。この立入検査の権限は、行政上の必要性から認められたもので犯罪捜査のために
認められるものではない。
なお、本条による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、又は同項の規定による質問に対して答弁をせ

ず、若しくは虚偽の答弁をした者に対しては、罰則の適用がある（法第33条）。

2. 監督処分
生産事業者又は配布事業者が、この法若しくはこの法に基づく命令の規定又はこれらの規定に基づく

処分に違反したときは、農林水産大臣又は都道府県知事が、これらの者に対し、種苗の採取若しくは育
成に関し必要な処置を講ずべきことを命じ、又は種苗の配布を制限し、若しくは禁止することがある（法
第29条）。これらの措置が行われる場合としては次のようなケースが考えられる。
①　�登録を受けないで生産事業を行っている者又は所定の届出をしないで配布事業を行っている者に
対して現に育成し、又は所有若しくは占有している種苗の配布を制限し、若しくは禁止し、又は
育成されている種苗を適切に区分するよう命ずること。

②　�不正な表示又は不当な表示を行った者に対しては今後の適正な表示を確保するため、種苗を適切
に区分して採取若しくは育成することを命じ、又は一定期間を定めて、その所有する種苗の配布
を制限し、若しくは禁止すること。

③　�種穂の採取が禁止された樹木又はその集団から採取した者に対しては、当該種苗を林業用として
配布することを禁止し、又は自己の造林用に育成する場合であっても他の種苗から十分隔離して
行うよう命ずること。

3. 罰則　
法第32条から35条は、林業種苗法違反についての行政罰について規定している。

罰則の内容と規程条項
行政罰 対象者 規定

３ 万 円 以 下 の
罰金

法第６条第１項の規定による命令に従わなかった者 
（指定採取源の保護又は管理のための命令）

第 32条

第１号

法第７条第１項の規定に違反した者 
（特別母樹等を許可を受けず伐採した場合）

同

第２号

その他条項7
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行政罰 対象者 規定

３ 万 円 以 下 の
罰金

法第10条第１項の規定に違反して登録を受けないで生産事業を行った者又は偽りその
他不正の行為によりその登録を受けた者 

（生産事業者の登録）

第 32条

第３号

法第18 条第１項、第２項又は第３項の規定に違反した者 
（生産事業者及び配布事業者の表示義務等）

同

第４号

法第19条第１項の規定による命令に従わなかった者 
（表示義務等の違反に対する是正命令）

同

第５号

法第21条第１項の規定に違反して表示票等を不正に使用し、若しくは配布される種苗
につき表示票等に紛らわしいものを添附し、若しくは交付した者又は同条第２項の規
定に違反した者 

（表示票等の不正使用等の禁止）

同

第６号

法第23条の規定による指定に係る時期以外の時期において配布の目的をもって当該指
定に係る種穂を採取した者又は同条の規定による禁止に従わなかった者 

（種穂の採取の禁止等）

同

第７号

法第24 条第２項の規定に違反した者 
（種苗の配布区域の制限）

同

第８号

法第29条第１項の規定による命令、制限又は禁止に従わなかった者 
（監督処分）

同

第９号

１ 万 円 以 下 の
罰金

法第７条第２項又は第３項の規定に違反した者 
（特別母樹等は農林水産大臣に、育種母樹等及び普通母樹等は都道府県知事に伐採に

ついて届出る）

第 33条

第１号

法第13条第１項、第２項若しくは第３項又は法第17 条第１項若しくは第２項の規定に
違反した者 

（生産事業者の届出、配布事業者の届出）

同

第２号

法第26 条の規定に違反して帳簿を備えず、又は必要な事項を記載せず、若しくは虚偽
の記載をした者 

（帳簿の備付け）

同

第３号

法第27 条の規定による報告をせず、又は虚偽の報告をした者 
（報告の徴収）

同

第４号

法第28 条第１項の規定による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、又は同項の規定に
よる質問に対して答弁をせず、若しくは虚偽の答弁をした者 

（立入検査）

同

第５号

罰金刑 法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者が、その法人又は
人の業務に関して前二条の違反行為をしたときは、行為者を罰するほか、その法人又
は人に対しても各本条の罰金刑を科する。 

（行為者のほかその行為者と特定の関係にある法人又は人に対しても前二条の罰金刑を
科す）

第 34 条

１ 万 円 以 下 の
過料

法第12条第２項、第14 条第２項又は第15条第３項の規定に違反した者（登録証の備付
け、返納）

第 35条
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1. 森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置法　
（1）間伐等特措法の概要
森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置法（平成20年法律第32号。以下「特措法」という。）とは、

京都議定書の第一約束期間における森林吸収量の目標の達成に向け、平成24（2012）年度までの間にお
ける森林の間伐等の実施を促進するため、特別の措置を講ずることを内容として、平成20（2008）年５
月16日に新法として公布・施行された。その後、京都議定書第二約束期間、パリ協定に基づく我が国
の目標期間に合わせて、平成25（2013）年と令和３（2021）年にそれぞれに改正・延長されている。
現行の特措法は、令和12年度までの間における間伐等の実施や特定母樹の増殖等に関する措置が定

められている。
平成25（2013）年の法改正において、将来の二酸化炭素の吸収作用の強化を図るため、都道府県知事が、

基本方針に沿って、民間事業者が実施する成長に優れた種苗の母樹の増殖に関する計画（特定増殖事業
計画）を認定し、認定を受けた者（認定特定増殖事業者）に対して支援措置を講じる仕組みを新設した。
従来、苗木生産のための種穂を提供する指定採取源（採種園、採穂園）は都道府県営が主体であったが、

民間活力も活用し、特定母樹の増殖の実施を促進させるために、法改正したものである。

（2）特定母樹
特に優良な種苗を生産するための種穂の採取に適する樹木であって、成長に係る特性の特に優れたも

のを農林水産大臣が「特定母樹」に指定し、その増殖の実施の促進を図ることとしている（特措法第２
条第２項及び第３条第１項）。
　 指定基準

①　成長量は、在来の系統と比較して1.5倍以上の材積

②　材の剛性は、同様の林分の個体の平均値と比較して優れているもの

③　幹の通直性は、曲がりが全くないか、曲がりがあっても採材に支障がないもの

④　花粉量が一般的なスギ・ヒノキのおおむね半分以下

　 応募・指定等

①　対象となる樹木は、林業種苗法施行令第１条に規定するスギ、ヒノキ、アカマツ、クロマツ、
カラマツ、エゾマツ、トドマツ、リュウキュウマツとする。

②　応募者が、林野庁森林整備部研究指導課宛て申請様式を郵送し提出する。

③　受け付けた申請個体の適否を判断し、選定された個体は、特定母樹に指定された樹木として官
報告示される。

④　特定母樹のデータは、林野庁ホームページに掲載されるとともに各都道府県に提供される。

⑤　所有者等は、特定母樹の種穂の配布に供されるよう、所有する特定母樹の適切な育成・保存に
努めるものとする。

（3）特定母樹の増殖に関する事業
　 特定増殖事業
特定母樹の増殖に関する事業であって、次に掲げるものをいう（特措法第２条第３項）。

林業種苗法に関連する法律等8

1

2

1
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①　生産事業（林業種苗法第２条第２項に規定する生産事業）を行い、又は行おうとする生産事業者
団体等（同項に規定する生産事業者の組織する団体その他政令で定める者をいう。）が、特定母
樹の増殖を行い、その増殖した特定母樹から採取する種穂を主として当該生産事業者団体等の
構成員その他政令で定める者に配布するために実施する事業

②　生産事業を行い、又は行おうとする者が、特定母樹の増殖を行い、その増殖した特定母樹から
採取する種穂を主として生産事業者団体等に配布するために実施する事業

③　生産事業を行い、又は行おうとする者が、特定母樹の増殖を行い、その増殖した特定母樹から
採取する種穂から配布の目的をもって苗木を育成するために実施する事業

　 支援措置等

①　林業・木材産業改善資金の償還期間等の特例

②　林業種苗法に基づく生産事業者の登録等（第12条第1項及び第２項並びに第13 ～ 16条）の特例

③　森林法に基づく伐採届出の特例

④　国、都道府県、森林研究・整備機構等の助言、指導等

	 （注釈）�特定増殖事業を行う者は、林業種苗法第 18 条の規定に基づき、生産事業者表示票の表示義務を負い、同
法第 26 条の規定に基づき、帳簿の備付け義務等を負うこととなる。

2. スギ花粉発生源対策推進方針　
（1）スギ花粉発生源対策推進方針の趣旨
スギ花粉症については、その患者数が国民の約４割と推計されるなど社会的に大きな問題となってい

る。スギ花粉症はスギ花粉によって引き起こされるアレルギー症状であるが、その発症メカニズムにつ
いては、大気汚染等との関係を指摘する報告もあり、十分には解明されていない。
令和５（2023）年５月30日に花粉症に関する関係閣僚会議において取りまとめられた「花粉症対策の

全体像」では、10年後に花粉発生源となるスギ人工林を約２割減少させることを目指して、スギ人工
林の伐採・植替え等の加速化、スギ材需要の拡大、花粉の少ない苗木の生産拡大、林業の生産性の向上
及び労働力の確保等の取組を集中的に推進することとされた。
本格的な利用期を迎えた人工林の主伐・再造林の増加が見込まれること等を踏まえ、花粉発生源対策

として、スギ人工林等の利用を進めるとともに、花粉の少ないスギ苗木の生産や植栽、広葉樹の導入に
よる針広混交の育成複層林等への誘導等により、花粉の少ない多様で健全な森林への転換等を促進して
いくことが重要である。
なお、ヒノキについても花粉の少ない森林への転換等を進めていくこが重要であり、その推進に当たっ

ては本指針を参考に取り組むものとする。
この方針は、国、都道府県、市町村、森林林業関係者等が一体となってスギ花粉発生源対策に取り組

むことが重要であるとの観点から、関連施策の実施に当たっての技術的助言を定めたものである。

（2）花粉の少ない苗木の生産拡大
花粉発生源対策を取り組むにあたり、花粉の少ない苗木の増産体制の整備を官民連携で短期的かつ集

中的に進めることにより、花粉の少ないスギ苗木の生産割合を５割から９割以上に引き上げることとし
ている。
このため、花粉の少ない苗木の品種開発や、採種園・採穂園の造成・改良や効率的な育苗作業が期待

できるコンテナ苗生産の推進に努めるとともに、花粉の少ないスギ苗木の普及活動に努める。

（注釈）�「花粉の少ないスギ苗木」とは、本方針の別紙に定める「無花粉」、「少花粉」、「低花粉」の品種のスギ苗木及びスギ
の特定苗木（「森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置法」（平成 20 年法律第 32 号）第２条第４項に規定する特
定苗木）をいう。
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　 無花粉スギ品種
花粉を全く生産しない特性及び林業用種苗として適した特性を有するもの。

　 少花粉スギ品種
平年では雄花が全く着かないか、又は極めて僅かしか着かず、花粉飛散量の多い年でもほとんど花粉

を生産しない特性（花粉生産量が一般的なスギに比べ約１％以下）及び林業用種苗として適した特性を有
するもの。
　 低花粉スギ品種
雄花の着花性が相当程度低い特性及び林業用種苗として適した特性を有するもの。

　 スギ特定苗木
前述「１．間伐等特措法」の「（２）特定母樹」由来のスギ。

近年、人工林資源が充実して主伐が増加している中、森林の保続培養と生産力の増進とを図るには、
伐採後の再造林を適切に行うことが極めて重要となっている。
林業種苗は、造林の実施に不可欠な資材であることから、生産体制の強化、円滑な流通の推進が益々

求められており、また、育種・育苗技術の進展により成長の良い品種、花粉の少ない品種等の優良な林
業種苗が開発されていることからも、これらを速やかに普及していく必要がある。
このため、林野庁では次官通知第12に基づき、林業種苗の需給情報の共有等を図ることを通じ、そ

の生産の安定と適正な流通を促し、造林の円滑な実施を期すため、林業用優良種苗生産流通推進要綱を
定めている。
要綱のポイントは以下のとおりである。

　 林業種苗の需要量及び生産量の調査、需給情報の共有

①　都道府県は、都道府県内の種苗の需要量及び生産量の調査に努めること。

②　都道府県は、都道府県外に向けた生産量の情報を把握し、移出先の都道府県等への情報提供に
努めること。

　 採取源の整備、種穂及び苗木の生産・確保

①　都道府県は、都道府県営の採種園・採穂園の整備を進めるほか、認定特定増殖事業者を含む生
産事業者による採種園・採穂園の整備を推進すること。

②　都道府県は、採種園・採穂園の育種母樹等又は普通母樹等への指定に努めること。

③　都道府県は、苗木及び種穂の生産・確保に当たり、特定母樹から採取された種穂、花粉症対策
品種の種穂など産地及び系統区分の明らかな優良な種穂を用いるよう努めること。

④　都道府県は、造林に必要な苗木及び苗木生産に必要な種穂については、都道府県内での生産及
び近隣の都道府県など他の都道府県からの移入により確保に努め、他の都道府県との連携に努
めること。また、認定特定増殖事業者は、増殖した母樹から採取された種穂を生産事業者に広
く配布するよう努めること。

　 予約生産等の推進

①　都道府県は、苗木の生産効率及び品質向上を図るため、生産事業者間の幼苗等の予約生産及び
委託生産を推進すること。

②　都道府県は、苗木の需給の安定を図るため、需要者と生産事業者との間の苗木の予約生産及び
委託生産を推進すること。

1

2

3
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優良種苗の生産と適正な流通9
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１
．林
業
種
苗
法
　

（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
九
号
）

最
終
改
正
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
四
十
四
号
）

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
種
苗
に
つ
い
て
優
良
な
採
取
源
の
指
定
、
生
産
の
事
業
を
行
な
う
者
の
登
録
、
配
布
の
際
の
表
示

の
適
正
化
等
に
関
す
る
措
置
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
優
良
な
種
苗
の
供
給
を
確
保
し
、
も
つ
て
適
正
か
つ
円
滑
な
造
林

を
推
進
し
て
林
業
総
生
産
の
増
大
及
び
林
業
の
安
定
的
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
種
苗
」
と
は
、
林
業
の
用
に
供
さ
れ
る
樹
木
の
繁
殖
の
用
に
供
さ
れ
る
種
子
、
穂
木
、
茎
、

根
及
び
苗
木
（
幼
苗
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
で
あ
つ
て
、
政
令
で
定
め
る
樹
種
に
係
る
も
の
を
い
う
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
生
産
事
業
」
と
は
、
配
布
の
目
的
を
も
つ
て
種
苗
を
採
取
し
、
又
は
育
成
す
る
事
業
を
い
い
、

「
生
産
事
業
者
」
と
は
、
生
産
事
業
を
行
な
う
者
を
い
い
、「
配
布
事
業
」
と
は
、
他
の
者
が
採
取
し
、
又
は
育
成
し
た
種

苗
を
配
布
す
る
事
業
を
い
い
、「
配
布
事
業
者
」
と
は
、
配
布
事
業
を
行
な
う
者
を
い
う
。

（
育
種
母
樹
、
普
通
母
樹
等
の
指
定
）

第
三
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
優
良
な
種
穂
（
種
苗
の
う
ち
、
種
子
、
穂
木
、
茎
又
は
根
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
確
保

を
図
る
た
め
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
配
布
（
配
布
の
た
め
に
す
る
苗
木
の
育
成
を
含
む
。
次
条
第
一

項
、
第
二
十
三
条
及
び
第
三
十
二
条
第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。）
の
目
的
の
た
め
の
優
良
な
種
穂
の
採
取
に
適
す
る
樹
木

又
は
そ
の
集
団
を
、
育
種
に
よ
り
育
成
さ
れ
た
も
の
に
あ
つ
て
は
育
種
母
樹
又
は
育
種
母
樹
林
と
し
て
、
そ
の
他
の
も
の

に
あ
つ
て
は
普
通
母
樹
又
は
普
通
母
樹
林
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
基
準
の
作
成
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
当
た
つ
て
は
、
森
林

法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
の
規
定
に
よ
る
全
国
森
林
計
画
及
び
地
域
森
林
計
画
、
森
林
の
現
況
等
を

参
酌
し
、
優
良
な
種
穂
の
適
切
な
供
給
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
樹
木
又
は

そ
の
集
団
の
所
有
者
（
所
有
権
以
外
の
権
原
に
基
づ
き
こ
れ
ら
の
樹
木
の
使
用
又
は
収
益
を
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
者
を
含
む
。
以
下
「
所
有
者
等
」
と
い
う
。）
の
意
見
を
き
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
別
母
樹
等
の
指
定
）

第
四
条
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
優
良
な
種
穂
の
採
取
に
適
す
る
樹
木
又
は
そ
の
集
団
を
育
成
し
、
又
は
改
良
す
る
た
め
特
に

優
良
な
種
穂
の
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
関
係
都
道
府
県
知
事
の
意
見
を
き
い
て
、
配
布
の
目
的
の
た
め
の
特

に
優
良
な
種
穂
の
採
取
に
適
す
る
樹
木
又
は
そ
の
集
団
を
特
別
母
樹
又
は
特
別
母
樹
林
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

２
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
意
見
を
き
く
と

と
も
に
、
そ
の
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
樹
木
又
は
そ
の
集
団
の
所
有
者
等
の
意
見
を
き
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
の
公
示
等
）

第
五
条
　
農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
特
別
母
樹
若
し
く
は
特
別
母
樹
林
又
は
育
種
母
樹
、
育
種
母
樹
林
、
普

通
母
樹
若
し
く
は
普
通
母
樹
林
（
以
下
「
指
定
採
取
源
」
と
総
称
す
る
。）
を
指
定
す
る
と
き
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
公
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
指
定
採
取
源
の
所
有
者
等
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
指
定
採
取
源
の
指
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
に
よ
つ
て
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

（
指
定
採
取
源
の
保
護
又
は
管
理
の
た
め
の
命
令
等
）

第
六
条
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
特
別
母
樹
又
は
特
別
母
樹
林
の
指
定
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
所

有
者
等
に
対
し
、
そ
の
保
護
又
は
管
理
に
関
し
、
必
要
な
処
置
を
講
ず
る
こ
と
又
は
有
害
な
行
為
を
行
な
わ
な
い
こ
と
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
育
種
母
樹
若
し
く
は
育
種
母
樹
林
又
は
普
通
母
樹
若
し
く
は
普
通
母
樹
林
の
指
定
目
的
を
達
成
す

る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
所
有
者
等
に
対
し
、
そ
の
保
護
又
は
管
理
に
関
し
、
必
要
な
処
置
を
講
ず
る
こ
と
又

は
有
害
な
行
為
を
行
な
わ
な
い
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
指
定
採
取
源
の
伐
採
の
制
限
）

第
七
条
　
特
別
母
樹
又
は
特
別
母
樹
林
の
所
有
者
等
は
、
こ
れ
ら
の
樹
木
を
伐
採
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
指
定

目
的
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
を

受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
特
別
母
樹
又
は
特
別
母
樹
林
の
所
有
者
等
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
項
の
許
可
を
受
け
な
い
で
こ
れ
ら
の
樹
木
を
伐
採
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
当
該
所
有
者
等
は
、
農
林

水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
農
林
水
産
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
令
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
処
分
に
よ
り
伐
採
の
義
務
の
あ
る
者
が
そ
の
履
行
と
し
て
伐
採
す
る
場
合

二
　
火
災
、
風
水
害
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
緊
急
の
用
に
供
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

三
　
そ
の
他
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
場
合

３
　
育
種
母
樹
若
し
く
は
育
種
母
樹
林
又
は
普
通
母
樹
若
し
く
は
普
通
母
樹
林
の
所
有
者
等
は
、
こ
れ
ら
の
樹
木
を
伐
採
し

よ
う
と
す
る
と
き
（
前
項
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
樹
木
を
伐
採
し
た
と
き
。）
は
、
農
林
水
産
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
別
母
樹
等
に
つ
い
て
の
損
失
補
償
）

第
八
条
　
国
は
、
特
別
母
樹
又
は
特
別
母
樹
林
の
所
有
者
等
に
対
し
、
特
別
母
樹
又
は
特
別
母
樹
林
の
指
定
に
よ
り
そ
の
者

が
通
常
受
け
る
べ
き
損
失
を
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
指
定
が
所
有
者
の
申
請
に
基
づ
い
て
さ
れ
た

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
補
償
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
に

こ
れ
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
受
け
た
と
き
は
、
補
償
す
べ
き
金
額
を
決
定
し
、
そ
の
請
求
を
し
た

者
に
こ
れ
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
訴
え
を
も
つ
て
補
償
す

べ
き
金
額
の
増
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
前
項
の
訴
え
に
お
い
て
は
、
国
を
被
告
と
す
る
。

（
指
定
の
解
除
）

第
九
条
　
農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
指
定
に
係
る
指
定
採
取
源
に
つ
い
て
、
そ
の
指
定
理
由
が
消
滅
し

た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
部
分
に
つ
き
そ
の
指
定
を
解
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
公
益
上
の
理
由
に
よ
り
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
部
分
に
つ
き
そ
の
指

定
に
係
る
指
定
採
取
源
の
指
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
に
係
る
指
定
採
取
源
の
指
定
を
解
除
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
関
係
都
道
府
県
知
事
及
び
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
意
見
を
き
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
五
条
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
採
取
源
の
指
定
の
解
除
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
生
産
事
業
者
の
登
録
）

第
十
条
　
生
産
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
住
所
地
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
。
以
下

同
じ
。）
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
の
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２
　
前
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

申
請
書
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

二
　
生
産
事
業
の
内
容

三
　
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

四
　
生
産
事
業
に
係
る
種
苗
の
採
取
又
は
育
成
の
場
所

五
　
生
産
事
業
の
開
始
年
月
日

六
　
生
産
事
業
に
従
事
す
る
者
で
次
項
第
三
号
イ
の
講
習
会
の
課
程
を
修
了
し
た
も
の
の
氏
名
及
び
住
所

七
　
そ
の
他
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項

３
　
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
申
請
書
を
提
出
し
た
者
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
政
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
こ
の
法
律
の
規
定
に
違
反
し
て
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
つ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

二
　
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
の
取
消
し
を
受
け
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

三
　
次
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

イ
　
都
道
府
県
知
事
が
種
苗
の
生
産
、
流
通
等
に
関
し
必
要
な
知
識
を
修
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
な
う
講
習

会
の
課
程
を
修
了
し
た
者

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
生
産
事
業
に
従
事
す
る
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
と
し
て
イ
の
講
習

会
の
課
程
を
修
了
し
た
者
を
置
く
も
の
（
そ
の
置
か
れ
る
当
該
講
習
会
の
課
程
を
修
了
し
た
者
の
す
べ
て
が
前
二
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

（
講
習
会
の
開
催
及
び
修
了
証
明
書
の
交
付
）

第
十
一
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
毎
年
一
回
を
常
例
と
し
て
、
前
条
第
三
項
第
三
号
イ
の

講
習
会
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
前
条
第
三
項
第
三
号
イ
の
講
習
会
を
開
催
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
講
習
会
の
課
程
を
修
了
し
た
者

に
対
し
、
修
了
証
明
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
証
の
交
付
及
び
備
付
け
等
）

第
十
二
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
第
十
条
第
一
項
の
登
録
を
し
た
と
き
は
、
当
該
登
録
を
受
け
た
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
登
録
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日

二
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

三
　
生
産
事
業
の
内
容

四
　
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

五
　
生
産
事
業
に
係
る
種
苗
の
採
取
又
は
育
成
の
場
所

２
　
生
産
事
業
者
は
、
登
録
証
の
交
付
を
受
け
た
と
き
は
、
住
所
以
外
の
場
所
に
事
業
所
を
設
け
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
登

録
証
を
そ
の
住
所
に
備
え
付
け
る
と
と
も
に
そ
の
写
し
を
当
該
事
業
所
に
備
え
付
け
、
そ
の
他
の
者
に
あ
つ
て
は
登
録
証

を
そ
の
住
所
に
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
都
道
府
県
知
事
は
、
第
十
条
第
一
項
の
登
録
を
拒
否
し
た
と
き
は
、
そ
の
申
請
者
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
理
由
を
付
し

て
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
生
産
事
業
者
の
届
出
等
）

第
十
三
条
　
生
産
事
業
者
は
、
登
録
証
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
変
更
が
あ
つ
た
事
項
及
び
変
更
の
年
月
日
を
届
け
出
て
、
そ
の
書
替
交
付
を

申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
生
産
事
業
者
は
、
登
録
証
が
滅
失
し
、
又
は
汚
損
し
た
と
き
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
住

所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
そ
の
旨
を
届
け
出
て
、
そ
の
再
交
付
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
生
産
事
業
者
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
十
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
登
録
証
の
記
載

事
項
に
該
当
す
る
も
の
及
び
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
変
更
が
あ
つ
た
事
項
及

び
変
更
の
年
月
日
を
、
生
産
事
業
を
廃
止
し
た
と
き
は
そ
の
旨
及
び
廃
止
の
年
月
日
を
そ
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府

県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
の
失
効
）

第
十
四
条
　
生
産
事
業
者
が
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
生
産
事
業
を
廃
止
し
た
旨
を
届
け
出
た
と
き
は
、
そ
の
登
録
は
、

そ
の
効
力
を
失
う
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
が
そ
の
効
力
を
失
つ
た
と
き
は
、
当
該
登
録
を
受
け
た
者
は
、
遅
滞
な
く
、
登
録
証
を
そ
の

住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
の
取
消
し
）

第
十
五
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
生
産
事
業
者
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
係
る
登
録
を
取
り
消
す

こ
と
が
で
き
る
。

一
　
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。

二
　
不
正
な
手
段
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
と
き
。

三
　
第
十
条
第
三
項
第
一
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取
消
し
に
係
る
聴
聞
の
期
日
に
お
け
る
審
理
は
、公
開
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
者
は
、
遅
滞
な
く
、
登
録
証
を
都
道
府
県
知
事
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
登
録
に
関
す
る
公
告
）

第
十
六
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
第
十
条
第
一
項
の
登
録
を
し
た
と
き
、
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
が
失
効
し

た
と
き
、
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
登
録
番
号

二
　
生
産
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

三
　
生
産
事
業
の
内
容

四
　
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
前
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
つ

た
旨
の
届
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
変
更
に
係
る
事
項
を
公
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
十
六
条
の
二
　
第
十
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
生
産
事
業
者
の
登
録
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令

で
定
め
る
。

（
配
布
事
業
者
の
届
出
）

第
十
七
条
　
配
布
事
業
者
は
、
配
布
事
業
を
開
始
し
た
と
き
は
、
そ
の
開
始
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
農
林
水
産
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所

在
地
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）
、
事
業
所
の
所
在
地
そ
の
他
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
を
そ
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
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都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
配
布
事
業
者
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
氏
名
及
び
住
所
、
事
業
所
の
所
在
地
そ
の
他
農
林
水
産

省
令
で
定
め
る
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
変
更
が
あ
つ
た
事
項
及
び
変
更
の
年
月
日
を
、
配
布
事
業
を
廃
止
し
た
と

き
は
そ
の
旨
及
び
廃
止
の
年
月
日
を
そ
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
配
布
事
業
者
の
届
出
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
生
産
事
業
者
及
び
配
布
事
業
者
の
表
示
義
務
等
）

第
十
八
条
　
生
産
事
業
者
は
、
そ
の
採
取
又
は
育
成
に
係
る
種
苗
を
配
布
す
る
と
き
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
当
該
種
苗
の
容
器
又
は
包
装
の
外
部
（
容
器
及
び
包
装
を
用
い
な
い
も
の
に
あ
つ
て
は
、
各
荷
口
又
は
各
箇
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
表
示
し
た
生
産
事
業
者
表
示
票
を
添
附
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。た
だ
し
、

農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
表
示
し
た
書
面
を
当
該
種
苗
の
配
布
を
受
け
る
者
に
交
付

す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
生
産
事
業
者
表
示
票
と
い
う
文
字

二
　
種
苗
の
樹
種

三
　
生
産
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

四
　
種
穂
に
あ
つ
て
は
そ
の
採
取
の
場
所
及
び
採
取
し
た
樹
木
が
指
定
採
取
源
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
種
別
（
そ
の
場
所

及
び
そ
の
種
別
が
判
明
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
旨
）、
苗
木
に
あ
つ
て
は
そ
の
苗
木
に
係
る
種
穂
の
採
取
の
場
所
及

び
採
取
し
た
樹
木
が
指
定
採
取
源
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
種
別
並
び
に
そ
の
苗
木
の
育
成
の
場
所
（
こ
れ
ら
の
場
所
及

び
そ
の
種
別
が
判
明
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
旨
）

五
　
そ
の
他
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項

２
　
配
布
事
業
者
は
、
種
苗
を
そ
の
容
器
若
し
く
は
包
装
を
開
き
若
し
く
は
変
更
し
て
配
布
す
る
と
き
、
容
器
若
し
く
は
包

装
の
な
い
種
苗
を
容
器
に
入
れ
若
し
く
は
包
装
し
て
配
布
す
る
と
き
、
又
は
生
産
事
業
者
表
示
票
の
添
附
さ
れ
て
い
な
い

種
苗
を
配
布
す
る
と
き
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
種
苗
の
容
器
又
は
包
装
の
外
部
に
次
に
掲

げ
る
事
項
を
表
示
し
た
配
布
事
業
者
表
示
票
を
添
附
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
場
合

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
表
示
し
た
書
面
を
当
該
種
苗
の
配
布
を
受
け
る
者
に
交
付
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

一
　
配
布
事
業
者
表
示
票
と
い
う
文
字

二
　
配
布
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

三
　
前
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
（
生
産
事
業
者
表
示
票
の
添
附
さ
れ
て
い
な
い
種
苗
を
配
布
す
る
場

合
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
事
項
が
判
明
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
）

３
　
生
産
事
業
者
表
示
票
又
は
配
布
事
業
者
表
示
票
に
は
、
第
一
項
各
号
又
は
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
、
商
標
及
び
商
号
、

荷
口
番
号
及
び
出
荷
年
月
日
そ
の
他
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
以
外
の
事
項
を
表
示
し
、
又
は
虚
偽
の
表
示
を
し
て

は
な
ら
な
い
。
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
前
項
た
だ
し
書
の
書
面
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

（
表
示
義
務
等
の
違
反
に
対
す
る
是
正
命
令
）

第
十
九
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
生
産
事
業
者
又
は
配
布
事
業
者
が
、
前
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て

生
産
事
業
者
表
示
票
若
し
く
は
配
布
事
業
者
表
示
票
（
以
下
「
表
示
票
」
と
総
称
す
る
。）
を
添
附
せ
ず
若
し
く
は
同
条

第
一
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
第
二
項
た
だ
し
書
の
書
面
（
以
下
「
表
示
書
」
と
い
う
。）
を
交
付
し
な
い
で
種
苗
を
配
布
し
、

又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
表
示
票
若
し
く
は
表
示
書
に
同
項
に
規
定
す
る
事
項
以
外
の
事
項
を
表
示
し
若
し

く
は
虚
偽
の
表
示
を
し
て
種
苗
を
配
布
し
た
と
き
は
、
当
該
生
産
事
業
者
又
は
配
布
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
違
反
に
係
る

種
苗
に
つ
き
、
表
示
票
を
添
附
し
若
し
く
は
表
示
書
を
交
付
し
、
又
は
表
示
票
若
し
く
は
表
示
書
の
表
示
を
是
正
す
べ
き

こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
命
令
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
生
産
事
業
者
又
は
配
布
事
業
者
の
住
所

地
が
他
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
あ
る
と
き
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
住
所
地
を
管
轄
す
る

都
道
府
県
知
事
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
採
取
源
か
ら
の
採
取
に
係
る
種
苗
の
証
明
）

第
二
十
条
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
種
穂
が
特
別
母

樹
若
し
く
は
特
別
母
樹
林
か
ら
採
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
又
は
苗
木
が
特
別
母
樹
若
し
く
は
特
別
母
樹
林
か
ら
採
取

さ
れ
た
種
穂
か
ら
育
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
証
明
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
種
穂
が
育
種
母
樹
、
育

種
母
樹
林
、
普
通
母
樹
若
し
く
は
普
通
母
樹
林
か
ら
採
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
又
は
苗
木
が
育
種
母
樹
、
育
種
母
樹

林
、
普
通
母
樹
若
し
く
は
普
通
母
樹
林
か
ら
採
取
さ
れ
た
種
穂
か
ら
育
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
証
明
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
二
項
の
証
明
を
す
る
場
合
に
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
、

そ
の
職
員
に
、
そ
の
証
明
に
係
る
事
実
を
確
認
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
一
項
及
び
第
二
項
の
証
明
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
証
明
を
す
る
種
苗
に
農
林
水
産
省

令
で
定
め
る
様
式
の
証
明
書
を
添
附
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
表
示
票
等
の
不
正
使
用
等
の
禁
止
）

第
二
十
一
条
　
何
人
も
、表
示
票
若
し
く
は
表
示
書
又
は
前
条
第
四
項
の
証
明
書（
以
下「
表
示
票
等
」と
い
う
。）
を
偽
造
し
、

変
造
し
、
若
し
く
は
不
正
に
使
用
し
、
又
は
配
布
さ
れ
る
種
苗
に
つ
き
、
偽
造
し
、
若
し
く
は
変
造
し
た
表
示
票
等
又
は

表
示
票
等
に
紛
ら
わ
し
い
も
の
を
添
附
し
、
若
し
く
は
交
付
し
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
他
の
生
産
事
業
者
又
は
配
布
事
業
者
の
氏
名
、
名
称
、
商
標
若
し
く
は
商
号
又
は
他
の
種
苗
の
樹
種
、
銘
柄
そ
の
他
こ

れ
に
類
す
る
事
項
を
表
示
し
た
容
器
又
は
包
装
は
、
そ
の
表
示
を
消
さ
な
け
れ
ば
、
何
人
も
、
種
苗
の
容
器
又
は
包
装
と

し
て
種
苗
を
配
布
す
る
た
め
に
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
種
穂
の
採
取
に
つ
い
て
の
努
力
義
務
）

第
二
十
二
条
　
生
産
事
業
者
は
、
種
穂
を
採
取
す
る
と
き
は
、
指
定
採
取
源
か
ら
採
取
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
種
穂
の
採
取
の
禁
止
等
）

第
二
十
三
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
造
林
の
適
正
か
つ
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
配

布
の
目
的
を
も
つ
て
す
る
種
穂
の
採
取
に
関
し
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
採
取
す
べ
き
時
期
を
指
定

し
、
又
は
劣
悪
な
種
穂
が
採
取
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
樹
木
若
し
く
は
そ
の
集
団
か
ら
の
採
取
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
種
苗
の
配
布
区
域
の
制
限
）

第
二
十
四
条
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
造
林
の
適
正
か
つ
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
農

林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
一
定
の
区
域
（
外
国
に
お
け
る
一
定
の
区
域
を
含
む
。）
に
お
い
て
採
取
さ
れ
、

又
は
育
成
さ
れ
る
種
苗
に
つ
い
て
気
候
そ
の
他
の
自
然
条
件
か
ら
み
て
お
お
む
ね
そ
の
樹
木
と
し
て
の
生
育
に
適
す
る
と

認
め
ら
れ
る
区
域
を
配
布
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
生
産
事
業
者
及
び
配
布
事
業
者
は
、
種
苗
に
つ
き
前
項
の
配
布
区
域
が
指
定
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
配
布
区
域
以

外
の
区
域
を
受
取
地
と
し
て
種
苗
を
配
布
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
林
業
の
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
場
合
そ
の
他

特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
農
林
水
産
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
外
国
産
種
苗
等
に
対
す
る
措
置
）

第
二
十
五
条
　
政
府
は
、外
国
産
の
劣
悪
な
種
苗
（
林
業
の
用
に
供
さ
れ
る
樹
木
の
繁
殖
の
用
に
供
さ
れ
る
種
子
、穂
木
、茎
、
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根
及
び
苗
木
（
幼
苗
を
含
む
。）
で
あ
つ
て
、
第
二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
樹
種
以
外
の
樹
種
に
係
る
も
の
を
含
む
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
が
輸
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
国
内
に
お
け
る
造
林
の
適
正
か
つ
円
滑
な
推
進
に
つ
い

て
の
著
し
い
支
障
又
は
国
内
に
お
け
る
林
業
の
用
に
供
さ
れ
る
他
の
樹
木
の
形
質
若
し
く
は
生
育
に
対
す
る
著
し
い
悪
影

響
を
生
じ
、
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
種
苗
の
輸
入
に
関
し
、
こ
れ
ら
の
事

態
を
克
服
す
る
た
め
相
当
と
認
め
ら
れ
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２
　
政
府
は
、
種
苗
の
供
給
量
が
そ
の
需
要
量
に
比
し
て
著
し
く
不
足
し
、
又
は
不
足
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

国
内
に
お
け
る
造
林
の
適
正
か
つ
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
優
良
な
種
苗
の
供
給
を
確
保
す
る
た
め
特
に
必
要

が
あ
る
と
き
は
、
種
苗
の
輸
出
に
関
し
、
相
当
と
認
め
ら
れ
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
帳
簿
の
備
付
け
）

第
二
十
六
条
　
生
産
事
業
者
及
び
配
布
事
業
者
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
事
業
所
ご
と
に
帳
簿

を
備
え
、
種
苗
を
採
取
し
、
他
の
者
か
ら
配
布
を
受
け
、
又
は
配
布
し
た
と
き
は
、
そ
の
つ
ど
、
帳
簿
に
、
そ
の
年
月
日
、

樹
種
、
数
量
そ
の
他
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
の
徴
収
）

第
二
十
七
条
　
農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
指
定
採
取
源
の
所

有
者
等
か
ら
そ
の
指
定
採
取
源
に
関
し
必
要
な
事
項
の
報
告
を
求
め
、
又
は
生
産
事
業
者
若
し
く
は
配
布
事
業
者
か
ら
そ

の
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
立
入
検
査
等
）

第
二
十
八
条
　
農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
職
員
に
、
指

定
採
取
源
、
生
産
事
業
者
の
事
業
所
、
配
布
事
業
者
の
事
業
所
そ
の
他
種
穂
の
採
取
、
苗
木
の
育
成
、
種
苗
の
配
布
若
し

く
は
保
管
に
関
係
が
あ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
樹
木
若
し
く
は
そ
の
集
団
、
種
苗
、
そ
の
容
器
若
し
く
は
包
装
若
し
く
は

関
係
書
類
（
そ
の
作
成
又
は
備
付
け
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て

は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も

の
を
い
う
。）
の
作
成
又
は
備
付
け
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。）
を
検
査
さ
せ
、
関
係
者

に
質
問
さ
せ
、
又
は
種
苗
を
分
析
検
査
の
た
め
必
要
な
最
小
量
に
限
り
、
無
償
で
収
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
立
ち
入
ろ
う
と
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
人
の
請
求
が
あ
つ
た

と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
監
督
処
分
）

第
二
十
九
条
　
農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
生
産
事
業
者
又
は
配
布
事
業
者
が
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律

に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
、
種
苗
の
採
取

若
し
く
は
育
成
に
関
し
必
要
な
処
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
じ
、
又
は
種
苗
の
配
布
を
制
限
し
、
若
し
く
は
禁
止
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２
　
農
林
水
産
大
臣
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
命
令
、
制
限
又
は
禁
止
を
し
た
場
合
に
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
当
該
生
産
事
業
者
又
は
配
布
事
業
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３
　
都
道
府
県
知
事
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
命
令
、
制
限
又
は
禁
止
を
し
た
場
合
に
は
、
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
を
準

用
す
る
。

（
国
及
び
都
道
府
県
の
援
助
）

第
三
十
条
　
国
及
び
都
道
府
県
は
、
優
良
な
種
苗
の
供
給
を
確
保
し
、
及
び
そ
の
普
及
を
図
る
た
め
、
森
林
所
有
者
、
生
産

事
業
者
及
び
こ
れ
ら
の
者
の
組
織
す
る
団
体
に
対
し
、
必
要
な
助
言
、
指
導
そ
の
他
の
援
助
を
行
な
う
よ
う
に
努
め
る
も

の
と
す
る
。

（
国
等
に
関
す
る
特
例
）

第
三
十
一
条
　
国
が
所
有
者
等
で
あ
る
指
定
採
取
源
に
つ
い
て
は
第
六
条
の
規
定
、
国
、
都
道
府
県
又
は
国
立
研
究
開
発
法

人
森
林
研
究
・
整
備
機
構
が
行
う
生
産
事
業
及
び
配
布
事
業
に
つ
い
て
は
第
十
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
、
第
十
九
条
、
第

二
十
六
条
、
第
二
十
九
条
及
び
次
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２
　
国
の
機
関
が
行
な
う
行
為
に
つ
い
て
は
、
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
当
該
国
の
機
関
は
、
そ
の
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
農
林
水
産
大
臣
に
協
議
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
国
の
機
関
は
、
第
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
要
す
る
行
為
を
し
た
と
き
、
又
は
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
例
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
罰
則
）

第
三
十
二
条
　
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
三
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一
　
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
従
わ
な
か
つ
た
者

二
　
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

三
　
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
登
録
を
受
け
な
い
で
生
産
事
業
を
行
な
つ
た
者
又
は
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為

に
よ
り
そ
の
登
録
を
受
け
た
者

四
　
第
十
八
条
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

五
　
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
従
わ
な
か
つ
た
者

六
　
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
表
示
票
等
を
不
正
に
使
用
し
、
若
し
く
は
配
布
さ
れ
る
種
苗
に
つ
き
表
示

票
等
に
紛
ら
わ
し
い
も
の
を
添
附
し
、
若
し
く
は
交
付
し
た
者
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

七
　
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
係
る
時
期
以
外
の
時
期
に
お
い
て
配
布
の
目
的
を
も
つ
て
当
該
指
定
に
係
る
種

穂
を
採
取
し
た
者
又
は
同
条
の
規
定
に
よ
る
禁
止
に
従
わ
な
か
つ
た
者

八
　
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

九
　
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
、
制
限
又
は
禁
止
に
従
わ
な
か
つ
た
者

第
三
十
三
条
　
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
一
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一
　
第
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二
　
第
十
三
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
第
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

三
　
第
二
十
六
条
の
規
定
に
違
反
し
て
帳
簿
を
備
え
ず
、
又
は
必
要
な
事
項
を
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し

た
者

四
　
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

五
　
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に

対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者

第
三
十
四
条
　
法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業

務
に
関
し
て
前
二
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
各
本
条
の

罰
金
刑
を
科
す
る
。

第
三
十
五
条
　
第
十
二
条
第
二
項
、
第
十
四
条
第
二
項
又
は
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
一
万
円
以
下
の

過
料
に
処
す
る
。
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附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
月
を
こ
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た

だ
し
、
第
三
条
第
三
項
、
第
四
条
及
び
第
十
一
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
林
業
種
苗
法
の
廃
止
）

２
　
林
業
種
苗
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
十
六
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

（
経
過
措
置
）

５
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
検
討
）

６
　
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
の
諸
事
情
の
推
移
に
応
じ
、
生
産
事
業
者
の
登
録
に
関
し
、
事
業
協
同
組
合
、
森
林
組

合
そ
の
他
の
者
の
組
織
す
る
団
体
等
に
よ
る
登
録
制
度
の
導
入
等
に
つ
き
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　（
昭
和
五
三
年
七
月
五
日
法
律
第
八
七
号
）　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　（
平
成
五
年
一
一
月
一
二
日
法
律
第
八
九
号
）　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
諮
問
等
が
さ
れ
た
不
利
益
処
分
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
法
令
に
基
づ
き
審
議
会
そ
の
他
の
合
議
制
の
機
関
に
対
し
行
政
手
続
法
第
十
三
条
に
規
定

す
る
聴
聞
又
は
弁
明
の
機
会
の
付
与
の
手
続
そ
の
他
の
意
見
陳
述
の
た
め
の
手
続
に
相
当
す
る
手
続
を
執
る
べ
き
こ
と
の

諮
問
そ
の
他
の
求
め
が
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、当
該
諮
問
そ
の
他
の
求
め
に
係
る
不
利
益
処
分
の
手
続
に
関
し
て
は
、

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
関
係
法
律
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
三
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
聴
聞
に
関
す
る
規
定
の
整
理
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
四
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
法
律
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
聴
聞
、
聴
問
若
し
く
は
聴
聞
会
（
不
利
益
処
分
に
係
る

も
の
を
除
く
。）
又
は
こ
れ
ら
の
た
め
の
手
続
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
関
係
法
律
の
相
当
規
定
に
よ
り
行
わ
れ

た
も
の
と
み
な
す
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
十
五
条
　
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
て
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政

令
で
定
め
る
。

附
　
則
　（
平
成
一
一
年
七
月
一
六
日
法
律
第
八
七
号
）　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
一
条
中
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
条
の
次
に
五
条
、
節
名
並
び
に
二
款
及
び
款
名
を
加
え
る
改
正
規
定
（
同
法

第
二
百
五
十
条
の
九
第
一
項
に
係
る
部
分
（
両
議
院
の
同
意
を
得
る
こ
と
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
に
限
る
。）
、
第

四
十
条
中
自
然
公
園
法
附
則
第
九
項
及
び
第
十
項
の
改
正
規
定
（
同
法
附
則
第
十
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
、
第

二
百
四
十
四
条
の
規
定
（
農
業
改
良
助
長
法
第
十
四
条
の
三
の
改
正
規
定
に
係
る
部
分
を
除
く
。）
並
び
に
第

四
百
七
十
二
条
の
規
定
（
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
六
条
、
第
八
条
及
び
第
十
七
条
の
改
正
規
定
に
係

る
部
分
を
除
く
。）
並
び
に
附
則
第
七
条
、
第
十
条
、
第
十
二
条
、
第
五
十
九
条
た
だ
し
書
、
第
六
十
条
第
四
項
及
び

第
五
項
、
第
七
十
三
条
、
第
七
十
七
条
、
第
百
五
十
七
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
百
六
十
条
、
第
百
六
十
三
条
、

第
百
六
十
四
条
並
び
に
第
二
百
二
条
の
規
定
　
公
布
の
日

（
林
業
種
苗
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
九
十
三
条
　
施
行
日
前
に
第
二
百
八
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
林
業
種
苗
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
林
業

種
苗
法
」
と
い
う
。）
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
命
令
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
二
百
八
十
七
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
林
業
種
苗
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
林
業
種
苗
法
」
と
い
う
。）
第
十
九
条
第
二
項
の

規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２
　
施
行
日
前
に
旧
林
業
種
苗
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
命
令
、
制
限
又
は
禁

止
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
新
林
業
種
苗
法
第
二
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
国
等
の
事
務
）

第
百
五
十
九
条
　
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
お
い

て
、
地
方
公
共
団
体
の
機
関
が
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に
よ
り
管
理
し
又
は
執
行
す
る
国
、
他
の
地
方
公
共
団
体

そ
の
他
公
共
団
体
の
事
務
（
附
則
第
百
六
十
一
条
に
お
い
て
「
国
等
の
事
務
」
と
い
う
。）
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
は
、

地
方
公
共
団
体
が
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に
よ
り
当
該
地
方
公
共
団
体
の
事
務
と
し
て
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。

（
処
分
、
申
請
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
百
六
十
条
　
こ
の
法
律
（
附
則
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
規
定
。
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第

百
六
十
三
条
に
お
い
て
同
じ
。）
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
許
可
等
の
処
分
そ
の

他
の
行
為
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
処
分
等
の
行
為
」
と
い
う
。）
又
は
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
そ
れ

ぞ
れ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
許
可
等
の
申
請
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
等
の
行
為
」

と
い
う
。）
で
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
行
う
べ
き
者
が
異
な
る
こ
と
と

な
る
も
の
は
、
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
又
は
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。）

の
経
過
措
置
に
関
す
る
規
定
に
定
め
る
も
の
を
除
き
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後
に
お
け
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法

律
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
相
当
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
等
の
行
為
又
は
申
請
等
の
行
為

と
み
な
す
。

２
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
に
対
し
報
告
、
届

出
、
提
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い

も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ
を
、
改
正
後
の
そ

れ
ぞ
れ
の
法
律
の
相
当
規
定
に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
相
当
の
機
関
に
対
し
て
報
告
、
届
出
、
提
出
そ
の
他
の
手

続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
に
つ
い
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後

の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
不
服
申
立
て
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
百
六
十
一
条
　
施
行
日
前
に
さ
れ
た
国
等
の
事
務
に
係
る
処
分
で
あ
っ
て
、
当
該
処
分
を
し
た
行
政
庁
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て「
処
分
庁
」と
い
う
。）
に
施
行
日
前
に
行
政
不
服
審
査
法
に
規
定
す
る
上
級
行
政
庁（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
上

級
行
政
庁
」
と
い
う
。）
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
の
同
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
は
、施
行
日
以
後
に
お
い
て
も
、

当
該
処
分
庁
に
引
き
続
き
上
級
行
政
庁
が
あ
る
も
の
と
み
な
し
て
、
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
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に
お
い
て
、
当
該
処
分
庁
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
さ
れ
る
行
政
庁
は
、
施
行
日
前
に
当
該
処
分
庁
の
上
級
行
政
庁
で
あ
っ

た
行
政
庁
と
す
る
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
上
級
行
政
庁
と
み
な
さ
れ
る
行
政
庁
が
地
方
公
共
団
体
の
機
関
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
機
関

が
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
事
務
は
、
新
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定

す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

（
手
数
料
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
百
六
十
二
条
　
施
行
日
前
に
お
い
て
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。）

の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
で
あ
っ
た
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に
別
段
の
定
め
が
あ

る
も
の
の
ほ
か
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
百
六
十
三
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
百
六
十
四
条
　
こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経

過
措
置
を
含
む
。）
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
二
百
五
十
条
　
新
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り

新
た
に
設
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
新
地
方
自
治
法
別
表
第
一
に
掲
げ
る
も
の
及
び
新
地
方
自
治
法
に

基
づ
く
政
令
に
示
す
も
の
に
つ
い
て
は
、
地
方
分
権
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
、
適
宜
、
適
切
な
見
直
し
を
行

う
も
の
と
す
る
。

第
二
百
五
十
一
条
　
政
府
は
、
地
方
公
共
団
体
が
事
務
及
び
事
業
を
自
主
的
か
つ
自
立
的
に
執
行
で
き
る
よ
う
、
国
と
地
方

公
共
団
体
と
の
役
割
分
担
に
応
じ
た
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
の
方
途
に
つ
い
て
、
経
済
情
勢
の
推
移
等
を
勘
案
し
つ
つ

検
討
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
二
日
法
律
第
一
八
九
号
）　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
七
条
及
び
第
八
条
の
規
定
は
、
同
日

か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　（
平
成
一
六
年
六
月
九
日
法
律
第
八
四
号
）　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　（
平
成
一
六
年
一
二
月
一
日
法
律
第
一
五
〇
号
）　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　（
平
成
一
九
年
三
月
三
〇
日
法
律
第
八
号
）　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　（
平
成
二
六
年
六
月
一
三
日
法
律
第
六
七
号
）　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
六
号
。
以
下
「
通

則
法
改
正
法
」
と
い
う
。）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
附
則
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
八
条
及
び
第
三
十
条
の
規
定
　
公
布
の
日

（
処
分
等
の
効
力
）

第
二
十
八
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。）

の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
又
は
す
べ
き
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
で
あ
っ
て
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法

律
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
法
令
」
と
い
う
。）
に
相
当
の
規
定
が
あ
る
も
の
は
、

法
律
（
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
を
含
む
。）
に
別
段
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
除
き
、
新
法
令
の
相
当
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た

又
は
す
べ
き
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
九
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
こ
の
附
則
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る

場
合
に
お
け
る
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
等
へ
の
委
任
）

第
三
十
条
　
附
則
第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に

関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。）
は
、
政
令
（
人
事
院
の
所
掌
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
規
則
）
で
定
め
る
。

附
　
則
　（
平
成
二
八
年
五
月
二
〇
日
法
律
第
四
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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２
．林
業
種
苗
法
施
行
令
　

（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
百
九
十
四
号
）

最
終
改
正
（
平
成
十
一
年
政
令
第
四
百
十
六
号
）

内
閣
は
、
林
業
種
苗
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
、
第
十
条
第
三
項
及
び
第
十
一
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
政
令
で
定
め
る
樹
種
）

第
一
条
　
林
業
種
苗
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
樹
種
は
、す
ぎ
、ひ
の
き
、あ
か
ま
つ
、

く
ろ
ま
つ
、
か
ら
ま
つ
、
え
ぞ
ま
つ
、
と
ど
ま
つ
及
び
り
ゆ
う
き
ゆ
う
ま
つ
と
す
る
。

（
生
産
事
業
者
の
登
録
の
方
法
）

第
二
条
　
法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
つ
て
す
る
同
条
第
一
項
の
登
録
は
、
都
道
府
県
知
事
が
生
産
事
業
者
登
録
簿
に
同

条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日
を
登
載
し
て
す
る
も
の
と
す

る
。

（
講
習
会
の
開
催
の
公
告
）

第
三
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
十
条
第
三
項
第
三
号
イ
の
講
習
会
（
以
下
「
講
習
会
」
と
い
う
。）
を
開
催
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
講
習
会
の
開
催
予
定
日
の
二
十
日
前
ま
で
に
、
開
催
の
日
時
及
び
場
所
そ
の
他
講
習
会
の
開
催
に
関
し
必

要
な
事
項
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
講
習
会
に
お
け
る
講
習
方
法
）

第
四
条
　
講
習
会
に
お
け
る
講
習
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
な
う
も
の
と
し
、
そ
の
講
習
時
間
は
、
当
該

各
号
に
掲
げ
る
時
間
を
下
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

一
　
種
苗
に
関
す
る
法
令
　
二
時
間

二
　
種
苗
の
産
地
及
び
系
統
に
関
す
る
事
項
　
二
時
間

三
　
種
苗
の
生
産
技
術
に
関
す
る
事
項
　
二
時
間

２
　
講
習
会
に
お
け
る
講
習
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
講
習
要
目
に
準
拠
し
て
行
な
う
も

の
と
す
る
。

（
生
産
事
業
者
の
登
録
等
に
係
る
他
の
都
道
府
県
の
知
事
へ
の
通
知
）

第
五
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
十
条
第
一
項
の
登
録
を
し
た
場
合
又
は
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届

出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
登
録
又
は
届
出
に
係
る
生
産
事
業
者
の
事
業
所
又
は
生
産
事
業
に
係
る
種
苗
の
採
取

若
し
く
は
育
成
の
場
所
が
他
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
あ
る
と
き
は
、
当
該
登
録
又
は
届
出
に
係
る
事
項
を
当
該
他
の
都

道
府
県
の
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
生
産
事
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
つ
た
場
合
又
は
法
第

十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
又
は
取
消
し
に
係
る
生
産
事
業
者
の
事

業
所
又
は
生
産
事
業
に
係
る
種
苗
の
採
取
若
し
く
は
育
成
の
場
所
が
他
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨

を
当
該
他
の
都
道
府
県
の
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
配
布
事
業
者
の
届
出
に
係
る
他
の
都
道
府
県
の
知
事
へ
の
通
知
）

第
六
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届

出
に
係
る
配
布
事
業
者
の
事
業
所
が
他
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
あ
る
と
き
は
、
当
該
届
出
に
係
る
事
項
を
当
該
他
の
都

道
府
県
の
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
六
年
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
及
び
第
四
条
並
び

に
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
林
業
種
苗
法
施
行
令
の
廃
止
）

２
　
林
業
種
苗
法
施
行
令
（
昭
和
十
五
年
勅
令
第
十
一
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附
　
則
　（
昭
和
四
七
年
五
月
二
日
政
令
第
一
五
九
号
）　
抄

こ
の
政
令
は
、
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
関
係
法
令
の
改
廃
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
五
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　（
昭
和
五
三
年
七
月
五
日
政
令
第
二
八
二
号
）　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
二
日
政
令
第
四
一
六
号
）　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
林
業
種
苗
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
三
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
整
備
法
第
二
百
八
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
林
業
種
苗
法
（
昭
和
四
十
五
年
法

律
第
八
十
九
号
）
第
十
条
第
一
項
の
登
録
を
し
た
場
合
、
同
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た

場
合
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
生
産
事
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合
、
同
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
た
場
合
又
は
同
法
第
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に

つ
い
て
は
、
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
林
業
種
苗
法
施
行
令
第
五
条
及
び
第
六
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
二
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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３
．林
業
種
苗
法
施
行
規
則
　

（
昭
和
四
十
五
年
農
林
省
令
第
四
十
号
）

最
終
改
正
（
令
和
三
年
農
林
水
産
省
令
第
二
十
三
号
）

林
業
種
苗
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
林
業
種
苗
法
施

行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
育
種
母
樹
、
普
通
母
樹
等
の
指
定
基
準
）

第
一
条
　
林
業
種
苗
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
三
条
第
一
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
別
表
の
と
お
り

と
す
る
。

（
指
定
の
公
示
等
）

第
二
条
　
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
き
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
指
定
番
号
及
び
指
定
年
月
日

二
　
指
定
採
取
源
の
種
別

三
　
樹
種

四
　
所
在
場
所

五
　
本
数
及
び
樹
木
の
集
団
を
指
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
面
積

六
　
法
第
三
条
第
三
項
の
所
有
者
等
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

２
　
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
農
林
水
産
大
臣
が
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
省
令
の
公
布
と
同
一
の
方
法
に

よ
り
、
都
道
府
県
知
事
が
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
条
例
の
公
布
と
同
一
の
方
法
に
よ
つ
て
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
送

付
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
　
削
除

（
伐
採
の
許
可
の
申
請
）

第
四
条
　
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
伐
採
を
し
よ
う
と
す
る
日
の
六
十
日
前
ま
で

に
、
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
伐
採
許
可
申
請
書
に
伐
採
し
よ
う
と
す
る
樹
木
の
位
置
を
明
示
し
た
図
面
を
添
え
て
、
農

林
水
産
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
別
母
樹
等
の
伐
採
の
届
出
）

第
五
条
　
法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
伐
採
を
開
始
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
（
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る

場
合
に
該
当
し
て
伐
採
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
伐
採
の
終
つ
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
）、
別
記
様
式
第
二
号
に
よ
る

伐
採
届
出
書
を
農
林
水
産
大
臣
に
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
別
母
樹
等
の
伐
採
の
許
可
を
要
し
な
い
場
合
）

第
六
条
　
法
第
七
条
第
二
項
第
三
号
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
人
の
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
危
害
を
防
止
す
る
た
め
の
砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
一
条
の
砂

防
工
事
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
四
十
一
条
の
保
安
施
設
事
業
、
地
す
べ
り
等
防
止
法

（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
に
よ
る
地
す
べ
り
防
止
工
事
若
し
く
は
ぼ
た
山
崩
壊
防
止
工
事
、
河
川
法
（
昭
和

三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）第
八
条
の
河
川
工
事
又
は
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律（
昭

和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
三
項
の
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事
を
実
施
す
る
た
め
伐
採
す
る
場
合

二
　
法
令
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
処
分
に
よ
り
施
設
の
保
守
の
支
障
と
な
る
立
木
を
伐
採
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
伐
採

を
行
な
わ
な
け
れ
ば
人
の
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
危
害
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
き
。

（
育
種
母
樹
、
普
通
母
樹
等
の
伐
採
の
届
出
）

第
七
条
　
法
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
伐
採
を
開
始
す
る
日
前
九
十
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
間
に
（
同
条
第

二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
伐
採
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
伐
採
の
終
つ
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
）、
別

記
様
式
第
三
号
に
よ
る
伐
採
届
出
書
を
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
損
失
補
償
の
請
求
）

第
八
条
　
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
は
、
毎
年
十
二
月
二
十
日
ま
で
に
、
別
記
様
式
第
四
号
に
よ
る
損
失
補
償

請
求
書
（
三
通
）
を
農
林
水
産
大
臣
に
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
の
解
除
の
公
示
等
）

第
九
条
　
第
二
条
の
規
定
は
、
法
第
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
及
び
通
知
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

（
登
録
の
申
請
）

第
十
条
　
法
第
十
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
五
号
に
よ
る
登
録
申
請
書
（
法
人
に
あ
つ
て

は
、
別
記
様
式
第
五
号
に
よ
る
登
録
申
請
書
並
び
に
定
款
並
び
に
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
役
員
に
関
す
る
登
記
事

項
証
明
書
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
十
条
第
二
項
第
七
号
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
生
産
事
業
に
係
る
苗
畑
面
積
と
す
る
。

（
登
録
証
の
様
式
）

第
十
一
条
　
法
第
十
二
条
第
一
項
の
登
録
証
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
六
号
に
よ
る
。

（
生
産
事
業
者
の
届
出
等
）

第
十
二
条
　
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
及
び
書
替
交
付
の
申
請
は
、
登
録
証
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た

日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
別
記
様
式
第
七
号
に
よ
る
書
替
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
及
び
再
交
付
の
申
請
は
、
別
記
様
式
第
八
号
に
よ
る
再
交
付
申
請
書
を
提
出

し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
法
第
十
条
第
二
項
第
一
号
の
代
表
者
の
氏
名
若
し
く
は
同
項
第
六
号
に

掲
げ
る
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
場
合
又
は
生
産
事
業
を
廃
止
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
変
更
を
生
じ
た
日
又
は
生
産
事

業
を
廃
止
し
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
別
記
様
式
第
九
号
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
告
の
方
法
）

第
十
三
条
　
法
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、
都
道
府
県
の
公
報
へ
の
掲
載
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
つ
て
す
る
も
の
と
す
る
。

（
配
布
事
業
者
の
届
出
）

第
十
四
条
　
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
別
記
様
式
第
十
号
に
よ
る
配
布
事
業
者
届
出
書
を
提
出
し
て
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
十
七
条
第
一
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
配
布
事
業
の
内
容

二
　
配
布
事
業
の
開
始
年
月
日

第
十
五
条
　
法
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
届
出
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
日
又
は
配
布
事
業
を
廃
止
し
た
日

か
ら
三
十
日
以
内
に
、
別
記
様
式
第
十
一
号
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
十
七
条
第
二
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、前
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

（
生
産
事
業
者
表
示
票
の
添
付
方
法
）

第
十
六
条
　
法
第
十
八
条
第
一
項
の
生
産
事
業
者
表
示
票
は
、
容
器
又
は
包
装
を
用
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
外
部
の
見

や
す
い
場
所
に
、
針
金
で
結
び
つ
け
る
方
法
そ
の
他
容
器
又
は
包
装
か
ら
容
易
に
離
れ
な
い
方
法
で
添
付
し
、
容
器
及
び
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包
装
を
用
い
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
各
荷
口
又
は
各
箇
の
見
や
す
い
場
所
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
生
産
事
業
者
が
表
示
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

第
十
七
条
　
法
第
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
生
産
事
業
者
が
種
苗
を
造
林
の
用
に
供

す
る
者
に
そ
の
採
取
又
は
育
成
の
場
所
に
お
い
て
同
た
だ
し
書
の
書
面
を
添
え
て
種
苗
を
直
接
配
布
す
る
場
合
と
す
る
。

（
生
産
事
業
者
表
示
票
の
記
載
事
項
）

第
十
八
条
　
法
第
十
八
条
第
一
項
第
五
号
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
種
苗
の
数
量

二
　
種
穂
に
あ
つ
て
は
そ
の
採
取
の
年
月
、
苗
木
に
あ
つ
て
は
そ
の
苗
齢

三
　
指
定
採
取
源
か
ら
採
取
さ
れ
た
種
穂
又
は
こ
れ
か
ら
育
成
さ
れ
た
苗
木
に
あ
つ
て
は
、
指
定
採
取
源
の
指
定
番
号

（
配
布
事
業
者
表
示
票
の
添
付
方
法
）

第
十
九
条
　
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
配
布
事
業
者
表
示
票
の
添
付
に
つ
い
て
は
、
第
十
六
条
の
規
定
を
準
用
す

る
。

（
配
布
事
業
者
が
表
示
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

第
二
十
条
　
法
第
十
八
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
配
布
事
業
者
が
種
苗
を
造
林
の
用
に
供

す
る
者
に
容
器
若
し
く
は
包
装
を
開
き
若
し
く
は
変
更
し
、
又
は
容
器
に
入
れ
若
し
く
は
包
装
す
る
場
所
に
お
い
て
同
た

だ
し
書
の
書
面
を
添
え
て
種
苗
を
直
接
配
布
す
る
場
合
と
す
る
。

（
生
産
事
業
者
表
示
票
又
は
配
布
事
業
者
表
示
票
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
）

第
二
十
一
条
　
法
第
十
八
条
第
三
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
種
苗
の
銘
柄
（
当
該
種
苗
の
特
性
を
表
す
用
語
を
含
む
。）

二
　
種
子
に
あ
つ
て
は
発
芽
率
並
び
に
そ
の
鑑
定
機
関
名
及
び
鑑
定
年
月
日
、
苗
木
に
あ
つ
て
は
根
元
径
及
び
苗
長
に
つ

い
て
の
規
格
並
び
に
そ
の
検
査
機
関
名
及
び
検
査
年
月
日

三
　
生
産
事
業
者
の
登
録
番
号

四
　
生
産
事
業
者
又
は
配
布
事
業
者
が
所
属
す
る
団
体
の
名
称

五
　
都
道
府
県
知
事
が
種
苗
に
つ
き
特
に
定
め
て
い
る
名
称
、
略
号
そ
の
他
の
表
示
事
項

六
　
種
苗
の
生
産
国
名
そ
の
他
輸
出
又
は
輸
入
に
際
し
て
通
常
付
さ
れ
る
表
示
事
項

七
　
増
殖
し
た
特
定
母
樹
（
森
林
の
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
年
法
律
第
三
十
二
号
）

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
母
樹
を
い
う
。）
か
ら
採
取
さ
れ
た
種
穂
で
あ
る
か
ど
う
か
の
別
又
は
特
定
苗
木
（
同

条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
苗
木
を
い
う
。）
で
あ
る
か
ど
う
か
の
別

八
　
当
該
生
産
事
業
者
表
示
票
又
は
配
布
事
業
者
表
示
票
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
掲
載
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス

（
二
次
元
コ
ー
ド
そ
の
他
の
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
を
含
む
。）

（
是
正
命
令
を
し
た
場
合
の
通
知
）

第
二
十
一
条
の
二
　
法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
送
付
し
て
す
る

も
の
と
す
る
。

一
　
生
産
事
業
者
又
は
配
布
事
業
者
の
別

二
　
生
産
事
業
者
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日

三
　
生
産
事
業
者
又
は
配
布
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

四
　
是
正
命
令
の
内
容

五
　
是
正
命
令
を
行
つ
た
年
月
日

（
証
明
の
区
分
）

第
二
十
二
条
　
法
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
証
明
は
、
そ
の
証
明
を
受
け
よ
う
と
す
る
種
苗
の
種
類
に

よ
り
、
種
子
の
証
明
、
穂
木
の
証
明
、
幼
苗
の
証
明
及
び
幼
苗
以
外
の
苗
木
の
証
明
と
す
る
。

（
証
明
の
申
請
）

第
二
十
三
条
　
法
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
証
明
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
種
苗
に
係
る
指
定
採
取
源
ご
と

に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
着
手
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
特
別
母
樹
又

は
特
別
母
樹
林
に
係
る
種
穂
又
は
苗
木
の
証
明
に
あ
つ
て
は
農
林
水
産
大
臣
に
、
育
種
母
樹
、
育
種
母
樹
林
、
普
通
母
樹

又
は
普
通
母
樹
林
に
係
る
種
穂
の
証
明
に
あ
つ
て
は
そ
の
種
穂
を
採
取
す
る
指
定
採
取
源
の
所
在
場
所
を
管
轄
す
る
都
道

府
県
知
事
に
、
育
種
母
樹
、
育
種
母
樹
林
、
普
通
母
樹
又
は
普
通
母
樹
林
に
係
る
苗
木
の
証
明
に
あ
つ
て
は
そ
の
苗
木
を

育
成
す
る
場
所
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
種
子
の
証
明
　
指
定
採
取
源
か
ら
の
き
ゆ
う
果
の
採
取

二
　
穂
木
の
証
明
　
指
定
採
取
源
か
ら
の
穂
木
の
採
取

三
　
幼
苗
の
証
明
　
法
第
二
十
条
第
四
項
の
証
明
書
又
は
国
若
し
く
は
都
道
府
県
が
指
定
採
取
源
か
ら
採
取
し
た
旨
の
生

産
事
業
者
表
示
票
が
添
付
さ
れ
て
い
る
種
穂
（
次
号
及
び
第
二
十
五
条
に
お
い
て
「
証
明
種
穂
」
と
い
う
。）
の
は
種

又
は
さ
し
付
け

四
　
幼
苗
以
外
の
苗
木
の
証
明
　
証
明
種
穂
の
は
種
若
し
く
は
さ
し
付
け
又
は
法
第
二
十
条
第
四
項
の
証
明
書
若
し
く
は

国
若
し
く
は
都
道
府
県
が
指
定
採
取
源
か
ら
種
穂
を
採
取
し
、
こ
れ
か
ら
育
成
し
た
旨
の
生
産
事
業
者
表
示
票
が
添
付

さ
れ
て
い
る
幼
苗
（
第
二
十
五
条
に
お
い
て
「
証
明
幼
苗
」
と
い
う
。）
の
床
替
え

（
農
林
水
産
大
臣
が
す
る
証
明
の
申
請
手
数
料
）

第
二
十
四
条
　
前
条
の
規
定
に
よ
り
農
林
水
産
大
臣
に
申
請
す
る
場
合
に
お
け
る
証
明
申
請
手
数
料
は
、
証
明
申
請
一
件
に

つ
き
四
千
円
に
次
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
相
当
す
る
収
入
印
紙
を
申
請
書
に
貼
つ
て
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
種
穂
に
つ
い
て
は
、
種
子
に
あ
つ
て
は
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
八
百
円
と
し
て
、
穂
木
に
あ
つ
て
は
一
万
本
に
つ
き

七
百
円
と
し
て
計
算
し
た
額

二
　
苗
木
に
つ
い
て
は
、
幼
苗
に
あ
つ
て
は
一
万
本
に
つ
き
六
百
円
と
し
て
、
幼
苗
以
外
の
苗
木
に
あ
つ
て
は
一
万
本
に

つ
き
九
百
円
に
証
明
に
係
る
事
実
の
確
認
の
回
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
て
計
算
し
た
額

（
証
明
に
係
る
事
実
の
確
認
の
方
法
）

第
二
十
五
条
　
法
第
二
十
条
第
三
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
実
に
つ
き
、
そ
の
職
員
に
、
立
会
し
て
確
認
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
種
子
の
証
明
　
指
定
採
取
源
か
ら
の
き
ゆ
う
果
の
採
取
、
そ
の
精
選
及
び
種
子
を
容
器
に
入
れ
る
こ
と
。

二
　
穂
木
の
証
明
　
指
定
採
取
源
か
ら
の
穂
木
の
採
取
及
び
そ
の
包
装

三
　
幼
苗
の
証
明
　
証
明
種
穂
の
は
種
又
は
さ
し
付
け
及
び
幼
苗
の
包
装

四
　
幼
苗
以
外
の
苗
木
の
証
明
　
証
明
種
穂
の
は
種
若
し
く
は
さ
し
付
け
又
は
証
明
幼
苗
の
床
替
え
、
幼
苗
の
床
替
え
及

び
幼
苗
以
外
の
苗
木
の
包
装

（
証
明
）

第
二
十
六
条
　
農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
職
員
に
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
事
実
の
す
べ
て
を
確
認
さ
せ

た
と
き
は
、
そ
の
種
苗
の
容
器
又
は
包
装
に
封
印
を
施
さ
せ
、
か
つ
、
そ
の
容
器
又
は
包
装
の
外
部
に
法
第
二
十
条
第
四

項
の
証
明
書
を
添
付
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
条
第
四
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
証
明
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
二
号
と
す
る
。

（
種
子
を
採
取
す
べ
き
時
期
の
指
定
）

第
二
十
七
条
　
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
種
子
を
採
取
す
べ
き
時
期
の
指
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
掲
げ
る
期
日
以
降
の
日
を
毎
年
の
種
子
を
採
取
す
べ
き
最
初
の
日
と
し
て
定
め
て
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
す
ぎ
、
ひ
の
き
、
あ
か
ま
つ
、
く
ろ
ま
つ
及
び
り
ゆ
う
き
ゆ
う
ま
つ
　
九
月
二
十
日
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二
　
か
ら
ま
つ
及
び
と
ど
ま
つ
　
九
月
一
日

三
　
え
ぞ
ま
つ
　
九
月
十
日

２
　
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
種
子
を
採
取
す
べ
き
時
期
の
指
定
は
、
条
例
の
公
布
と
同
一
の
方
法
に
よ
つ
て
公
告
し

て
す
る
も
の
と
す
る
。

（
種
穂
の
採
取
の
禁
止
）

第
二
十
八
条
　
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
種
穂
の
採
取
の
禁
止
は
、
同
様
の
気
候
そ
の
他
の
自
然
条
件
の
下
で
生
育
し

て
い
る
樹
木
か
ら
み
て
、
材
積
成
長
量
が
き
わ
め
て
小
さ
い
樹
木
で
あ
つ
て
、
幹
が
わ
ん
曲
し
て
い
る
こ
と
、
枝
が
太
い

こ
と
そ
の
他
林
業
用
の
樹
木
と
し
て
の
き
わ
め
て
好
ま
し
く
な
い
特
徴
を
備
え
て
い
る
も
の
又
は
こ
れ
ら
の
樹
木
が
そ
の

五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
構
成
し
て
い
る
樹
木
の
集
団
に
つ
い
て
、そ
の
所
在
場
所
を
明
ら
か
に
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
種
穂
の
採
取
の
禁
止
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
配
布
区
域
の
指
定
方
法
）

第
二
十
九
条
　
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
配
布
区
域
の
指
定
は
、
種
苗
の
樹
種
別
に
、
一
定
の
生
産
区
域
と
の

対
応
を
明
ら
か
に
し
て
、
告
示
を
も
つ
て
す
る
も
の
と
す
る
。

（
帳
簿
の
記
載
方
法
等
）

第
三
十
条
　
法
第
二
十
六
条
の
帳
簿
に
は
、
暦
年
ご
と
に
区
分
し
て
同
条
の
記
載
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
帳
簿
の
保
存
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。

（
帳
簿
の
記
載
事
項
）

第
三
十
一
条
　
法
第
二
十
六
条
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
種
苗
の
種
類

二
　
種
苗
の
配
布
に
係
る
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

（
立
入
検
査
職
員
の
証
明
書
）

第
三
十
二
条
　
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
十
三
号
に
よ
る
。

（
監
督
処
分
を
し
た
場
合
の
通
知
）

第
三
十
三
条
　
法
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
送
付
し
て
す
る
も

の
と
す
る
。

一
　
生
産
事
業
者
又
は
配
布
事
業
者
の
別

二
　
生
産
事
業
者
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日

三
　
生
産
事
業
者
又
は
配
布
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

四
　
監
督
処
分
の
内
容

五
　
監
督
処
分
を
行
つ
た
年
月
日

２
　
前
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
九
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て
準

用
す
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
六
年
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
林
業
種
苗
法
施
行
規
則
の
廃
止
）

２
　
林
業
種
苗
法
施
行
規
則
（
昭
和
十
五
年
農
林
省
令
第
二
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附
　
則
　（
昭
和
四
七
年
五
月
一
三
日
農
林
省
令
第
二
九
号
）　
抄

こ
の
省
令
は
、
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
関
係
法
令
の
改
廃
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
五
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　（
昭
和
四
九
年
八
月
二
二
日
農
林
省
令
第
三
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　（
昭
和
五
三
年
七
月
五
日
農
林
省
令
第
四
九
号
）　
抄

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　（
昭
和
五
八
年
一
二
月
二
六
日
農
林
水
産
省
令
第
五
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　（
昭
和
六
一
年
四
月
一
四
日
農
林
水
産
省
令
第
二
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　（
平
成
五
年
四
月
一
日
農
林
水
産
省
令
第
一
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
肥
料
取
締
法
施
行
規
則
、
植
物
防
疫
法
施
行
規
則
、
農
薬
取
締
法
施
行
規
則
、
繭
糸
価
格

安
定
法
施
行
規
則
、
繭
検
定
規
則
、
農
業
機
械
化
促
進
法
施
行
規
則
、
大
豆
な
た
ね
交
付
金
暫
定
措
置
法
施
行
規
則
、
生

糸
検
査
規
則
、
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
規
則
、
犬
の
輸
出
入
検
疫
規
則
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
規
則
、
酪
農
及
び
肉

用
牛
生
産
の
振
興
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
、
家
畜
取
引
法
施
行
規
則
、
動
物
用
医
薬
品
等
取
締
規
則
、
家
畜
商
法
施
行

規
則
、
牛
及
び
豚
の
う
ち
純
粋
種
の
繁
殖
用
の
も
の
並
び
に
暫
定
税
率
を
適
用
し
な
い
馬
の
証
明
書
の
発
給
に
関
す
る
省

令
、
飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
、
卸
売
市
場
法
施
行
規
則
、
農
林
水
産
省
関
係

研
究
交
流
促
進
法
施
行
規
則
、
食
糧
管
理
法
施
行
規
則
、
林
業
種
苗
法
施
行
規
則
、
漁
船
法
施
行
規
則
、
指
定
漁
業
の
許

可
及
び
取
締
り
等
に
関
す
る
省
令
、
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
漁
業
に
関
す
る
協
定
第
二
条
の
共
同
規
制
水
域
等
に

お
け
る
さ
ば
つ
り
漁
業
及
び
沿
岸
漁
業
等
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
、
北
太
平
洋
の
海
域
に
お
け
る
ず
わ
い
が
に
等
漁
業

の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
、
い
か
つ
り
漁
業
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
、
ず
わ
い
が
に
漁
業
等
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
、

北
太
平
洋
の
海
域
に
お
け
る
つ
ぶ
漁
業
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
、
大
西
洋
の
海
域
に
お
け
る
は
え
な
わ
等
漁
業
の
取
締

り
に
関
す
る
省
令
、
か
じ
き
等
流
し
網
漁
業
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
、
い
か
流
し
網
漁
業
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
、

黄
海
及
び
東
支
那
海
の
海
域
に
お
け
る
ふ
ぐ
は
え
な
わ
漁
業
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
、
べ
に
ず
わ
い
が
に
漁
業
の
取
締

り
に
関
す
る
省
令
及
び
小
型
ま
ぐ
ろ
は
え
縄
漁
業
の
取
締
り
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
関
係
省
令
」
と
い
う
。）
に
規
定

す
る
様
式
に
よ
る
書
面
は
、
平
成
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
平
成
六
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
使
用
さ
れ
た
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
関
係
省
令
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
書
面

は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
関
係
省
令
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
書
面
と
み
な
す
。

附
　
則
　（
平
成
六
年
四
月
一
三
日
農
林
水
産
省
令
第
二
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　（
平
成
一
〇
年
一
一
月
一
三
日
農
林
水
産
省
令
第
七
六
号
）　
抄

（
施
行
期
日
）
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第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　（
平
成
一
一
年
一
月
一
一
日
農
林
水
産
省
令
第
一
号
）　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
土
地
改
良
法
施
行
規
則
、
獣
医
師
法
施
行
規
則
、
家
畜
等
の
無
償
貸
付
及
び
譲
与
等
に
関

す
る
省
令
、
肥
料
取
締
法
施
行
規
則
、
病
菌
害
虫
防
除
用
機
具
貸
付
規
則
、
植
物
防
疫
法
施
行
規
則
、
家
畜
改
良
増
殖
法

施
行
規
則
、
犬
の
輸
出
入
検
疫
規
則
、
農
薬
取
締
法
施
行
規
則
、
農
産
物
検
査
法
施
行
規
則
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行

規
則
、
専
門
技
術
員
資
格
試
験
等
に
関
す
る
省
令
、
農
業
機
械
化
促
進
法
施
行
規
則
、
養
鶏
振
興
法
施
行
規
則
、
日
本
国

と
大
韓
民
国
と
の
間
の
漁
業
に
関
す
る
協
定
第
二
条
の
共
同
規
制
水
域
等
に
お
け
る
さ
ば
つ
り
漁
業
及
び
沿
岸
漁
業
等
の

取
締
り
に
関
す
る
省
令
、林
業
種
苗
法
施
行
規
則
、卸
売
市
場
法
施
行
規
則
、漁
業
操
業
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
政
府
と
の
間
の
協
定
第
一
条
１
の
日
本
国
沿
岸
の
地
先
沖
合
の
公
海
水
域
に
お
け
る
漁
業
の

操
業
の
調
整
に
関
す
る
省
令
、
分
収
林
特
別
措
置
法
施
行
規
則
、
農
林
水
産
省
関
係
研
究
交
流
促
進
法
施
行
規
則
、
ア
リ

モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
の
緊
急
防
除
に
関
す
る
省
令
、
牛
及
び
豚
の
う
ち
純
粋
種
の
繁
殖
用
の
も
の
並
び
に
無
税
を
適
用
す
る

馬
の
証
明
書
の
発
給
に
関
す
る
省
令
、
野
菜
栽
培
用
の
豆
の
証
明
書
の
発
給
に
関
す
る
省
令
、
ナ
シ
枝
枯
細
菌
病
菌
の
緊

急
防
除
を
行
う
た
め
に
必
要
な
措
置
に
関
す
る
省
令
及
び
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
の
緊
急
防
除
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
関
係
省

令
」
と
い
う
。）
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
書
面
は
、
平
成
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
こ
れ
を
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

４
　
平
成
十
一
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
使
用
さ
れ
た
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
関
係
省
令
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
書

面
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
関
係
省
令
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
書
面
と
み
な
す
。

附
　
則
　（
平
成
一
二
年
一
月
三
一
日
農
林
水
産
省
令
第
五
号
）　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
林
業
種
苗
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
林
業
種
苗
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
二
十
条
第

四
項
の
証
明
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　（
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
農
林
水
産
省
令
第
七
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　（
平
成
一
五
年
三
月
二
八
日
農
林
水
産
省
令
第
二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　（
平
成
一
六
年
三
月
一
八
日
農
林
水
産
省
令
第
一
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　（
平
成
一
七
年
三
月
七
日
農
林
水
産
省
令
第
一
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
動
産
登
記
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
三
月
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　（
平
成
一
九
年
五
月
二
二
日
農
林
水
産
省
令
第
五
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
林
業
種
苗
法
施
行
規
則
別
記
様
式
第
十
五
号
（
次

項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
林
業
種
苗
法
施

行
規
則
別
記
様
式
第
十
五
号
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
り
調
製
し
た
用
紙
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
お
い
て
も
当
分
の
間
、

こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　（
平
成
二
五
年
八
月
一
日
農
林
水
産
省
令
第
五
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　（
令
和
元
年
六
月
二
七
日
農
林
水
産
省
令
第
一
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

附
　
則
　（
令
和
元
年
一
二
月
一
六
日
農
林
水
産
省
令
第
四
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素

化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　（
令
和
二
年
一
二
月
二
一
日
農
林
水
産
省
令
第
八
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

附
　
則
　（
令
和
三
年
三
月
三
一
日
農
林
水
産
省
令
第
二
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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別
表 指
定
採
取
源
の
種
別

基
準

一
　
育
種
母
樹

全
国
的
な
水
準
と
比
較
し
て
材
積
成
長
量
及
び
形
質
の
特
に
す
ぐ
れ
た
樹
木
（
以
下
「
優
良
樹

木
」
と
い
う
。）
の
ク
ロ
ー
ン
（
一
本
の
樹
木
か
ら
さ
し
木
、
つ
ぎ
木
等
無
性
繁
殖
の
方
法
に

よ
つ
て
繁
殖
し
た
樹
木
の
群
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
属
す
る
樹
木
で
あ
つ
て
、
優
良
な
穂

木
を
採
取
す
る
た
め
に
育
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
育
種
母
樹
林

次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
を
備
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
一
）　
優
良
樹
木
の
ク
ロ
ー
ン
に
属
す
る
樹
木
で
あ
つ
て
、
優
良
な
穂
木
を
採
取
す
る
た
め
に

育
成
し
た
も
の
の
集
団
で
あ
る
こ
と
。

（
二
）　
優
良
樹
木
又
は
耐
寒
性
、
耐
乾
性
、
耐
雪
性
等
の
特
性
を
有
す
る
樹
木
の
ク
ロ
ー
ン
に

属
す
る
樹
木
で
、
優
良
な
種
子
を
採
取
す
る
た
め
に
育
成
さ
れ
た
も
の
の
集
団
で
あ
つ
て
、
次

の
要
件
を
備
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
附
近
の
優
良
樹
木
以
外
の
樹
木
と
の
交
配
が
避
け
ら
れ
る
よ
う
に
隔
離
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
ロ
　
均
等
に
交
配
す
る
よ
う
に
九
ク
ロ
ー
ン
（
交
配
に
よ
り
優
良
樹
木
が
生
じ
る
こ
と
が
明
ら

か
な
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
ク
ロ
ー
ン
）
以
上
の
樹
木
が
混
植
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
普
通
母
樹

（
一
）　
穂
木
の
採
取
の
用
に
供
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
指
定
後
十
年
間
以
上
穂
木
の
採
取
が

可
能
な
五
年
生
以
上
の
樹
木
で
あ
つ
て
、
同
様
の
気
候
そ
の
他
の
自
然
条
件
の
下
で
生
育
し
て

い
る
樹
木
か
ら
み
て
、
材
積
成
長
量
が
平
均
よ
り
大
き
く
、
か
つ
、
幹
の
通
直
性
、
真
円
性
、

細
枝
性
、
自
然
落
枝
性
そ
の
他
林
業
用
の
樹
木
と
し
て
の
特
性
（
以
下
「
林
業
用
樹
木
と
し
て

の
特
性
」
と
い
う
。）
を
数
多
く
備
え
て
い
る
系
統
に
属
す
る
も
の
と
し
て
の
特
徴
を
受
け
継

い
で
い
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
二
）　
種
子
の
採
取
の
用
に
供
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
森
林
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
標
準
伐
期
齢
（
以
下
「
標
準
伐
期
齢
」
と
い
う
。）
以

上
の
樹
木
で
あ
つ
て
、
同
様
の
気
候
そ
の
他
の
自
然
条
件
の
下
で
生
育
し
て
い
る
樹
木
か
ら
み

て
、
材
積
成
長
量
が
き
わ
め
て
大
き
い
も
の
又
は
材
積
成
長
量
が
平
均
よ
り
大
き
く
、
か
つ
、

林
業
用
樹
木
と
し
て
の
特
性
が
極
め
て
優
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
　
普
通
母
樹
林

（
一
）　
穂
木
の
採
取
の
用
に
供
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
の
（
一
）
の
基
準
を
み
た
す
樹
木

の
集
団
で
あ
る
こ
と
。

（
二
）　
種
子
の
採
取
の
用
に
供
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
標
準
伐
期
齢
以
上
の
樹
木
で
、
同
様

の
気
候
そ
の
他
の
自
然
条
件
の
下
で
生
育
し
て
い
る
樹
木
か
ら
み
て
、
材
積
成
長
量
が
平
均
よ

り
大
き
く
、
か
つ
、
林
業
用
樹
木
と
し
て
の
特
性
を
数
多
く
備
え
て
い
る
も
の
に
よ
り
そ
の

七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
構
成
さ
れ
て
い
る
集
団
で
あ
つ
て
、
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ

り
種
穂
の
採
取
を
禁
止
さ
れ
た
樹
木
又
は
そ
の
集
団
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
も

つ
て
隔
離
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

様
式
第
１
号

（
日
本
産
業
規
格
Ａ
４
）
〔
第
４
条
〕

伐
採

許
可

申
請

書

年
 
 
月
 
 
日

農
林
水
産
大
臣

殿

住
所

氏
名
（
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

 
下

記
の

と
お

り
特

別
母

樹
（

林
）

を
伐

採
し

た
い

の
で

、
林

業
種

苗
法

第
７

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

許
可

を

申
請
し
ま
す

。

記

注
意
事
項

１
 

指
定
番
号
、
指
定
年
月
日
、
主
間
伐
別
及
び
伐
採
種
別
が
異
な
る
ご
と
に
区
分
し
て
記
載
す
る
こ
と
。

２
 

伐
採
種
別
欄
に
は
、
皆
伐
、
択
伐
の
別
を
記
載
す
る
こ
と
。

３
 

伐
採

面
積

欄
は

、
特

別
母

樹
林

の
主

伐
の

場
合

に
記

載
し

、
面

積
は

、
小

数
第

２
位

に
と

ど
め

、
第

３
位

以
下
を
四
捨
五
入
す
る
こ
と
。

４
 

伐
採
材

積
欄

に
は

、
伐

採
時

の
材

積
を

記
載

し
、

材
積

は
、

小
数

第
２

位
に

と
ど

め
、

第
３

位
以

下
を

四

捨
五
入
す
る
こ
と
。

５
 

伐
採

率
欄
に
は
、
立
木
材
積
に
よ
る
伐
採
率
を
記
載
す
る
こ
と
。

６
 

伐
採

の
理
由
欄
に
は
、
枯
死
木
の
除
去
等
そ
の
伐
採
の
理
由
を
記
載
す
る
こ
と
。

７
 

添
附
す

る
図

面
に

つ
い

て
は

、
申

請
に

係
る

特
別

母
樹

又
は

特
別

母
樹

林
の

位
置

及
び

伐
採

し
よ

う
と

す

る
樹
木
の
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

指
定

番
号

指
定

年
月

日
主

間
伐

別
伐

採
種

別
伐

採
面

積
伐

採
本

数
伐

採
材

積
伐
採
率

伐
採

予
定

年
月

日
伐

採
の

理
由

 
 
㏊

 
 
本

㎥
％
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様
式
第

２
号

（
日

本
産

業
規

格
Ａ

４
）

〔
第

５
条

〕

伐
採

届
出

書

年
 
 
月
 
 
日

農
林

水
産

大
臣

殿

住
所

氏
名
（
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

 
下

記
の

と
お

り
特

別
母

樹
（

林
）

を
伐

採
 

 
の

で
、
林

業
種

苗
法
第

７
条

第
２
項

の
規

定
に
よ

り
届

け
出
ま

す
。

記

注
意

事
項

１
 

指
定

番
号

、
指

定
年

月
日

、
主

間
伐

別
及

び
伐

採
種
別
が
異
な
る
ご
と
に
区
分
し
て
記
載
す
る
こ
と
。

２
 

伐
採

種
別

欄
、
伐

採
面

積
欄

及
び

伐
採

材
積

欄
は

、
様
式
第
１
号
の
注
意
事
項
に
準
じ
て
記
載
す
る
こ
と
。

３
 

伐
採

の
理

由
欄

に
は

、
適

用
法

令
名

、
非

常
災

害
の
発
生
年
月
日
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

指
定

番
号

指
定

年
月

日
主

間
伐

別
伐

採
種

別
伐

採
面

積
伐

採
本

数
伐

採
材

積
伐

採
率

伐
採

予
定

年
月

日
伐

採
年

月
日

伐
採

の
理

由

 
 

㏊
本

㎥
％

し
た

い

し
た

 

様
式
第
３
号

（
日
本
産
業
規
格
Ａ
４
）
〔
第
７
条
〕

伐
採

届
出

書

年
 
 
月
 
 
日

都
道
府
県
知
事

殿

住
所

氏
名
（
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

 
下

記
の

と
お

り
を

伐
採

 
 

の
で
、

林
業

種
苗

法
第

７
条

第
３

項
の

規
定

に
よ

り

届
け
出
ま
す
。

記
 

注
意
事
項

１
 

指
定
番
号
、
指
定
年
月
日
、
主
間
伐
別
及
び
伐
採
種
別
が
異
な
る
ご
と
に
区
分
し
て
記
載
す
る
こ
と
。

２
 

伐
採

種
別

欄
、

伐
採

面
積

欄
及

び
伐

採
材

積
欄

は
、

様
式

第
１

号
の

注
意

事
項

に
準

じ
、

伐
採

の
理

由
欄

に
つ
い

て
は
様
式
第
２
号
の
注
意
事
項
に
準
じ
て
記
載
す
る
こ
と
。

指
定

番
号

指
定

年
月

日
主

間
伐

別
伐

採
種

別
伐

採
面

積
伐

採
本

数
伐

採
材

積
伐

採
率

伐
採

予
定

年
月

日
伐

採
年

月
日

伐
採

の
理

由

 
 
㏊

本
㎥

％

し
た
い

し
た

 
育
種
母
樹
（
林
）

 
普
通
母
樹
（
林
）
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様
式
第

４
号

（
日

本
産

業
規

格
Ａ

４
）

〔
第

８
条

〕

損
 

失
 

補
 

償
 
請
 

求
 

書

年
 
 
月
 
 
日

農
林

水
産

大
臣

殿

住
所

氏
名
（
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

下
記

の
特

別
母

樹
（

林
）

に
係

る
 

年
度

分
の

損
失

補
償

金
と

し
て

金
 

円
を

林
業

種
苗

法
第

８
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
請

求
し

ま
す

。

記

指
定

番
号

指
定

年
月

日
樹

種
所
在
場
所

本
数

本

注
意

事
項

 
 

損
失

額
明

細
書

を
添

附
す

る
こ

と
。

様式第５号（日本産業規格Ａ４）〔第 10 条〕 
登 録 申 請 書

年 月 日
殿

住所

氏名

生年月日

下記により生産事業者の登録を受けたいので、林業種苗法第 10 条第３項の各号に該当しないことを誓約し、同法第 10 条第２項の規定により申請

します。

記 

注意事項
１ 生年月日は、登録を申請しようとする者が法人の場合にあっては記載しないこと。
２ 生産事業の内容欄は、該当するものを○で囲むこと。
３ 事業所の名称及び所在地欄、生産事業に係る種苗の採取又は育成の場所欄及び講習会修了者の氏名及び住所欄は、該当するものが２以上ある場
合には、そのすべてについて記載すること。ただし、記載しきれないときは、その旨を明記し、別添してよい。

４ 法第 10 条第３項の各号のいずれかに該当する場合には申請されても登録できないことがある。また、登録された後にその事実が明らかになっ

た場合には登録を取り消されることがある。

氏 名 及 び 住 所 
法人にあって、その名称、代表者 
の氏名及び主たる事務所の所在地 

生 産 事 業 の 内 容 
種 穂 イ 採取 ロ 精選

苗 木 イ 幼苗の育成 ロ 幼苗以外の苗木の育成

事 業 所 の 名 称 及 び 所 在 地 

生産事業に係る種苗の採取又は育
成の場所 

種 穂 
都道 市 町 
府県 郡 村 

苗 木 
都道 市 町 
府県 郡 村 

生 産 事 業 の 開 始 年 月 日     年 月 日 

講習会修了者の氏名及び住所 
都道 市 町 
府県 郡 村 

苗 畑 面 積 
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様
式
第

６
号

（
日

本
産

業
規

格
Ａ

４
）

〔
第

 1
1 

条
〕

 

登
録

番
号

登
録
年
月
日

年
 
 

月
 
 

日

登
 

 
録
 
 

証

氏
名

ま
た

は
名

称
及

び
住

所

生
産

事
業

の
内

容

事
業

所
の

名
称

及
び

所
在

地

生
産

事
業

に
係

る
種

苗
の

採
取

又
は

育
成

の
場

所

林
業

種
苗

法
第

 1
0 

条
第
３

項
の

規
定

に
よ

り
上

記
の

と
お
り
登
録
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
。

 

年
 
 

 月
 
 

日

都
道
府
県
知
事

様
式
第
７
号

（
日
本
産
業
規
格
Ａ
４
）
〔
第

 1
2 

条
〕

 

書
 
替
 
交
 
付
 
申
 
請
 
書

年
 
月
 
日

殿

登
録
番
号
 

  
  

登
録
年
月
日
 

年
 
月
 
日

住
所
 
 

氏
名
 
 

下
記

の
と

お
り

生
産

事
業

の
登

録
証

の
記

載
事

項
に

変
更

を
生

じ
た

の
で

、
林

業
種

苗
法

第
 1

3 
条

第
１

項
の

規
定
に
よ
り
登
録
証
の
書
替
交
付
を
申
請
し
ま
す
。

記

１
 変

更
年
月
日

年
 
月
 
日

２
 変

更
し
た
事
項

変
更
し
た
事
項

変
更
前

変
更
後

事
業

所
の
名
称
及
び
所
在
地

生
産

事
業

に
係

る
種

苗
の

採
取

又
は

育
成
の
場
所
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様
式
第

８
号

（
日

本
産

業
規

格
Ａ

４
）

〔
第

12
条

〕
 

再
 

交
 

付
 

申
 

請
 

書

年
 

月
 

日
殿

住
所

氏
名

下
記

の
生

産
事

業
の

登
録

証
が

滅
失
（

汚
損

）
し

た
の

で
、
林
業
種
苗
法
第

13
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
登
録

証
の

再
交

付
を

申
請

し
ま

す
。

記

１
 登

録
番

号
 

 

２
 登

録
年

月
日

 
年

 
月

 
日

様
式
第
９
号

（
日
本
産
業
規
格
Ａ
４
）
〔
第

12
条
〕

 

Ⅰ 
申
請
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
場
合

 
代
 
表
 
者
 
等
 
変
 
更
 
届
 
出
 
書

年
 
月
 
日

殿

登
録
番
号
 
 
  

  
登
録
年
月
日
 
 
年
 
月
 
日

住
所

氏
名

下
記
の
と
お
り
林
業
種
苗
法
第

13
条
第
３
項
に
規
定
す
る
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
の
で
、
同
項
の
規
定
に
よ
り

届
け
出
ま
す
。

記

１
 変

更
年
月
日
 
 

年
 
月
 
日

２
 変

更
し
た
事
項

変
更
し
た
事
項

変
更
前

変
更
後

代
表

者
の
氏
名

講
習

会
修
了
者
の
氏
名

及
び

住
所

Ⅱ 
生
産
事
業

を
廃
止
し
た
場
合

 
生
 
産
 
事
 
業
 
廃
 
止
 
届
 
出
 
書

年
 
月
 
日

殿

登
録
番
号
 
 
  

  
登
録
年
月
日
 
 
年
 
月
 
日

住
所

氏
名

年
 

月
 
日
に
生
産
事
業
を
廃
止
し
た
の
で
、
林
業
種
苗
法
第

13
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ま

す
。
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様式第 10 号（日本産業規格Ａ４）〔第 14 条〕 
配  布  事  業  者  届  出  書

年 月 日
殿

住所  

氏名

生年月日  年 月 日生

下記のとおり配布事業を開始したので、林業種苗法第 17 条第１項の規定により届け出ます。 

記 

注意事項
１ 事業所の所在地欄は、事業所が２以上ある場合には、そのすべてについて記載すること。ただし、記載しきれないときは、その旨を記載し、別
添してよい。

２ 配布事業の内容欄は、該当するものを○で囲むこと。

氏 名 及 び 住 所 
法人にあって、その名称、代表者 
の氏名及び主たる事務所の所在地 

都道 市 町 
府県 郡 村 

事 業 所 の 所 在 地 
都道 市 町 
府県 郡 村 

配 布 事 業 の 内 容 
種 穂 イ 種子の配布 ロ 穂木の配布

苗 木 イ 幼苗の配布 ロ 幼苗以外の苗木の配布

配 布 事 業 の 開 始 年 月 日 年  月  日 

様
式
第

11
号
（
日
本
産
業
規
格
Ａ
４
）
〔
第

15
条
〕

 

Ⅰ 
届
出
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
場
合

 
配
 
布
 
事
 
業
 
変
 
更
 
届
 
出
 
書

年
 
月
 
日

殿

住
所

氏
名

下
記
の
と

お
り
林
業
種
苗
法
第

17
条
第
２
項
に
規
定
す
る
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
の
で
、
同
項
の
規
定
に
よ
り

届
け
出
ま
す
。

記

１
 変

更
年

月
日

年
 
月
 
日

２
 変

更
し

た
事
項

変
更
し
た
事
項

変
更
前

変
更
後

Ⅱ 
配
布
事
業

を
廃
止
し
た
場
合

 
配
 
布
 
事
 
業
 
廃
 
止
 
届
 
出
 
書

年
 
月
 
日

殿

住
所

氏
名

年
 

月
 
日
に
配
布
事
業
を
廃
止
し
た
の
で
、
林
業
種
苗
法
第

17
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ま
す
。 
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種
苗
の
生
産
配
布
の
帳
簿（
法
第
26
条
、施
行
規
則
第
31
条
関
係
）

こ
の

帳
簿

は
、

林
業

種
苗

法
施

行
規

則
の

一
部

改
正

（
昭

和
58

年
12

月
26

日
農

林
水

産
省

令
第

54
号

）
で

様
式

は
廃

止
さ

れ
た

が
、

帳
簿

の
記

載
事

項
は

、
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

年
　

月
　

日
樹

　
　

　
種

種
苗

の
種

類
数

　
　

　
量

種
苗

の
配

布
に

関
わ

る
相

手
方

の
氏

名
ま

た
は

名
称

及
び

住
所

備
　

　
　

考

記
載

に
当

た
っ

て
は

、
次

の
事

項
に

留
意

す
る

こ
と

。
１

　
種

苗
の

種
類

欄
に

は
、

き
ゅ

う
果

に
あ

っ
て

は
、「

果
」、

種
子

に
あ

っ
て

は
「

種
」、

穂
木

に
あ

っ
て

は
「

穂
」、

幼
苗

に
あ

っ
て

は
「

幼
」

及
び

幼
苗

以
外

の
苗

木
に

あ
っ

て
は

「
苗

」
と

記
入

す
る

こ
と

。
２

　
数

量
欄

の
数

量
の

単
位

は
、

き
ゅ

う
果

及
び

種
子

に
あ

っ
て

は
 ㎏

 と
、

穂
木

、
幼

苗
及

び
幼

苗
以

外
の

苗
木

に
あ

っ
て

は
本

と
す

る
こ

と
。

３
　

種
苗

の
配

布
に

係
る

相
手

方
の

氏
名

又
は

名
称

及
び

住
所

欄
は

、
種

穂
を

採
取

し
た

場
合

は
配

を
そ

れ
ぞ

れ
冠

し
て

、
種

苗
の

配
布

に
係

る
相

手
方

の
氏

名
又

は
名

称
及

び
住

所
を

記
入

す
る

こ
と

。
４

　
備

考
欄

に
は

、
種

穂
を

採
取

し
た

場
合

に
お

い
て

は
そ

の
採

取
の

場
所

並
び

に
そ

の
採

取
し

た
樹

木
が

指
定

採
取

源
で

あ
る

と
き

は
そ

の
種

別
及

び
指

定
番

号
を

、
法

第
18

条
第

１
項

た
だ

し
書

又
は

同
条

第
２

項
た

だ
し

書
の

書
面

を
交

付
し

て
配

布
す

る
場

合
に

お
い

て
は

そ
の

書
面

の
枚

数
を

そ
れ

ぞ
れ

記
入

す
る

こ
と

。
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様
式
第

12
号
〔

第
26

条
〕

 
証

明
番

号
 

種
 

苗
 

証
 

明
 

書
 

種
苗

の
種

類
 

 
樹

種
 

 
数

量
 

 
 

林
業

種
苗

法
 

 
 

 
 

 
 

 
の

規
定

に
よ

り
こ

の
証

明
書

を
添

附
し

た
上

記
の

種
苗

は
、

指
定

採
取

源

（
指

定
番

号
 

 
所

在
場

所
 

 
）

か
ら

採
取

さ
れ

た
 
 
 
 
 
 
 

で
あ

る
こ

と
を

証
明

す
る

。
 

  
  

年
 

 
月

 
 

日
 

 
 

 
 

 
（

農
林

水
産

大
臣

 
 

 
 

 
）

 
 

 
 

 
 

 
 

県県
 

 注
意
事

項
 

 
１
 

種
苗

の
種

類
の

次
の

余
白

に
は

、
「

種
子

」
、
「

穂
木
」
、
「

幼
苗
」
又
は
「
幼
苗
以
外
の
苗
木
」
の
い
ず

れ
か

該
当

す
る

も
の

を
記

載
す

る
こ

と
。

 
 

２
 

数
量

の
単

位
は

、
き

ゅ
う

果
及

び
種

子
に

あ
っ

て
は

 ㎏
 と

、
穂

木
、
幼

苗
及

び
幼
苗

以
外

の
苗
木

に
あ

っ
て

は
本

と
す

る
こ

と
。

 
 

３
 
「

採
取

さ
れ

た
」
の

次
の

余
白

に
は

、
「

種
子

」
、
「
穂
木
」
、
「
種
子
か
ら
育
成
さ
れ
た
幼
苗
」
、
「

穂

木
か

ら
育

成
さ

れ
た

幼
苗

」
、
「

種
子

か
ら

育
成

さ
れ
た
苗
木
」
又
は
「
穂
木
か
ら
育
成
さ
れ
た
苗
木
」
の
い

ず
れ

か
該

当
す

る
も

の
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

  種
苗
の

生
産

配
布

の
帳

簿
（

法
第

26
条
、

施
行

規
則

第
31

条
関
係
）

 
 

こ
の

帳
簿

は
、

林
業

種
苗

法
施

行
規

則
の

一
部

改
正

（
昭

和
58

年
12

月
26

日
農
林
水
産
省
令
第

54
号
）

で

様
式

は
廃

止
さ

れ
た

が
、

帳
簿

の
記

載
事

項
は

、
次

の
と

お
り
で
あ
る
。

 
 年

 
月

 
日

 
樹

 
 

 
種

 
種

苗
の

種
類

 
数

 
 

 
量

 
種

苗
の

配
布

に
関

わ
る

相
手

方
の

氏
名

ま
た

は
名

称
及

び
住

所
 

備
 

 
 

考
 

 記
載

に
当

た
っ

て
は

、
次

の
事

項
に

留
意

す
る

こ
と

。
 

１
 

種
苗

の
種

類
欄

に
は

、
き

ゅ
う

果
に

あ
っ

て
は

、
「

果
」

、
種

子
に

あ
っ
て

は
「

種
」
、

穂
木

に
あ

っ
て

は

「
穂

」
、

幼
苗

に
あ

っ
て

は
「

幼
」

及
び

幼
苗

以
外

の
苗

木
に
あ
っ
て
は
「
苗
」
と
記
入
す
る
こ
と
。

 
２

 
数

量
欄

の
数

量
の

単
位

は
、

き
ゅ

う
果

及
び

種
子

に
あ

っ
て
は

 ㎏
 と

、
穂

木
、

幼
苗
及

び
幼

苗
以
外

の
苗

木
に

あ
っ

て
は

本
と

す
る

こ
と

。
 

３
 

種
苗

の
配

布
に

係
る

相
手

方
の

氏
名

又
は

名
称

及
び

住
所

欄
は

、
種

穂
を
採

取
し

た
場
合

は
配

を
そ
れ

ぞ
れ

冠
し

て
、

種
苗

の
配

布
に

係
る

相
手

方
の

氏
名

又
は

名
称

及
び
住
所
を
記
入
す
る
こ
と
。

 
４

 
備

考
欄

に
は

、
種

穂
を

採
取

し
た

場
合

に
お

い
て

は
そ

の
採
取

の
場

所
並
び

に
そ

の
採
取

し
た

樹
木

が
指

定

採
取

源
で

あ
る

と
き

は
そ

の
種

別
及

び
指

定
番

号
を

、
法
第

18
条
第
１
項
た
だ
し
書
又
は
同
条
第
２
項
た
だ
し

書
の

書
面

を
交

付
し

て
配

布
す

る
場

合
に

お
い

て
は

そ
の
書
面
の
枚
数
を
そ
れ
ぞ
れ
記
入
す
る
こ
と
。

 
 

第
20

条
第

1
項

 
第

20
条

第
２
項

 

様
式
第

13
号
〔
第

 3
2 

条
関
係
〕

 
（
表
）

第
号

年
 
 
月
 
 
日
発
行

身
 
 
分
 
 
証
 
 
明
 
 
書

官
 
 
職

氏
 
 
名

生
年
月
日

上
記

の
者
は
、
林
業
種
苗
法
第

28
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
従
事
す
る
職
員
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
。

農
林
水
産
大
臣

（
都
道
府
県
知
事

）

（
裏
）

林
 
業
 
種
 
苗
 
法
 
（
抄
）

（
立
入
検
査
等
）

第
28

条
 
農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
そ
の

職
員
に
、
指
定
採
取
源
、
生
産
事
業
者
の
事
業
所
、
配
布
事
業
者
の
事
業
所
そ
の
他
種
穂
の
採
取
、
苗

木
の
育
成
、
種
苗
の
配
布
若
し
く
は
保
管
に
関
係
が
あ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
樹
木
若
し
く
は
そ
の
集

団
、
種
苗
、
そ
の
容
器
若
し
く
は
包
装
若
し
く
は
関
係
書
類
（
そ
の
作
成
又
は
備
付
け
に
代
え
て
電
磁

的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）

の
作
成
又
は
備
付
け
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
）
を
検
査
さ
せ
、
関

係
者
に
質
問
さ
せ
、
又
は
種
苗
を
分
析
検
査
の
た
め
必
要
な
最
小
量
に
限
り
、
無
償
で
収
去
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

２
 

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
ち
入
ろ
う
と
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
人

の
請

求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は

な
ら
な
い
。

（
罰
則
）

第
33

条
 
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
１
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

 
一
～
四
 

（
略
）

五
 
第

28
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に

よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者

写
 
 
真
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４
．林
業
種
苗
法
の
施
行
に
つ
い
て
　

（
昭

和
45

年
８

月
31

日
45

林
野

造
第

88
7

号
農

林
事

務
次

官
通

知
）

最
終

改
正

（
令

和
３

年
６

月
30

日
３

林
整

整
第

31
9

号
）

林
業

種
苗

法
（

昭
和

45
年

法
律

第
89

号
。

以
下

「
法

」
と

い
う

。）
は

第
63

特
別

国
会

に
お

い
て

成
立

し
、

昭
和

45
年

５
月

22
日

付
け

で
公

布
さ

れ
、講

習
会

の
開

催
に

関
す

る
規

定
等

一
部

の
規

定
は

昭
和

45
 年

６
月

22
日

か
ら

施
行

さ
れ

、
そ

の
他

の
規

定
も

林
業

種
苗

法
の

施
行

期
日

を
定

め
る

政
令

（
昭

和
45

年
政

令
第

19
3

号
）

に
よ

り
昭

和
46

年
２

月
１

日
か

ら
施

行
さ

れ
る

運
び

と
な

つ
た

。
こ

れ
に

伴
い

林
業

種
苗

法
施

行
令（

昭
和

45
年

政
令

第
19

4
号

。
以

下「
令

」と
い

う
。）

お
よ

び
林

業
種

苗
法

施
行

規
則

（
昭

和
45

年
農

林
省

令
第

40
号

。
以

下
「

規
則

」
と

い
う

。）
が

制
定

、
公

布
さ

れ
た

が
、

本
法

の
運

用
に

つ
い

て
は

、
下

記
事

項
に

ご
留

意
の

う
え

、
遺

憾
の

な
い

よ
う

に
さ

れ
た

い
。

以
上

、
命

に
よ

り
通

知
す

る
。

記
第

１
　

法
制

定
の

趣
旨

に
つ

い
て

林
業

総
生

産
の

増
大

と
林

業
の

安
定

的
発

展
を

図
る

た
め

に
は

、
優

良
な

林
業

種
苗

に
よ

る
造

林
を

進
め

る
こ

と
が

必
須

の
要

件
で

あ
る

が
、

特
に

最
近

に
お

い
て

は
国

内
林

業
生

産
の

停
滞

と
外

材
輸

入
の

増
大

に
対

処
し

て
国

内
林

業
の

生
産

力
の

増
強

を
図

る
こ

と
が

強
く

要
請

さ
れ

て
お

り
、

こ
の

一
環

と
し

て
優

良
な

林
業

種
苗

に
よ

る
適

正
か

つ
円

滑
な

造
林

の
推

進
を

確
保

す
る

こ
と

が
急

務
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
旧

林
業

種
苗

法
（

昭
和

14
年

法
律

第
16

号
）

の
制

定
以

来
既

に
30

年
余

を
経

過
し

、
そ

の
間

に
林

業
種

苗
の

生
産

、
流

通
の

状
況

、
造

林
の

実
施

状
況

そ
の

他
林

業
種

苗
を

取
り

巻
く

諸
事

情
は

著
し

い
変

化
を

み
せ

て
お

り
、

特
に

林
業

種
苗

は
産

地
の

表
示

の
な

い
ま

ま
取

引
さ

れ
る

の
が

通
例

で
あ

っ
た

た
め

、
最

近
に

お
け

る
造

林
地

の
奥

地
化

、
種

苗
流

通
圏

の
広

域
化

等
に

伴
い

、
産

地
の

明
ら

か
で

な
い

苗
木

が
遠

隔
の

環
境

不
適

地
に

植
栽

さ
れ

、
あ

る
い

は
不

良
な

種
苗

が
造

林
に

供
さ

れ
る

等
に

よ
っ

て
、

少
な

か
ら

ぬ
地

域
に

お
い

て
樹

木
の

成
育

不
良

、
凍

害
の

多
発

等
の

事
態

が
発

生
し

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
現

状
に

鑑
み

、
優

良
な

林
業

種
苗

の
質

量
両

面
の

円
滑

な
供

給
を

確
保

す
る

た
め

、
旧

林
業

種
苗

法
を

全
面

的
に

改
め

、
林

業
種

苗
に

つ
い

て
の

優
良

な
採

取
源

の
整

備
、

生
産

事
業

者
の

登
録

、
配

布
す

る
種

苗
へ

の
産

地
そ

の
他

必
要

事
項

の
表

示
の

義
務

づ
け

等
の

措
置

を
講

ず
る

こ
と

と
し

た
も

の
で

あ
る

。
第

２
　

本
法

の
対

象
と

な
る

者
に

つ
い

て
１

　
生

産
事

業
者

の
範

囲
生

産
事

業
者

と
は

、
有

償
又

は
無

償
で

配
布

す
る

目
的

を
も

っ
て

種
苗

を
採

取
し

、
又

は
育

成
す

る
業

務
を

継
続

か
つ

反
覆

し
て

行
う

者
を

い
い

、
個

人
た

る
と

法
人

た
る

と
を

問
わ

な
い

。
し

た
が

っ
て

自
己

の
造

林
の

用
に

供
す

る
た

め
種

苗
を

採
取

し
、

又
は

育
成

す
る

者
は

配
布

の
目

的
を

欠
く

こ
と

か
ら

本
法

の
対

象
と

な
ら

な
い

。
２

　
配

布
事

業
者

の
範

囲
配

布
事

業
者

と
は

、
他

の
者

が
採

取
し

、
又

は
育

成
し

た
種

苗
を

有
償

又
は

無
償

で
配

布
す

る
業

務
を

継
続

か
つ

反
覆

し
て

行
う

者
を

い
い

、
個

人
た

る
と

法
人

た
る

と
を

問
わ

な
い

。
第

３
　

指
定

採
取

源
に

つ
い

て
１

　
趣

旨
優

良
な

苗
木

は
優

良
な

樹
木

か
ら

採
取

さ
れ

た
種

穂
か

ら
育

成
さ

れ
る

が
、

こ
の

優
良

な
樹

木
は

同
一

環
境

条
件

に
あ

る
樹

木
の

中
か

ら
正

し
い

知
識

、
技

術
基

準
に

従
い

選
定

す
る

必
要

が
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
趣

旨
か

ら
旧

林
業

種
苗

法
に

お
い

て
は

行
政

庁
に

よ
る

母
樹

、
母

樹
林

の
指

定
の

制
度

が
あ

っ
た

が
、

同
制

度
に

お
い

て
は

育
種

に
よ

り
育

成
さ

れ
た

採
種

園
、

採
穂

園
の

指
定

が
予

定
さ

れ
て

お
ら

ず
、

ま
た

極
め

て
厳

し
い

伐
採

制
限

を
伴

っ
て

い
る

こ
と

等
か

ら
必

ず
し

も
優

良
種

苗
の

確
保

の
た

め
の

制
度

と
し

て
は

十
分

機
能

し
て

い
な

か
っ

た
の

で
、

本
法

に
お

い
て

は
実

用

種
穂

の
採

取
源

と
、

こ
れ

を
確

保
改

良
す

る
た

め
の

種
穂

の
供

給
を

目
的

と
す

る
採

取
源

の
二

態
様

を
設

け
、

前
者

は
、育

種
母

樹
及

び
育

種
母

樹
林

並
び

に
普

通
母

樹
及

び
普

通
母

樹
林

（
以

下
「

育
種

母
樹

、普
通

母
樹

等
」

と
い

う
。）

と
し

て
伐

採
届

出
制

と
し

、
後

者
は

特
別

母
樹

及
び

特
別

母
樹

林
（

以
下

「
特

別
母

樹
等

」
と

い
う

。）
と

し
て

伐
採

禁
止

制
と

し
た

も
の

で
あ

る
。

な
お

、
林

木
育

種
事

業
は

遺
伝

的
に

優
秀

な
品

種
を

育
成

し
、

事
業

的
規

模
に

お
い

て
林

木
の

品
種

改
良

を
行

う
た

め
組

織
的

か
つ

計
画

的
に

実
施

し
て

い
る

事
業

で
あ

り
、

こ
の

事
業

に
よ

る
採

種
園

又
は

採
穂

園
は

質
量

と
も

に
将

来
に

お
け

る
実

用
種

穂
の

主
要

な
供

給
源

と
な

る
も

の
で

あ
る

の
で

、
育

種
母

樹
及

び
育

種
母

樹
林

（（
以

下
「

育
種

母
樹

等
」

と
い

う
。）

と
し

て
位

置
づ

け
た

も
の

で
あ

る
。

２
　

指
定

（
1）

 育
種

母
樹

、
普

通
母

樹
等

は
法

第
３

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

都
道

府
県

知
事

が
指

定
す

る
こ

と
と

な
る

が
、

そ
の

指
定

に
当

た
っ

て
は

、
次

の
事

項
を

考
慮

す
る

よ
う

お
願

い
す

る
。

ア
　

育
種

母
樹

、
普

通
母

樹
等

に
つ

い
て

は
、

全
国

森
林

計
画

及
び

地
域

森
林

計
画

を
参

酌
し

、
各

都
道

府
県

に
お

け
る

造
林

の
見

通
し

に
即

し
て

今
後

の
造

林
の

推
進

に
必

要
な

種
苗

を
供

給
す

る
に

足
る

採
取

源
を

指
定

す
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、自
都

道
府

県
の

種
苗

の
所

要
量

や
隣

接
す

る
都

道
府

県
間

な
ど

の
広

域
的

な
種

苗
の

流
通

を
念

頭
に

置
き

、
他

の
都

道
府

県
と

連
携

し
て

必
要

量
を

指
定

願
い

た
い

。
イ

　
普

通
母

樹
及

び
普

通
母

樹
林

（
以

下
「

普
通

母
樹

等
」

と
い

う
。）

に
つ

い
て

は
、 

都
道

府
県

の
区

域
に

お
い

て
自

然
環

境
の

相
違

か
ら

林
木

の
生

育
に

大
き

な
差

異
が

認
め

ら
れ

る
区

域
ご

と
に

地
帯

区
分

を
設

け
、

そ
の

区
分

ご
と

に
今

後
の

造
林

の
動

向
を

勘
案

し
て

必
要

量
を

指
定

願
い

た
い

。
ウ

　
普

通
母

樹
等

の
指

定
に

当
た

っ
て

は
、

種
穂

の
採

取
者

の
生

産
活

動
の

便
、

生
産

事
業

者
及

び
造

林
者

の
種

苗
の

産
地

系
統

の
選

好
性

を
も

勘
案

願
い

た
い

。
エ

　
育

種
母

樹
等

か
ら

生
産

さ
れ

る
種

穂
の

量
は

今
後

増
加

す
る

の
で

、
そ

の
増

加
に

対
応

し
て

普
通

母
樹

等
の

指
定

量
を

調
整

願
い

た
い

。
ま

た
、

増
殖

し
た

特
定

母
樹

（
森

林
の

間
伐

等
の

実
施

の
促

進
に

関
す

る
特

別
措

置
法

（
平

成
20

年
法

律
第

32
号

）
第

２
条

第
２

項
に

規
定

す
る

特
定

母
樹

を
い

う
。

以
下

同
じ

。）
に

よ
り

構
成

さ
れ

た
採

種
園

、
採

穂
園

は
、

育
種

母
樹

等
に

適
切

に
指

定
願

い
た

い
。

（
2）

 法
第

４
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
特

別
母

樹
等

の
指

定
に

つ
い

て
は

、
別

途
通

知
す

る
。

３
　

保
護

管
理

法
第

６
条

の
指

定
採

取
源

の
保

護
又

は
管

理
に

関
す

る
規

定
は

、
通

常
の

森
林

施
業

に
よ

る
指

定
採

取
源

の
保

護
又

は
管

理
を

確
保

し
よ

う
と

す
る

も
の

で
あ

り
、

同
条

第
２

項
の

運
用

に
当

た
っ

て
は

、
保

護
又

は
管

理
に

関
し

通
常

行
わ

れ
る

森
林

施
業

の
範

囲
内

で
適

切
な

指
導

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
育

種
母

樹
、

普
通

母
樹

等
の

指
定

目
的

を
達

成
す

る
こ

と
を

旨
と

し
、

育
種

母
樹

、
普

通
母

樹
等

の
所

有
者

等
に

対
し

不
当

な
義

務
を

課
す

こ
と

の
な

い
よ

う
お

願
い

す
る

。
ま

た
、

特
別

母
樹

等
に

つ
い

て
も

、
現

況
の

把
握

に
留

意
し

、
同

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
る

命
令

を
要

す
る

事
態

が
発

生
し

た
と

き
は

、
遅

滞
な

く
通

知
す

る
よ

う
お

願
い

す
る

。
４

　
伐

採
の

制
限

（
1）

 法
第

７
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
、

特
別

母
樹

等
の

所
有

者
等

は
、

農
林

水
産

大
臣

の
許

可
を

受
け

た
場

合
に

は
こ

れ
ら

の
樹

木
を

伐
採

で
き

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
が

、
次

の
よ

う
な

場
合

に
は

、
特

別
母

樹
等

の
指

定
の

目
的

を
阻

害
す

る
お

そ
れ

が
な

い
も

の
と

し
て

伐
採

を
許

可
す

る
方

針
で

あ
る

の
で

御
了

知
願

い
た

い
。

ア
　

倒
木

又
は

枯
死

木
を

伐
採

す
る

場
合

イ
　

老
齢

で
結

実
し

な
く

な
っ

た
樹

木
を

伐
採

す
る

場
合

ウ
　

森
林

病
害

虫
等

が
付

着
し

て
い

る
樹

木
を

そ
の

ま
ん

延
を

防
止

す
る

た
め

伐
採

す
る

場
合

（
森

林
病

害
虫

等
防

除
法

（
昭

和
25

年
法

律
第

53
号

）
第

３
条

第
１

項
又

は
第

５
条

第
１

項
の

命
令

に
基

づ
き

伐
採
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す
る

場
合

を
除

く
。）

エ
　

林
齢

及
び

成
育

状
況

か
ら

み
て

立
木

密
度

が
高

く
そ

の
た

め
結

実
量

低
下

が
顕

著
な

特
別

母
樹

林
に

つ
い

て
結

実
の

増
加

を
図

る
目

的
で

優
勢

木
以

外
の

樹
木

を
伐

採
す

る
場

合
（

2）
 法

第
７

条
の

規
定

に
よ

り
指

定
採

取
源

の
伐

採
が

行
わ

れ
た

場
合

に
は

、
遅

滞
な

く
、

現
地

の
確

認
を

行
い

、
残

存
指

定
採

取
源

の
現

況
の

把
握

に
努

め
る

よ
う

お
願

い
す

る
。

５
　

特
別

母
樹

等
に

つ
い

て
の

損
失

補
償

特
別

母
樹

等
に

つ
い

て
の

損
失

補
償

に
つ

い
て

は
、

別
途

通
知

す
る

。
６

　
指

定
の

解
除

（
1）

 土
地

収
用

法
そ

の
他

の
法

令
に

よ
り

土
地

を
収

用
し

、
若

し
く

は
使

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
事

業
の

用
又

は
こ

れ
に

準
ず

る
用

に
供

す
る

た
め

に
必

要
な

場
合

に
は

、
法

第
９

条
第

２
項

に
規

定
す

る
公

益
上

の
理

由
に

よ
り

必
要

が
生

じ
た

も
の

と
し

て
指

定
採

取
源

の
指

定
を

解
除

す
る

こ
と

が
で

き
る

が
、

こ
の

場
合

に
お

い
て

も
、

指
定

採
取

源
が

優
良

種
苗

の
確

保
を

図
る

目
的

で
指

定
さ

れ
た

重
要

性
に

鑑
み

必
要

最
小

限
の

も
の

に
限

り
解

除
す

る
よ

う
お

願
い

す
る

。
（

2）
 育

種
母

樹
、

普
通

母
樹

等
の

指
定

を
解

除
し

た
こ

と
に

よ
り

都
道

府
県

に
お

け
る

今
後

の
造

林
の

推
進

に
必

要
な

種
穂

の
量

に
不

足
を

生
じ

る
お

そ
れ

の
あ

る
場

合
に

は
、

そ
の

不
足

量
を

採
取

し
得

る
樹

木
又

は
そ

の
集

団
を

育
種

母
樹

、
普

通
母

樹
等

に
指

定
す

る
よ

う
お

願
い

す
る

。
第

４
　

生
産

事
業

者
の

登
録

に
つ

い
て

１
　

趣
旨

本
法

に
お

い
て

登
録

制
度

が
採

用
さ

れ
た

理
由

は
、

種
苗

生
産

事
業

の
適

切
な

運
営

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

採
取

源
制

度
及

び
表

示
制

度
の

実
効

を
期

す
る

た
め

に
、

第
一

に
種

苗
の

生
産

流
通

等
に

関
す

る
必

要
な

知
識

を
修

得
さ

せ
る

こ
と

、
第

二
に

適
正

な
生

産
配

布
活

動
を

行
っ

て
い

る
生

産
事

業
者

を
都

道
府

県
知

事
が

確
認

し
、

公
表

す
る

こ
と

、
第

三
に

特
に

悪
質

な
生

産
事

業
者

に
つ

い
て

営
業

活
動

を
停

止
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
登

録
制

度
を

設
け

る
必

要
が

あ
る

た
め

で
あ

る
。

２
　

講
習

会
（

1）
 講

習
会

を
開

催
し

よ
う

と
す

る
と

き
は

、
令

第
３

条
の

規
定

に
よ

り
、

開
催

予
定

日
の

20
日

前
ま

で
に

開
催

の
日

時
、

場
所

等
を

公
告

す
る

こ
と

と
な

っ
て

い
る

が
、

開
催

予
定

日
を

定
め

る
に

当
た

っ
て

は
、

種
苗

生
産

関
係

者
の

大
部

分
が

農
業

と
の

兼
業

者
で

あ
る

実
態

に
鑑

み
、

で
き

る
だ

け
農

繁
期

を
避

け
る

よ
う

配
慮

し
、

そ
の

周
知

徹
底

方
に

つ
い

て
は

、
公

報
及

び
掲

示
板

に
掲

載
す

る
ほ

か
、

広
く

都
道

府
県

及
び

市
町

村
の

広
報

機
関

を
活

用
す

る
と

と
も

に
、

林
業

関
係

団
体

等
に

も
通

知
し

て
そ

の
協

力
を

求
め

る
よ

う
お

願
い

す
る

。
（

2）
 講

習
会

に
お

い
て

講
習

す
べ

き
事

項
及

び
そ

の
講

習
時

間
は

、
令

第
４

条
第

１
項

に
定

め
る

と
お

り
で

あ
る

が
、

そ
の

講
習

方
法

に
つ

い
て

は
、

別
紙

「
講

習
要

目
」

に
準

拠
し

て
行

う
よ

う
お

願
い

す
る

。
３

　
生

産
事

業
者

登
録

簿
（

1）
 令

第
２

条
の

生
産

事
業

者
登

録
簿

は
、種

苗
の

取
引

の
相

手
方

そ
の

他
の

第
三

者
か

ら
閲

覧
の

希
望

が
あ

っ
た

と
き

は
、

自
由

に
閲

覧
で

き
る

よ
う

配
慮

を
お

願
い

す
る

。
（

2）
 生

産
事

業
者

か
ら

法
第

13
条

第
１

項
又

は
第

３
項

の
規

定
に

よ
り

生
産

事
業

者
登

録
簿

の
登

載
事

項
に

変
更

が
あ

っ
た

旨
の

届
出

が
あ

っ
た

と
き

は
、

遅
滞

な
く

、
生

産
事

業
者

登
録

簿
の

訂
正

を
行

い
、

法
第

14
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
登

録
が

失
効

し
た

と
き

又
は

法
第

15
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
登

録
を

取
り

消
し

た
と

き
は

、
遅

滞
な

く
、

生
産

事
業

者
登

録
簿

の
当

該
生

産
事

業
者

に
係

る
登

載
事

項
を

抹
消

す
る

よ
う

お
願

い
す

る
。

４
　

登
録

の
取

消
し

法
第

15
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
登

録
の

取
消

し
は

、
生

産
事

業
者

の
行

う
生

産
事

業
の

全
面

禁
止

を
伴

う
極

め
て

厳
し

い
行

政
処

分
で

あ
り

、
一

方
、

法
第

19
条

の
規

定
に

よ
る

必
要

な
表

示
の

是
正

や
法

第
29

条
の

規
定

に
よ

る
配

布
の

制
限

又
は

禁
止

等
の

措
置

に
よ

り
本

法
の

目
指

す
法

益
を

守
る

こ
と

も
可

能
な

場
合

が
あ

る
。

し
た

が
っ

て
、

都
道

府
県

知
事

が
登

録
の

取
消

し
を

し
よ

う
と

す
る

と
き

は
、

個
々

の
具

体
的

事
例

に
応

じ
、

そ
の

必
要

性
の

判
断

に
慎

重
を

期
す

と
と

も
に

、
取

消
し

事
由

に
つ

い
て

の
立

証
が

で
き

る
よ

う
に

証
拠

の
保

全
等

に
留

意
す

る
よ

う
お

願
い

す
る

。
５

　
そ

の
他

（
1）

 本
法

に
お

け
る

登
録

制
度

は
、

登
録

の
有

効
期

間
を

設
け

な
い

こ
と

か
ら

、
特

に
生

産
事

業
者

の
実

態
の

把
握

及
び

そ
の

指
導

に
十

分
留

意
す

る
よ

う
お

願
い

す
る

。
（

2）
 生

産
事

業
者

の
登

録
に

関
す

る
事

務
は

、
当

該
生

産
事

業
者

の
住

所
地

を
管

轄
す

る
都

道
府

県
知

事
が

行
う

こ
と

と
な

る
が

、
生

産
事

業
者

の
生

産
配

布
活

動
が

他
の

都
道

府
県

の
区

域
に

及
ぶ

場
合

に
は

、
関

係
都

道
府

県
知

事
間

で
十

分
な

通
報

、
連

絡
を

行
う

こ
と

に
よ

り
そ

の
活

動
の

全
体

を
把

握
し

、
そ

の
指

揮
監

督
を

行
う

よ
う

お
願

い
す

る
。

第
５

　
配

布
事

業
者

の
届

出
に

つ
い

て
１

　
生

産
事

業
と

の
兼

業
生

産
事

業
者

が
自

ら
の

生
産

に
係

る
種

苗
の

ほ
か

に
他

の
者

の
生

産
に

係
る

種
苗

を
あ

わ
せ

配
布

す
る

場
合

に
は

、
生

産
事

業
者

の
登

録
を

受
け

る
ほ

か
、

法
第

17
条

第
１

項
の

届
出

を
行

う
こ

と
を

要
す

る
こ

と
と

な
る

の
で

、
こ

の
旨

周
知

す
る

よ
う

お
願

い
す

る
。

２
　

そ
の

他
配

布
事

業
者

の
届

出
や

届
出

事
項

の
変

更
の

届
出

等
に

関
す

る
事

務
は

当
該

配
布

事
業

者
の

住
所

地
を

管
轄

す
る

都
道

府
県

知
事

が
行

う
こ

と
と

な
る

が
、

配
布

事
業

者
の

配
布

活
動

が
他

の
都

道
府

県
に

及
ぶ

場
合

に
は

関
係

都
道

府
県

知
事

間
で

十
分

な
通

報
連

絡
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

そ
の

事
業

活
動

の
全

体
を

把
握

し
、

そ
の

指
導

監
督

を
行

う
よ

う
お

願
い

す
る

。
第

６
　

表
示

制
度

に
つ

い
て

１
　

趣
旨

林
業

種
苗

の
特

性
と

し
て

種
苗

の
外

観
等

か
ら

は
産

地
、

系
統

等
の

判
別

が
困

難
で

あ
る

た
め

、 
造

林
地

の
環

境
条

件
に

適
合

し
た

産
地

、
系

統
等

の
明

ら
か

な
優

良
種

苗
の

供
給

を
確

保
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
配

布
用

種
苗

に
つ

い
て

産
地

そ
の

他
必

要
事

項
の

表
示

を
義

務
づ

け
る

こ
と

と
し

た
も

の
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
本

制
度

は
と

く
に

造
林

者
の

理
解

を
も

っ
て

は
じ

め
て

そ
の

目
的

を
達

成
し

得
る

も
の

で
あ

る
の

で
、

生
産

事
業

者
及

び
配

布
事

業
者

に
対

し
て

は
も

ち
ろ

ん
、

造
林

者
及

び
そ

の
関

係
団

体
等

に
も

十
分

そ
の

趣
旨

の
徹

底
が

図
ら

れ
る

よ
う

お
願

い
す

る
。

２
　

表
示

書
を

交
付

す
る

こ
と

が
で

き
る

場
合

法
第

18
条

第
１

項
及

び
同

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

生
産

事
業

者
が

、
そ

の
採

取
又

は
育

成
に

係
る

種
苗

を
配

布
す

る
と

き
及

び
配

布
事

業
者

が
種

苗
を

そ
の

容
器

若
し

く
は

包
装

を
開

き
若

し
く

は
変

更
し

て
配

布
す

る
と

き
、

容
器

若
し

く
は

包
装

の
な

い
種

苗
を

容
器

に
入

れ
若

し
く

は
包

装
し

て
配

布
す

る
と

き
又

は
生

産
事

業
者

表
示

票
の

添
付

さ
れ

て
い

な
い

種
苗

を
配

布
す

る
と

き
は

、
当

該
種

苗
の

容
器

又
は

包
装

の
外

部
に

表
示

票
を

添
付

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
が

、 
こ

の
例

外
と

し
て

、
こ

れ
ら

の
者

が
表

示
票

を
添

付
せ

ず
に

表
示

書
を

交
付

し
て

種
苗

を
配

布
す

る
こ

と
が

で
き

る
場

合
は

、規
則

第
17

条
及

び
規

則
第

20
条

に
定

め
ら

れ
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
規

定
が

設
け

ら
れ

た
趣

旨
は

、
こ

れ
ら

の
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
種

苗
の

産
地

、
系

統
等

が
不

明
確

に
な

る
お

そ
れ

が
な

い
こ

と
か

ら
特

に
表

示
票

を
添

付
せ

ず
に

種
苗

を
配

布
す

る
こ

と
を

認
め

た
も

の
で

あ
る

の
で

、
関

係
団

体
等

を
通

じ
、

そ
の

趣
旨

を
周

知
さ

せ
、

こ
れ

ら
の

規
定

に
つ

い
て

特
に

厳
格

な
運

用
が

行
わ

れ
る

よ
う

指
導

を
お

願
い

す
る

。
３

　
表

示
票

に
記

載
で

き
る

事
項

(1
)　

法
第

18
条

第
３

項
の

規
定

に
よ

り
表

示
票

に
記

載
す

る
こ

と
が

で
き

る
事

項
に

つ
い

て
は

、
同

条
第

１
項

及
び

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
記

載
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

事
項

を
記

載
し

た
余

白
に

記
載

す
る

こ
と

と
な

る
が

、
こ

れ
ら

の
事

項
の
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記
載

順
序

、
配

列
等

が
不

統
一

に
な

る
こ

と
は

好
ま

し
く

な
い

の
で

、
で

き
る

だ
け

統
一

す
る

よ
う

関
係

団
体

等
を

指
導

す
る

よ
う

お
願

い
す

る
。

(2
)　

規
則

第
21

条
で

定
め

て
い

る
表

示
票

に
記

載
す

る
こ

と
が

で
き

る
事

項
の

う
ち

、
種

苗
の

銘
柄

、 
苗

木
の

根
元

径
及

び
苗

長
に

つ
い

て
の

規
格

に
つ

い
て

は
で

き
る

だ
け

統
一

さ
れ

る
よ

う
指

導
願

い
た

い
。

ま
た

、
同

条
第

５
号

の
規

定
に

よ
り

都
道

府
県

知
事

が
種

苗
に

つ
き

特
に

定
め

て
い

る
名

称
、

略
号

等
を

表
示

票
に

記
載

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

が
、

こ
れ

は
従

来
一

部
の

都
道

府
県

に
お

い
て

、「
需

給
苗

」、
「

確
認

苗
」

等
の

表
示

事
項

を
用

い
て

い
る

こ
と

を
考

慮
し

、
特

に
都

道
府

県
知

事
が

定
め

て
い

る
も

の
に

限
っ

て
表

示
票

に
記

載
で

き
る

こ
と

と
し

た
も

の
で

あ
る

の
で

、
御

了
知

願
い

た
い

。
さ

ら
に

、
同

条
第

７
号

の
規

定
に

よ
り

、
増

殖
し

た
特

定
母

樹
か

ら
採

取
さ

れ
た

種
穂

で
あ

る
か

ど
う

か
の

別
等

を
記

載
で

き
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

が
、

こ
れ

は
生

産
事

業
者

や
造

林
者

等
が

こ
れ

ら
の

種
苗

を
容

易
に

識
別

で
き

る
よ

う
に

し
、

こ
れ

ら
の

種
苗

の
一

層
の

普
及

を
図

ろ
う

と
す

る
も

の
で

あ
る

の
で

、
生

産
事

業
者

及
び

配
布

事
業

者
に

対
し

適
切

に
指

導
願

い
た

い
。

こ
の

ほ
か

、
同

条
第

８
号

の
規

定
に

よ
り

、
造

林
者

が
多

様
な

情
報

媒
体

で
種

苗
の

情
報

を
入

手
で

き
る

よ
う

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
ア

ド
レ

ス
を

記
載

で
き

る
こ

と
と

し
て

い
る

の
で

、
積

極
的

に
表

示
が

行
わ

れ
る

よ
う

周
知

を
お

願
い

す
る

。
第

７
　

証
明

制
度

に
つ

い
て

法
第

20
条

の
規

定
に

よ
る

証
明

は
、

種
穂

が
指

定
採

取
源

か
ら

採
取

さ
れ

た
こ

と
又

は
苗

木
が

指
定

採
取

源
か

ら
採

取
さ

れ
た

種
穂

か
ら

育
成

さ
れ

た
こ

と
に

つ
い

て
の

事
実

を
確

認
す

る
こ

と
を

内
容

と
す

る
も

の
で

あ
っ

て
、

そ
れ

ら
の

種
苗

が
造

林
の

用
に

供
さ

れ
た

場
合

に
優

良
な

生
育

を
示

す
こ

と
に

つ
い

て
ま

で
直

接
に

保
証

し
よ

う
と

す
る

も
の

で
は

な
い

。
こ

の
こ

と
は

種
苗

生
産

者
、

造
林

者
等

に
誤

解
を

招
き

や
す

い
点

で
あ

る
の

で
十

分
趣

旨
の

徹
底

を
図

る
よ

う
お

願
い

す
る

。
第

８
　

種
穂

の
採

取
に

つ
い

て
の

努
力

義
務

に
つ

い
て

法
第

22
条

に
お

い
て

、
生

産
事

業
者

は
種

穂
を

採
取

す
る

と
き

は
指

定
採

取
源

か
ら

採
取

す
る

よ
う

に
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
も

の
と

さ
れ

て
い

る
が

、
こ

の
規

定
は

指
定

採
取

源
以

外
か

ら
の

種
穂

の
採

取
を

禁
止

す
る

こ
と

を
内

容
と

す
る

も
の

で
は

な
い

。
こ

の
よ

う
に

指
定

採
取

源
か

ら
の

種
穂

の
採

取
に

つ
い

て
努

力
義

務
を

課
す

に
と

ど
め

た
の

は
、

指
定

採
取

源
以

外
か

ら
の

採
取

を
禁

止
す

る
こ

と
は

取
締

上
そ

の
完

全
な

実
効

を
期

し
が

た
い

こ
と

、
法

第
23

条
に

よ
り

劣
悪

な
種

穂
が

採
取

さ
れ

る
お

そ
れ

の
あ

る
樹

木
又

は
そ

の
集

団
か

ら
の

採
取

を
禁

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
と

な
っ

て
い

る
こ

と
、 

表
示

制
度

の
徹

底
に

伴
い

造
林

者
側

か
ら

の
選

好
に

よ
っ

て
指

定
採

取
源

以
外

か
ら

の
採

取
は

少
な

く
な

っ
て

い
く

も
の

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

等
の

理
由

に
よ

る
も

の
で

あ
る

。
し

か
し

、
造

林
者

側
の

選
好

を
期

待
す

る
ま

で
に

は
、

な
お

相
当

の
期

間
が

必
要

と
思

わ
れ

る
の

で
、

生
産

事
業

者
に

対
し

指
定

採
取

源
か

ら
種

穂
を

採
取

す
る

よ
う

に
積

極
的

に
指

導
す

る
よ

う
お

願
い

す
る

。
第

９
　

種
子

の
採

取
時

期
の

指
定

に
つ

い
て

法
第

23
条

の
規

定
に

よ
り

都
道

府
県

知
事

は
種

穂
を

採
取

す
べ

き
時

期
を

指
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

と
な

っ
て

い
る

が
、

こ
の

場
合

に
お

け
る

種
子

を
採

取
す

べ
き

時
期

の
指

定
は

、
規

則
第

27
条

に
定

め
て

い
る

範
囲

内
で

、
都

道
府

県
の

管
内

に
お

い
て

気
候

条
件

等
が

著
し

く
異

な
る

地
域

が
あ

る
場

合
に

は
こ

れ
ら

の
地

域
ご

と
に

時
期

を
定

め
る

等
実

態
に

即
し

て
行

う
よ

う
お

願
い

す
る

。
第

10
　

種
苗

の
配

布
区

域
の

指
定

に
つ

い
て

法
第

24
条

の
規

定
に

よ
る

種
苗

の
配

布
区

域
に

つ
い

て
は

、
気

候
、

土
壌

条
件

、
造

林
成

績
等

を
踏

ま
え

て
行

っ
て

い
る

も
の

で
あ

る
が

、
物

流
網

の
発

達
等

に
よ

り
遠

隔
地

の
種

苗
の

入
手

も
容

易
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

配
布

区
域

以
外

の
区

域
を

受
取

地
と

す
る

種
苗

の
配

布
が

行
わ

れ
な

い
よ

う
、

周
知

を
お

願
い

す
る

。
ま

た
、

当
該

規
定

は
、

配
布

区
域

内
の

都
道

府
県

間
の

種
苗

の
流

通
を

妨
げ

る
も

の
で

は
な

い
の

で
、

種
苗

の
生

産
、

流
通

等
に

関
し

、
他

の
都

道
府

県
と

連
携

を
図

る
よ

う
お

願
い

す
る

。

第
11

　
帳

簿
の

備
付

け
に

つ
い

て
種

苗
の

取
引

を
公

正
明

朗
化

し
、

生
産

事
業

者
等

に
対

す
る

配
布

用
種

苗
に

つ
い

て
の

表
示

の
義

務
づ

け
、

配
布

区
域

の
制

限
、

証
明

の
た

め
の

確
認

等
の

制
度

の
実

施
を

確
実

に
す

る
た

め
、

法
第

26
条

の
規

定
に

よ
り

生
産

事
業

者
及

び
配

布
事

業
者

は
帳

簿
を

備
え

、
種

苗
を

採
取

し
、

他
の

者
か

ら
配

布
を

受
け

、
又

は
配

布
し

た
と

き
は

、
そ

の
つ

ど
、

こ
れ

に
所

定
の

事
項

を
記

載
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

と
さ

れ
た

が
、

生
産

事
業

者
及

び
配

布
事

業
者

の
大

部
分

が
こ

の
よ

う
な

事
務

に
不

慣
れ

で
あ

り
、

帳
簿

の
記

載
に

当
た

っ
て

不
備

な
点

が
多

い
も

の
と

予
想

さ
れ

る
の

で
、

特
段

の
指

導
を

お
願

い
す

る
。

第
12

　
国

及
び

都
道

府
県

の
援

助
に

つ
い

て
法

第
30

条
は

、
優

良
な

種
苗

の
供

給
の

確
保

及
び

そ
の

普
及

に
つ

い
て

の
行

政
庁

の
姿

勢
を

示
し

た
も

の
で

あ
る

が
、

種
苗

の
生

産
、

流
通

等
の

実
態

か
ら

み
て

、
本

法
で

規
定

す
る

諸
制

度
の

実
施

と
あ

わ
せ

て
、

従
来

国
及

び
都

道
府

県
が

行
っ

て
い

る
需

給
情

報
の

共
有

そ
の

他
優

良
種

苗
確

保
の

た
め

の
施

策
を

さ
ら

に
強

力
に

推
進

す
る

こ
と

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
の

で
、

各
都

道
府

県
に

お
い

て
も

こ
れ

ら
の

措
置

の
拡

充
強

化
を

図
る

よ
う

お
願

い
す

る
。

別
 紙

講
 習

 要
 目

１
　

種
苗

に
関

す
る

法
令

（
1）

 要
目

林
業

種
苗

法
、

同
法

施
行

令
、

同
法

施
行

規
則

、
森

林
法

並
び

に
種

苗
の

生
産

、
流

通
等

に
関

す
る

都
道

府
県

の
条

例
及

び
規

則
（

2）
 指

導
要

領
法

令
の

説
明

に
当

た
っ

て
は

、
努

め
て

平
易

に
実

例
を

あ
げ

て
行

う
こ

と
。

特
に

、
林

業
種

苗
法

令
に

つ
い

て
は

、
造

林
事

業
の

実
施

状
況

等
こ

れ
を

制
定

す
る

に
至

っ
た

背
景

を
説

明
す

る
こ

と
に

よ
り

そ
の

趣
旨

の
徹

底
を

図
る

こ
と

。
２

　
種

苗
の

産
地

及
び

系
統

に
関

す
る

事
項

（
1）

 要
目

種
苗

の
産

地
及

び
系

統
の

意
義

、
林

木
育

種
の

体
系

並
び

に
産

地
及

び
系

統
の

区
分

及
び

そ
の

判
別

方
法

（
2）

 指
導

要
領

樹
木

の
繁

殖
方

法
か

ら
く

る
遺

伝
の

特
性

を
図

解
し

て
説

明
す

る
こ

と
に

よ
り

種
苗

の
産

地
及

び
系

統
の

意
義

並
び

に
林

木
育

種
体

系
の

特
徴

を
明

ら
か

に
す

る
と

と
も

に
種

苗
の

産
地

及
び

系
統

並
び

に
育

種
種

苗
が

林
業

に
与

え
る

影
響

を
講

習
す

る
こ

と
。

ま
た

、
産

地
及

び
系

統
の

区
分

並
び

に
そ

の
判

別
方

法
に

つ
い

て
は

、
そ

の
地

方
の

主
要

母
樹

、
在

来
系

統
、

育
種

種
苗

等
を

例
示

し
て

講
習

す
る

こ
と

。
３

　
種

苗
の

生
産

技
術

に
関

す
る

事
項

（
1）

 要
目

種
穂

の
採

取
及

び
貯

蔵
並

び
に

苗
木

の
育

成
の

方
法

（
2）

 指
導

要
領

そ
の

地
域

の
気

候
、

土
壌

条
件

等
か

ら
み

て
適

当
と

思
わ

れ
る

種
穂

の
採

取
及

び
貯

蔵
の

方
法

並
び

に
苗

木
の

病
害

虫
の

早
期

発
見

と
そ

の
防

除
、

肥
培

管
理

等
の

方
法

に
つ

い
て

具
体

的
に

説
明

す
る

こ
と

。
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2.
3.
4.
5.
6.
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５
．林
業
種
苗
法
の
運
用
に
つ
い
て
　

（
昭

和
45

年
10

月
９

日
45

林
野

造
第

12
46

号
林

野
庁

長
官

通
知

）
最

終
改

正
（

令
和

３
年

６
月

30
日

３
林

整
整

第
31

8
号

）

さ
き

に
公

布
さ

れ
た

林
業

種
苗

法
（

昭
和

45
年

法
律

第
89

号
。

以
下

「
法

」
と

い
う

。）
の

施
行

に
つ

い
て

は
、「

林
業

種
苗

法
の

施
行

に
つ

い
て

」（
昭

和
45

年
８

月
31

日
付

け
林

野
造

第
88

7
号

事
務

次
官

通
知

。
以

下「
次

官
通

知
」と

い
う

。）
に

よ
り

通
知

さ
れ

た
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
同

法
の

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
さ

ら
に

、
下

記
事

項
に

ご
留

意
の

う
え

遺
憾

の
な

い
よ

う
に

さ
れ

た
い

。
記

第
１

　
定

義
に

つ
い

て
こ

の
通

知
に

お
い

て
「

育
種

母
樹

等
」、

「
普

通
母

樹
等

」、
「

特
別

母
樹

等
」

及
び

「
育

種
母

樹
、

普
通

母
樹

等
」

の
用

語
の

定
義

に
つ

い
て

は
、

次
官

通
知

の
当

該
用

語
の

定
義

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
第

２
　

対
象

樹
種

に
つ

い
て

林
業

種
苗

法
施

行
令

(昭
和

45
年

政
令

第
19

4
号

。
以

下「
令

」と
い

う
。

)第
１

条
に

規
定

さ
れ

て
い

る
樹

種
の

う
ち

、
か

ら
ま

つ
又

は
え

ぞ
ま

つ
に

は
、

従
前

ど
お

り
そ

れ
ぞ

れ
ぐ

い
ま

つ
又

は
あ

か
え

ぞ
ま

つ
を

含
め

て
取

り
扱

う
こ

と
と

す
る

。
第

３
　

指
定

採
取

源
に

つ
い

て
１

　
指

定
(1

)　
次

官
通

知
の

第
３

の
２

の
(1

)の
イ

の
地

帯
区

分
を

行
う

に
際

し
て

は
、

海
抜

高
、

降
水

量
、

積
雪

量
、

気
温

、
基

岩
、

土
壌

型
等

の
因

子
の

う
ち

都
道

府
県

に
お

け
る

造
林

事
業

の
実

施
上

特
に

必
要

と
す

る
因

子
を

考
慮

し
て

す
る

も
の

と
す

る
。

(2
)　

法
第

３
条

第
３

項
の

規
定

に
よ

る
指

定
に

係
る

樹
木

又
は

そ
の

集
団

の
所

有
者

等
の

意
見

の
聴

取
に

当
た

っ
て

は
、

当
該

樹
木

等
の

施
業

計
画

を
聞

く
と

と
も

に
、

指
定

採
取

源
制

度
の

趣
旨

を
説

明
す

る
こ

と
に

よ
り

所
有

者
等

の
協

力
を

得
る

よ
う

努
め

る
も

の
と

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

所
有

者
等

の
意

見
の

内
容

、
意

見
を

聴
取

し
た

年
月

日
等

必
要

事
項

を
記

録
し

て
お

く
よ

う
お

願
い

す
る

。
(3

)　
民

有
林

に
お

い
て

必
要

と
す

る
指

定
採

取
源

の
量

を
確

保
す

る
こ

と
が

困
難

な
場

合
に

国
有

林
野

の
管

理
経

営
に

関
す

る
法

律
(昭

和
26

年
法

律
第

24
6

号
)第

２
条

に
規

定
す

る
国

有
林

野
及

び
旧

公
有

林
野

官
行

造
林

法
(大

正
９

年
法

律
第

７
号

)第
１

条
の

契
約

に
係

る
森

林
の

樹
木

又
は

そ
の

集
団

を
普

通
母

樹
等

に
指

定
し

よ
う

と
す

る
と

き
は

、
当

該
樹

木
又

は
そ

の
集

団
を

管
理

す
る

森
林

管
理

局
長

と
協

議
す

る
も

の
と

す
る

。
(4

)　
他

の
法

令
に

基
づ

く
施

業
制

限
が

あ
る

樹
木

又
は

そ
の

集
団

を
普

通
母

樹
等

に
指

定
し

よ
う

と
す

る
場

合
に

は
、

種
穂

の
採

取
の

方
法

が
そ

の
施

業
制

限
に

反
し

な
い

も
の

に
限

る
も

の
と

す
る

。
(5

)ア
　「

育
種

母
樹

、普
通

母
樹

等
」

を
指

定
し

た
と

き
に

は
、指

定
採

取
源

の
種

別
（

例
「

普
通

母
樹

」、「
育

種
母

樹
林

」）
、

指
定

番
号

及
び

指
定

者
名

を
記

載
し

た
標

識
を

設
置

す
る

よ
う

お
願

い
す

る
。

イ
　

ア
の

指
定

番
号

に
は

、
指

定
者

名
の

略
号

、
指

定
採

取
源

の
種

別
（

育
種

母
樹

等
に

あ
っ

て
は

「
育

」、
普

通
母

樹
等

に
あ

っ
て

は
「

普
」）

並
び

に
指

定
年

度
及

び
そ

の
指

定
年

度
ご

と
の

通
し

番
号

を
付

す
も

の
と

す
る

。
例

 「
東

京
 育

 ４
５

－
２

６
」

２
　

保
護

管
理

(1
)　

法
第

６
条

第
２

項
の

有
害

な
行

為
と

は
、

指
定

目
的

の
達

成
に

支
障

を
及

ぼ
す

お
そ

れ
の

あ
る

樹
木

の
損

傷
、

土
石

の
採

取
、

土
地

の
掘

削
、

樹
脂

又
は

樹
根

の
採

取
等

の
行

為
を

指
す

も
の

と
す

る
。

(2
)　

法
第

６
条

第
２

項
に

基
づ

く
育

種
母

樹
、

普
通

母
樹

等
の

保
護

又
は

管
理

の
た

め
の

指
示

を
行

う
に

当
た

っ
て

は
、

措

置
す

べ
き

内
容

、
期

限
等

を
明

示
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

措
置

状
況

に
つ

い
て

確
認

す
る

よ
う

お
願

い
す

る
。

３
　

特
別

母
樹

等
の

伐
採

都
道

府
県

の
事

務
の

自
治

事
務

化
に

伴
い

、
法

第
７

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
る

許
可

を
受

け
よ

う
と

す
る

場
合

の
伐

採
許

可
申

請
書

の
提

出
は

、
農

林
水

産
大

臣
宛

に
直

接
行

う
こ

と
と

な
る

の
で

、 
特

別
母

樹
等

の
所

有
者

等
へ

の
周

知
と

指
導

を
お

願
い

す
る

。
４

　
指

定
の

解
除

法
第

７
条

第
３

項
の

規
定

に
よ

り
、

育
種

母
樹

、
普

通
母

樹
等

の
伐

採
の

届
出

が
あ

っ
た

場
合

に
は

、
そ

の
届

出
の

内
容

に
従

っ
た

伐
採

が
行

わ
れ

た
か

否
か

を
確

認
す

る
も

の
と

し
、

当
該

届
出

に
係

る
伐

採
の

結
果

、
指

定
理

由
が

消
滅

し
た

と
認

め
ら

れ
る

と
き

は
、

そ
の

部
分

に
つ

き
速

や
か

に
法

第
９

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

指
定

の
解

除
を

行
う

も
の

と
す

る
。

５
　

そ
の

他
(1

)　
法

第
３

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
る

指
定

採
取

源
の

指
定

を
し

た
と

き
、

法
第

７
条

第
３

項
の

規
定

に
よ

る
伐

採
の

届
出

が
あ

っ
た

と
き

並
び

に
法

第
９

条
第

１
項

及
び

第
２

頃
の

規
定

に
よ

る
指

定
採

取
源

の
解

除
を

し
た

と
き

は
、

別
記

様
式

第
１

号
の

指
定

採
取

源
台

帳
及

び
別

記
様

式
第

２
号

の
指

定
採

取
源

整
理

簿
に

記
載

整
理

す
る

よ
う

お
願

い
す

る
。

(2
)　

指
定

採
取

源
の

積
極

的
な

利
用

を
促

進
す

る
た

め
、

指
定

採
取

源
に

つ
い

て
の

気
候

そ
の

他
の

 
自

然
条

件
、

生
育

状
況

等
に

関
す

る
詳

細
な

資
料

を
内

容
と

す
る

指
定

採
取

源
リ

ス
ト

を
作

成
し

、
こ

れ
を

都
道

府
県

出
先

事
務

所
、

市
町

村
、

種
苗

生
産

者
の

組
織

す
る

団
体

、
森

林
組

合
等

に
で

き
る

だ
け

広
く

配
布

し
、

そ
の

活
用

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
造

林
者

の
種

苗
の

選
好

性
を

高
め

る
よ

う
お

願
い

す
る

。
第

４
　

生
産

事
業

者
の

登
録

に
つ

い
て

１
　

組
合

等
委

託
生

産
者

の
取

扱
い

森
林

組
合

、
森

林
組

合
連

合
会

等
（

以
下

「
組

合
等

」
と

い
う

。
)が

組
合

員
等

に
委

託
し

て
種

苗
生

産
事

業
を

行
う

場
合

に
は

次
の

諸
要

件
が

具
備

さ
れ

て
い

る
委

託
生

産
に

限
り

委
託

者
で

あ
る

組
合

等
を

登
録

義
務

者
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。

(1
)　

委
託

者
が

作
成

し
た

養
苗

事
業

（
種

苗
の

採
取

又
は

育
成

の
事

業
)計

画
に

基
づ

く
も

の
で

あ
る

こ
と

。
(2

)　
次

の
ア

か
ら

エ
ま

で
の

事
項

に
つ

い
て

委
託

者
と

受
託

者
と

の
間

に
文

書
に

よ
る

契
約

が
成

立
し

て
い

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
ア

　
生

産
に

使
用

さ
れ

る
種

子
、

穂
木

又
は

幼
苗

は
、

全
て

委
託

者
か

ら
支

給
さ

れ
た

も
の

で
あ

る
か

又
は

そ
の

産
地

・
系

統
の

選
定

、
購

入
先

等
が

委
託

者
の

指
示

に
よ

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
イ

　
委

託
者

か
ら

示
さ

れ
た

生
産

方
法

等
に

基
づ

き
、

受
託

者
が

適
正

な
生

産
活

動
を

行
う

の
に

要
す

る
費

用
を

委
託

者
が

負
担

す
る

と
と

も
に

、
生

産
の

途
中

に
お

い
て

受
託

者
の

責
に

帰
す

こ
と

の
で

き
な

い
事

由
に

よ
り

事
後

の
生

産
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
に

お
い

て
、

そ
れ

ま
で

に
要

し
た

適
正

な
費

用
を

委
託

者
が

負
担

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

ウ
　

委
託

者
又

は
そ

の
使

用
人

そ
の

他
の

従
業

者
で

あ
っ

て
講

習
会

(法
第

10
条

第
３

項
第

３
号

イ
の

講
習

会
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

)の
課

程
を

修
了

し
た

者
が

そ
の

生
産

に
つ

き
直

接
指

導
監

督
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
エ

　
生

産
さ

れ
た

種
苗

の
所

有
権

及
び

処
分

権
は

委
託

者
に

帰
属

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

２
　

生
産

事
業

者
が

都
道

府
県

の
区

域
を

越
え

て
住

所
を

移
転

し
た

場
合

の
措

置
都

道
府

県
の

事
務

の
自

治
事

務
化

に
伴

い
、

生
産

事
業

者
の

登
録

の
権

限
は

当
該

生
産

事
業

者
の

住
所

地
を

管
轄

す
る

都
道

府
県

知
事

の
権

限
と

な
る

こ
と

か
ら

、
生

産
事

業
者

が
都

道
府

県
の

区
域

を
越

え
て

住
所

を
移

転
し

た
場

合
に

は
、

旧
住

所
地

を
管

轄
す

る
都

道
府

県
知

事
に

対
し

法
第

13
条

第
３

項
に

基
づ

く
事

業
の

廃
止

届
を

提
出

す
る

と
と

も
に

、
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新
住

所
地

を
管

轄
す

る
都

道
府

県
知

事
に

新
た

に
登

録
の

申
請

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
と

な
る

の
で

、
生

産
事

業
者

へ
の

周
知

と
指

導
を

お
願

い
す

る
。

３
　

生
産

事
業

者
の

届
出

法
第

13
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

る
届

出
及

び
再

交
付

の
申

請
に

つ
い

て
は

、
登

録
証

が
滅

失
又

は
汚

損
し

た
事

実
を

確
認

し
た

の
ち

速
や

か
に

行
う

よ
う

指
導

を
お

願
い

す
る

。
４

　
生

産
事

業
者

が
死

亡
し

た
場

合
の

取
扱

い
第

10
の

(2
) に

よ
り

生
産

事
業

者
が

死
亡

し
た

こ
と

等
を

確
認

し
た

と
き

、
そ

の
他

そ
の

事
実

を
確

認
し

た
と

き
は

、
遅

滞
な

く
生

産
事

業
者

登
録

簿
の

当
該

生
産

事
業

者
の

登
載

事
項

を
抹

消
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

旨
を

公
告

す
る

よ
う

お
願

い
す

る
。

５
　

そ
の

他
(1

)　
法

第
11

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

講
習

会
の

課
程

を
修

了
し

た
者

に
対

し
交

付
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
修

了
証

明
書

の
様

式
は

、
別

記
様

式
第

３
号

に
よ

る
も

の
と

し
、

当
該

修
了

証
明

書
を

交
付

し
た

と
き

は
、

別
記

様
式

第
４

号
の

生
産

事
業

者
講

習
会

修
了

者
台

帳
に

記
載

整
理

す
る

よ
う

お
願

い
す

る
。

(2
)　

令
第

２
条

の
生

産
事

業
者

登
録

簿
の

様
式

は
別

記
様

式
第

５
号

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
第

５
　

配
布

事
業

者
の

届
出

に
つ

い
て

１
　

配
布

事
業

者
届

出
簿

都
道

府
県

知
事

は
、

法
第

17
条

の
規

定
に

よ
る

配
布

事
業

者
の

届
出

が
あ

っ
た

と
き

は
、

別
記

様
式

第
６

号
の

配
布

事
業

者
届

出
簿

に
記

載
整

理
す

る
よ

う
お

願
い

す
る

。
２

　
配

布
事

業
者

が
都

道
府

県
の

区
域

を
越

え
て

住
所

を
移

転
し

た
場

合
の

措
置

都
道

府
県

の
事

務
の

自
治

事
務

化
に

伴
い

、
配

布
事

業
者

の
届

出
受

理
の

権
限

は
当

該
配

布
事

業
者

の
住

所
地

を
管

轄
す

る
都

道
府

県
知

事
の

権
限

と
な

る
こ

と
か

ら
、

配
布

事
業

者
が

都
道

府
県

の
区

域
を

越
え

て
住

所
を

移
転

し
た

場
合

に
は

、
旧

住
所

地
を

管
轄

す
る

都
道

府
県

知
事

に
対

し
法

第
17

条
第

２
項

に
基

づ
く

事
業

の
廃

止
届

を
提

出
す

る
と

と
も

に
、

新
住

所
地

を
管

轄
す

る
都

道
府

県
知

事
に

新
た

に
法

第
17

条
第

１
項

の
配

布
事

業
開

始
の

届
出

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
と

な
る

の
で

、
配

布
事

業
者

等
へ

の
周

知
と

指
導

を
お

願
い

す
る

。
第

６
　

表
示

制
度

に
つ

い
て

１
　

表
示

票
の

記
載

事
項

(1
)　

種
穂

の
採

取
の

場
所

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
市

町
村

単
位

ま
で

表
示

す
る

も
の

と
し

、
苗

木
の

育
成

の
場

所
に

つ
い

て
は

、
大

字
単

位
ま

で
を

表
示

す
る

も
の

と
す

る
。

こ
の

場
合

、
そ

の
一

部
が

不
明

の
場

合
に

は
、

判
明

し
て

い
る

部
分

に
つ

い
て

記
載

し
、

不
明

な
部

分
に

つ
い

て
の

み
不

明
と

記
載

す
る

も
の

と
す

る
。

(2
)　

指
定

採
取

源
の

種
別

の
表

示
に

つ
い

て
は

第
３

の
１

の
(6

)の
イ

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
２

　
表

示
書

の
交

付
(1

)　
規

則
第

17
条

又
は

第
20

条
の

規
定

に
よ

り
、

生
産

事
業

者
又

は
配

布
事

業
者

が
表

示
書

を
交

付
す

る
こ

と
が

で
き

る
場

合
に

つ
い

て
は

、
造

林
の

用
に

供
す

る
者

の
代

理
受

領
は

認
め

な
い

こ
と

と
す

る
。

た
だ

し
、

当
該

造
林

の
用

に
供

す
る

者
の

家
族

又
は

使
用

人
そ

の
他

の
従

業
者

に
つ

い
て

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

(2
)　

表
示

書
の

様
式

は
特

に
定

め
な

い
が

、
表

示
事

項
の

記
載

順
序

、
配

列
等

に
つ

い
て

は
、

表
示

票
に

準
ず

る
も

の
と

す
る

。
３

　
表

示
義

務
の

違
反

に
対

す
る

是
正

命
令

法
第

19
条

に
基

づ
く

表
示

義
務

の
違

反
に

対
す

る
是

正
命

令
を

行
う

に
当

た
っ

て
は

、
措

置
を

す
べ

き
内

容
、

期
限

等
を

明
示

し
た

文
書

を
交

付
し

て
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

是
正

状
況

に
つ

い
て

確
認

す
る

よ
う

お
願

い
す

る
。

第
７

　
証

明
制

度
に

つ
い

て

１
　

証
明

区
分

規
則

第
23

条
第

１
項

の
規

定
で

明
ら

か
な

と
お

り
都

道
府

県
知

事
は

、
種

穂
と

苗
木

と
を

一
貫

し
た

証
明

を
行

う
こ

と
は

で
き

ず
、

ま
た

、
苗

木
の

場
合

に
あ

っ
て

は
幼

苗
と

し
て

包
装

、
出

荷
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
も

の
は

幼
苗

の
証

明
を

必
要

と
し

、
そ

の
他

の
苗

木
に

あ
っ

て
は

幼
苗

以
外

の
苗

木
の

証
明

を
必

要
と

す
る

。
ま

た
、

幼
苗

に
は

、
は

種
又

は
さ

し
付

け
後

に
掘

り
取

っ
た

も
の

と
そ

の
後

に
１

回
床

替
を

行
っ

た
も

の
と

の
２

種
類

が
あ

る
が

、
証

明
の

区
分

上
の

幼
苗

は
前

者
を

さ
す

こ
と

と
し

、
後

者
に

つ
い

て
は

幼
苗

以
外

の
苗

木
と

し
て

取
り

扱
う

こ
と

と
す

る
。

２
　

証
明

の
申

請
(1

)　
法

第
20

条
に

お
い

て
証

明
の

申
請

が
あ

っ
た

場
合

に
は

、
都

道
府

県
知

事
は

証
明

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
と

し
て

い
る

の
は

、
当

該
証

明
の

申
請

を
受

理
す

る
か

否
か

に
つ

い
て

都
道

府
県

知
事

の
自

由
裁

量
を

認
め

る
趣

旨
で

は
な

い
の

で
御

留
意

願
い

た
い

。
(2

)　
種

苗
の

生
産

過
程

に
お

い
て

生
産

数
量

に
変

動
を

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
の

で
、

申
請

に
当

た
っ

て
は

適
確

な
数

量
の

申
請

を
行

う
よ

う
御

指
導

願
い

た
い

。
３

　
証

明
の

申
請

手
数

料
(1

)　
申

請
手

数
料

は
、

種
子

に
あ

っ
て

は
１

キ
ロ

グ
ラ

ム
穂

木
及

び
苗

木
に

あ
っ

て
は

１
万

本
を

単
位

と
し

て
い

る
が

、
数

量
に

端
数

を
生

じ
た

場
合

の
端

数
に

係
る

部
分

の
申

請
手

数
料

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
単

位
に

つ
い

て
定

め
ら

れ
て

い
る

金
額

に
数

量
の

端
数

を
乗

じ
た

額
と

す
る

。
(2

)　
幼

苗
以

外
の

苗
木

の
場

合
の

事
実

の
確

認
回

数
と

は
、

最
初

の
生

産
過

程
に

お
け

る
種

穂
の

は
種

若
し

く
は

さ
し

付
け

又
は

幼
苗

の
床

替
え

と
最

後
の

生
産

過
程

に
お

け
る

苗
木

の
包

装
と

を
そ

れ
ぞ

れ
１

回
と

し
、

こ
れ

に
育

成
途

中
の

床
替

回
数

を
加

え
た

も
の

で
あ

っ
て

、
こ

れ
ら

の
事

実
の

確
認

に
要

し
た

日
数

を
指

す
も

の
で

は
な

い
。

４
　

事
実

の
確

認
(1

)　
法

第
20

条
の

規
定

に
よ

り
、

職
員

に
証

明
に

係
る

事
実

の
確

認
を

さ
せ

た
と

き
は

、
確

認
年

月
日

、
確

認
場

所
、

立
会

し
た

職
員

の
氏

名
、

確
認

数
量

等
を

記
録

さ
せ

る
こ

と
と

す
る

。
(2

)　
確

認
を

し
た

種
苗

と
そ

の
他

の
種

苗
と

が
混

同
す

る
お

そ
れ

の
あ

る
場

合
は

、
確

認
種

苗
に

仮
封

印
を

施
す

等
の

措
置

を
講

ず
る

こ
と

と
す

る
。

第
８

　
種

穂
の

採
取

の
禁

止
に

つ
い

て
(1

)　
法

第
23

条
の

規
定

に
よ

り
、

種
穂

の
採

取
を

禁
止

す
る

樹
木

又
は

そ
の

集
団

の
指

定
に

当
た

っ
て

は
、

こ
れ

ら
の

樹
木

又
は

そ
の

集
団

か
ら

採
取

し
た

種
穂

に
係

る
苗

木
を

用
い

た
造

林
地

の
生

育
状

況
等

を
把

握
す

る
等

の
措

置
を

講
じ

、
劣

悪
性

の
確

実
な

も
の

に
つ

い
て

行
う

よ
う

御
留

意
願

い
た

い
。

(2
)　

規
則

第
28

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
る

公
示

は
、

指
定

年
月

日
、

樹
種

、
所

在
場

所
及

び
本

数
並

び
に

樹
木

の
集

団
を

指
定

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
面

積
に

つ
い

て
す

る
も

の
と

す
る

。
(3

)　
配

布
用

の
種

穂
の

採
取

を
禁

止
す

る
樹

木
又

は
そ

の
集

団
を

指
定

し
た

場
合

に
は

、
そ

の
禁

止
に

係
る

樹
木

又
は

そ
の

集
団

の
見

や
す

い
場

所
に

、
種

穂
の

採
取

を
禁

止
す

る
旨

、
樹

種
及

び
都

道
府

県
名

を
記

載
し

た
標

識
を

設
置

す
る

よ
う

お
願

い
す

る
。

第
９

　
帳

簿
の

備
付

け
に

つ
い

て
法

第
26

条
の

規
定

に
よ

り
備

付
け

る
帳

簿
は

、
同

条
及

び
規

則
第

31
条

に
定

め
る

記
載

事
項

を
、

規
則

第
30

条
に

定
め

る
記

載
方

法
に

よ
り

、
同

規
則

同
条

に
定

め
る

保
存

期
間

に
わ

た
り

確
実

に
記

録
し

て
お

く
こ

と
が

で
き

、
か

つ
、

必
要

に
応

じ
直

ち
に

そ
の

記
載

事
項

が
確

認
で

き
る

状
態

に
あ

る
も

の
で

あ
れ

ば
、

紙
で

作
成

・
保

存
さ

れ
る

も
の

に
限

ら
ず

、
そ

れ
が

磁
気

テ
ー

プ
、

磁
気

デ
ィ

ス
ク

、
光

デ
ィ

ス
ク

そ
の

他
こ

れ
ら

に
準

じ
て

作
成

・
保

存
さ

れ
る

も
の

で
あ

っ
て

も
差

し
支

え
な

い
も

の
と

す
る

。
第

10
　

報
告

の
徴

収
に

つ
い

て
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(1
)　
法
第
27
条
に
基
づ
き
指
定
採
取
源
の
所
有
者
等
又
は
生
産
事
業
者
若
し
く
は
配
布
事
業
者
か
ら
報
告
を
徴
収
す
る

場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
経
費
、
労
力
等
の
面
で
過
重
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
御
配
慮
願
い
た
い
。

(2
)　
都
道
府
県
知
事
は
、
生
産
事
業
者
及
び
配
布
事
業
者
の
種
苗
の
生
産
数
量
、
都
道
府
県
内
外
別
の
出
荷
先
等
を
把
握

す
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

(3
)　
都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
採
取
源
の
所
有
者
等
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
滅
失
、
毀
損
等
の
実
態
を
把
握

す
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

(4
)　
都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
採
取
源
の
消
滅
又
は
著
し
い
毀
損
が
確
認
さ
れ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
現
状
を
調
査
し
、

指
定
採
取
源
の
解
除
等
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

ま
た
、
当
該
指
定
採
取
源
が
農
林
水
産
大
臣
の
指
定
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
農
林
水
産
大
臣
に

通
知
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

第
11
　
監
督
処
分
に
つ
い
て

法
第
29
条
に
基
づ
く
監
督
処
分
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
措
置
を
す
べ
き
内
容
、
期
限
等
を
明
示
し
た
文
書
を
交
付

し
て
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
措
置
状
況
に
つ
い
て
確
認
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

第
12
　
国
及
び
都
道
府
県
の
援
助
に
つ
い
て

次
官
通
知
の
第
12
の
需
給
情
報
の
共
有
に
当
た
っ
て
は
、
広
域
的
な
種
苗
の
流
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
当
該
都

道
府
県
内
の
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
隣
接
す
る
都
道
府
県
等
の
関
係
者
も
対
象
と
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

様式第１号

指 定 採 取 源 台 帳（その１）

普 通 母 樹 （林）

指 定 番 号

自

然

環

境

気 候

降水量 ㎜

最深積雪量 ㎝  風向

年平均気温 最高  最低

（公示番号 ） 指 定 年 月 日

所 有 区 分 国 ・ 公 ・ 私 採 種 穂 の 別   種 穂

所 在 場 所

森林区 林班 小班
都道 市 町

大字 字 番地
府県 郡 村

〃 〃 〃 〃

地質土壌

基岩 土壌型 地位

（土質）  土 性 深度

結合度 湿度

そ の 他
海抜高 方位 傾斜

地 形

所 有 者 の

住所・氏名

都道 市 町
大字 字 番地

府県 郡 村
生

育

状

況

成 長 平均成長量 ㎥

生育習性

幹

枝

抵抗性
立 木

樹 種 本 数 材 積 樹 齢
平 均 木

樹 高 胸高直径
そ の 他

優良樹の占有率 人天別

林型 混交樹種本 ㎥ ｍ ㎝

面 積 ha 図面番号 銘柄等（

産地品種

）名及び

その特性

地 帯 区 分

伐採届出及

び保護管理

指示の経過

注意事項  ○普通母樹（林）

１ 所有区分欄及び採種穂の別欄は、それぞれ該当事項に○を附すこと。

２ 所在場所欄は、当該普通母樹（林）の所在する場所を記載するが、森林計画による林小班と地籍上の町村字地番の両方を記入すること。

３ 立木の樹齢欄は、異齢林の場合にあっては２段書きとし、下段に樹齢の範囲を上段にその平均を記入する。同齢林の場合は上段にその林齢を記入すること。

４ 図面番号は、普通母樹（林）については各県毎に通し番号を附すこと。

５ 自然環境の気候欄は、普通母樹（林）の最寄りの測候所の資料等により記入すること。地質土壌、その他の欄は、現地調査の際の調査資料より記入すること。

６ 生育状況の生育習性欄は、樹幹の通直性、真円性、枝の自然落枝性、細枝性、気象災害、動植物の害等に侵されていないかどうか等について記入すること。

７ 銘柄等（産地品種）名及びその特性欄は、森林総合研究所等の研究資料から記入すること。

８ 単位は、材積にあっては、小数第２位にとどめ、第３位以下を四捨五入することとし、面積にあっては、当該母樹（林）の区域面積とし、小数第２位にとどめ、第３位

以下を四捨五入すること。



54 第 1部　巻末資料（法令編）

様式第１号 指定採取源台帳（その２）
育種母樹（林） （別紙）

指 定 番 号
年

次

ｸﾛｰﾝ名

年 年 年 年

（公示番号 ）
指定年月日 本 ha 本 ha 本 ha 本 ha 

所 有 区 分 国 ・ 公 ・ 私 採種穂の別 種 穂

所 在 場 所

都道 市 町
大字 字 番地

府県 郡 村

所有者等の
住所・氏名

都道 市 町
大字 字 番地

府県 郡 村

立 木
樹 種 本 数 面 積

クローン
数

設 定
年 月 日

本 ha クローン

図 面 番 号

管 理 記 録

注意事項

○育種母樹（林）

１ 「注意事項」は、普通母樹（林）の注意事項に準じて記載すること。

２ クローン毎の年次別の本・ha 欄は、伐採、改植毎に記入するものとし、クローン数が

多い場合又は伐採改植が度重なって書き切れないとき

様式第２号
指定採取源整理簿
指
定
番
号

指定
(解除) 
年月日

採種
・採
穂の
別

樹
種

採取源の
所在場所

母樹(林) 
樹
齢

所有
者等
氏名

所有者等住所 特別母樹（林）
備
考

市
郡

町
村

大
字

本数 面積
都道
府県

市
郡

町
村

大
字

番
地

樹
高

胸 高
直 径

立 木
材 積

要補償 
立 木
価 格

年 間
補償額

本 ha ｍ ㎝ ㎥ 円 円

注意事項

１ 解除又は伐採した場合は、該当欄を抹消又は訂正すること。

２ 面積欄は、当該母樹（林）の区域面積とし、小数第２位にとどめ、第３位以下を四捨五入すること。
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様
式

第
３

号
（

Ａ
４

）

第
 

 
 

 
号

生
産

事
業

者
講

習
修

了
証

明
書

都
道

市
町

住
 

 
所

大
字

字
番
地

府
県

郡
村

ふ
り

が
な

氏
 

 
名

大
正

 
 

生
年

月
日

昭
和

平
成

１
 

受
講

期
日

２
 
受

講
場

所

上
記

の
と

お
り

、
林

業
種

苗
法

第
10

条
第

３
項

第
３

号
イ
の
講
習
会
に
お
け
る
講
習
を
受
け
そ
の
課
程
を

修
了

し
た

こ
と

を
証

明
し

ま
す

。

年
 

 
月

 
 

日

都
道
府
県
知
事

様
式

第
４

号

生
産

事
業

者
講

習
会

修
了

者
台

帳

番
 
号

住
 

 
所

氏
 

名
生
年
月
日

受
講
月
日

備
 

考

注
意

事
項

 
備

考
欄

に
は

、
他

県
よ

り
照

会
が

あ
っ

た
場

合
及

び
生

産
事

業
者

に
従

事
者

と
し

て
雇

用
さ

れ
て

い
る

場
合

、
そ

の
他

必
要

と
認

め
ら

れ
る

事
項
を
記
入
す
る
こ
と
。

様式第５号

生 産 事 業 者 登 録 簿

登録

番号

登 録

年月日

氏名及び住所（法

人にあっては、そ

の名称、代表者の

氏名及び主たる事

務所の所在地）

生産事業の内容

事業所の名称

及び所在地

生産事業に係る

種苗の採取又は

育成の場所

生産事業

の開始年

月日

講習会修了

者の氏名及

び住所

備 考

種  穂 苗  木

採 取 精 選
幼苗の

育成

幼苗以

外の苗

木育成
種 穂 苗 木

様式第６号

配 布 事 業 者 届 出 書

整理

番号

氏名及び住所（法人

にあっては、その名

称、代表者の氏名及

び主たる事務所の

所在地）

事 業 所 の

所 在 地

配布事

業開始

年月日

配布事業に係る

種苗の樹種

配布事業に係る年間種苗

配布数量

あわせて行う生産

事業

備 考種 穂 苗 木 種 子

（kg） 
穂 木

（千本）

苗 木

（千本）

登 録

番 号

登 録

年月日樹 種 樹 種
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６
．林
業
用
優
良
種
苗
生
産
流
通
推
進
要
綱
　

（
昭
和
36
年
９
月
９
日
36
林
野
造
第
28
17
号
林
野
庁
長
官
通
知
）

最
終
改
正
（
令
和
３
年
６
月
30
日
３
林
整
整
第
34
3
号
）

第
１
　
目
的

こ
の
要
綱
は
、
林
業
種
苗
法
（
昭
和
45
年
法
律
第
89
号
）
第
30
条
に
基
づ
き
、
林
業
用
優
良
種
苗
の
需
給
情
報
の

共
有
等
を
図
る
こ
と
を
通
じ
、
そ
の
生
産
の
安
定
と
適
正
な
流
通
を
促
し
、
造
林
の
円
滑
な
実
施
を
期
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

第
２
　
林
業
用
種
苗
需
給
連
絡
協
議
会
の
設
置

地
区
及
び
都
道
府
県
に
、
林
業
用
種
苗
需
給
連
絡
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。）
を
設
置
す
る
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
。

な
お
、
地
区
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
別
表
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

第
３
　
協
議
会
の
構
成

協
議
会
の
構
成
員
は
、
地
区
に
あ
っ
て
は
、
関
係
都
道
府
県
、
森
林
管
理
局
、
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備

機
構
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
又
は
同
セ
ン
タ
ー
育
種
場
、
同
機
構
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
又
は
整
備
局
、
都

道
府
県
森
林
組
合
連
合
会
、
都
道
府
県
山
林
種
苗
協
同
組
合
、
認
定
特
定
増
殖
事
業
者
（
森
林
の
間
伐
等
の
実
施
の
促
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
20
年
法
律
第
32
号
）
第
９
条
第
１
項
の
認
定
を
受
け
た
者
を
い
う
。）
等
と
し
、
都
道

府
県
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
４
　
協
議
会
の
開
催
及
び
運
営

協
議
会
の
開
催
、
運
営
等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
協
議
会
に
お
い
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
５
　
協
議
会
の
協
議
事
項

協
議
会
は
、
種
苗
の
需
給
情
報
に
つ
い
て
協
議
会
の
構
成
員
へ
の
共
有
を
図
る
ほ
か
、
こ
の
要
綱
の
目
的
の
達
成
の
た

め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

第
６
　
種
苗
の
需
要
量
及
び
生
産
量
の
調
査

１
　
都
道
府
県
は
、
別
紙
様
式
１
か
ら
５
ま
で
を
参
考
に
、
都
道
府
県
内
の
種
苗
の
需
要
量
及
び
生
産
量
の
調
査
を
行
う

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
都
道
府
県
は
、
自
都
道
府
県
外
に
向
け
た
生
産
量
の
情
報
を
都
道
府
県
ご
と
に
把
握
し
、
当
該
都
道
府
県
に
提
供
す

る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
７
　
種
苗
の
需
給
情
報
の
共
有

１
　
都
道
府
県
は
第
６
の
種
苗
の
需
要
量
及
び
生
産
量
の
調
査
で
得
た
情
報
に
つ
い
て
協
議
会
の
構
成
員
等
へ
の
共
有
を

図
る
も
の
と
す
る
。

２
　
林
野
庁
は
、
１
の
種
苗
の
需
要
量
及
び
生
産
量
の
情
報
に
つ
い
て
全
国
的
な
共
有
を
図
る
も
の
と
す
る
。

第
８
　
苗
木
及
び
種
穂
の
生
産
・
確
保

１
　
都
道
府
県
は
、
造
林
に
必
要
な
苗
木
及
び
苗
木
生
産
に
必
要
な
種
穂
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
内
で
の
生
産
及
び
隣
接

す
る
都
道
府
県
な
ど
他
の
都
道
府
県
か
ら
の
移
入
に
よ
り
、
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
都
道
府
県
は
、
苗
木
及
び
種
穂
の
生
産
・
確
保
に
関
し
、
隣
接
す
る
都
道
府
県
な
ど
他
の
都
道
府
県
と
の
連
携
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。

３
　
認
定
特
定
増
殖
事
業
者
は
、
増
殖
し
た
特
定
母
樹
（
森
林
の
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成

20
年
法
律
第
32
条
）
第
２
条
第
２
項
に
規
定
す
る
特
定
母
樹
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
か
ら
採
取
さ
れ
た
種
穂
を
生

産
事
業
者
に
広
く
配
布
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
９
　
産
地
及
び
系
統
区
分

都
道
府
県
は
、
苗
木
及
び
種
穂
の
生
産
・
確
保
に
当
た
り
、
増
殖
し
た
特
定
母
樹
か
ら
採
取
さ
れ
た
種
穂
、
花
粉
症
対

策
品
種
の
種
穂
な
ど
産
地
及
び
系
統
区
分
の
明
ら
か
な
優
良
な
種
穂
を
用
い
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
10
　
採
種
園
・
採
穂
園
の
整
備

１
　
都
道
府
県
は
、
都
道
府
県
営
の
採
種
園
・
採
穂
園
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
認
定
特
定
増
殖
事
業
者
を
含
む
生
産
事

業
者
に
よ
る
採
種
園
・
採
穂
園
の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
都
道
府
県
は
、
採
種
園
・
採
穂
園
の
育
種
母
樹
林
又
は
普
通
母
樹
林
へ
の
指
定
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
11
　
備
蓄
用
種
子
の
生
産
、
貯
蔵
及
び
販
売

１
　
都
道
府
県
は
、
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
苗
木
の
生
産
に
必
要
な
備
蓄
用
種
子
の
生
産
及
び
貯
蔵
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。

２
　
森
林
管
理
局
は
、
国
有
林
野
事
業
用
と
し
て
設
け
ら
れ
た
貯
蔵
庫
の
利
用
及
び
貯
蔵
し
た
種
子
の
販
売
に
つ
い
て
、

国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備
機
構
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
又
は
同
セ
ン
タ
ー
育
種
場
は
、
林

木
育
種
事
業
用
と
し
て
設
け
ら
れ
た
貯
蔵
庫
の
利
用
及
び
貯
蔵
し
た
種
子
の
販
売
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
支

障
の
な
い
範
囲
で
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

第
12
　
苗
木
等
の
予
約
生
産
等

１
　
都
道
府
県
は
、
苗
木
の
生
産
効
率
化
及
び
品
質
向
上
を
図
る
た
め
、
生
産
事
業
者
間
の
幼
苗
の
予
約
生
産
及
び
委
託

生
産
の
推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
都
道
府
県
は
、
苗
木
の
需
給
の
安
定
を
図
る
た
め
、
需
要
者
と
生
産
事
業
者
と
の
間
の
苗
木
の
予
約
生
産
及
び
委
託

生
産
の
推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
13
　
種
苗
の
表
示

都
道
府
県
は
、
林
業
種
苗
法
に
基
づ
く
種
苗
の
表
示
が
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
生
産
事
業
者
及
び
配
布
事
業
者
を
指
導

す
る
ほ
か
、
増
殖
し
た
特
定
母
樹
か
ら
採
取
さ
れ
た
種
穂
、
特
定
苗
木
、
花
粉
症
対
策
苗
品
種
等
の
表
示
を
推
進
す
る
も

の
と
す
る
。

第
14
　
生
産
事
業
者
へ
の
支
援

１
　
都
道
府
県
は
、
生
産
事
業
者
の
新
規
参
入
、
規
模
拡
大
、
技
術
向
上
等
に
つ
い
て
支
援
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
都
道
府
県
は
、
生
産
事
業
者
の
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
収
入
保
険
制
度
の
周
知
等
を
通
じ
て
生
産
事
業
者
の
収

入
保
険
へ
の
加
入
の
推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。



1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.

林
業
用
優
良
種
苗
生
産
流
通
推
進
要
綱
｜
林
業
用
種
苗
の
配
布
区
域
外
へ
の
配
布
申
請
の
手
続
き
に
つ
い
て

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

別
表

（
第

６
の

２
関

係
）

地
区
の
区
分

都
　
道
　
府
　
県

第
一

区
北

海
道

・
東

北
北

海
道

、
青

森
県

、
岩

手
県

、
宮

城
県

、
秋

田
県

、
山

形
県

、
福

島
県

、
新

潟
県

、
長

野
県

、
茨

城
県

、
千

葉
県

第
二

区
関

 東
茨

城
県

、
栃

木
県

、
群

馬
県

、
埼

玉
県

、
千

葉
県

、
東

京
都

、
神

奈
川

県
、

山
梨

県
、

静
岡

県

第
三

区
東

海
・

北
陸

静
岡

県
、

富
山

県
、

石
川

県
、

岐
阜

県
、

愛
知

県
、

三
重

県
、

長
野

県
、

福
井

県

第
四

区
近

 畿
三

重
県

、
滋

賀
県

、
京

都
府

、
大

阪
府

、
兵

庫
県

、
奈

良
県

、
和

歌
山

県

第
五

区
中

 国
鳥

取
県

、
島

根
県

、
岡

山
県

、
広

島
県

、
山

口
県

第
六

区
四

 国
徳

島
県

、
香

川
県

、
愛

媛
県

、
高

知
県

第
七

区
九

 州
福

岡
県

、
佐

賀
県

、
長

崎
県

、
熊

本
県

、
大

分
県

、
宮

崎
県

、
鹿

児
島

県
、

沖
縄

県

７
．林
業
用
種
苗
の
配
布
区
域
外
へ
の
配
布
申
請
の
手
続
き
に
つ
い
て
　

（
昭

和
46

年
７

月
24

日
46

林
野

造
第

73
8

号
林

野
庁

長
官

通
知

）
最

終
改

正
（

令
和

２
年

12
月

24
日

２
林

政
政

第
48

7
号

）

林
業

種
苗

法
（

昭
和

45
年

法
律

第
89

号
）

第
24

条
第

１
項

の
規

定
に

基
づ

き
、

昭
和

46
年

２
月

１
日

付
け

農
林

省
告

示
第

17
9

号
を

も
っ

て
種

苗
の

配
布

区
域

が
指

定
さ

れ
た

こ
と

に
伴

い
、

同
条

第
２

 項
た

だ
し

書
き

に
規

定
す

る
農

林
水

産
大

臣
の

承
認

に
係

る
申

請
手

続
を

別
紙

の
と

お
り

定
め

た
の

で
、

申
請

者
に

対
す

る
指

導
等

に
つ

い
て

ご
協

力
方

を
お

願
い

す
る

。

別
紙

林
業

用
種

苗
の

配
布

区
域

外
へ

の
配

布
承

認
手

続
き

に
つ

い
て

第
１

　
配

布
承

認
申

請
書

の
提

出
１

　
林

業
種

苗
法

（
昭

和
45

年
法

律
第

89
号

。
以

下
「

法
」

と
い

う
。）

第
24

条
第

１
項

に
基

づ
き

、
農

林
水

産
大

臣
の

指
定

す
る

種
苗

の
配

布
区

域
（

昭
和

46
年

２
月

１
日

農
林

省
告

示
第

17
9

号
）

外
を

受
取

地
と

し
て

種
苗

を
配

布
し

よ
う

と
す

る
生

産
事

業
者

及
び

配
布

事
業

者
（

以
下

「
配

布
者

」
と

い
う

。）
 は

、
別

記
様

式
１

に
よ

る
配

布
承

認
申

請
書

を
農

林
水

産
大

臣
に

提
出

す
る

も
の

と
す

る
。

２
　

配
布

承
認

申
請

書
に

は
、

別
記

様
式

２
に

よ
る

配
布

依
頼

書
を

添
付

す
る

も
の

と
す

る
。

第
２

　
農

林
水

産
大

臣
の

承
認

１
　

法
第

24
条

第
２

項
た

だ
し

書
の

「
特

別
な

事
情

が
あ

る
場

合
」

と
は

、
次

に
掲

げ
る

場
合

と
す

る
。

（
１

）
見

本
林

の
造

成
に

供
す

る
場

合
（

２
）

松
く

い
虫

抵
抗

性
マ

ツ
（

松
く

い
虫

が
運

ぶ
線

虫
類

に
抵

抗
性

を
有

す
る

松
の

品
種

に
相

当
す

る
マ

ツ
を

い
う

。）
の

植
栽

の
用

に
供

す
る

場
合

（
３

）
周

辺
木

と
の

造
林

成
績

の
比

較
の

た
め

の
植

栽
の

用
に

供
す

る
場

合
（

た
だ

し
、

承
認

の
範

囲
等

は
別

に
定

め
る

も
の

と
す

る
。）

（
４

）
種

苗
の

受
取

地
が

種
穂

の
採

取
さ

れ
た

区
域

と
同

一
区

域
で

あ
る

場
合

２
　

農
林

水
産

大
臣

は
、

第
１

の
配

布
承

認
申

請
書

に
掲

げ
る

配
布

事
由

が
前

項
に

掲
げ

る
も

の
で

あ
っ

て
、

配
布

区
域

外
に

配
布

し
て

も
優

良
な

種
苗

の
供

給
の

確
保

に
支

障
が

な
い

と
認

め
ら

れ
る

場
合

に
、

配
布

区
域

外
へ

の
配

布
を

承
認

す
る

も
の

と
す

る
。

３
　

農
林

水
産

大
臣

は
、

承
認

又
は

不
承

認
の

決
定

を
し

た
と

き
は

、
配

布
者

に
そ

の
旨

を
文

書
を

も
っ

て
通

知
す

る
。

第
３

　
標

準
処

理
期

間
行

政
手

続
法

（
平

成
５

年
法

律
第

88
号

）
第

６
条

の
規

定
に

よ
る

標
準

処
理

期
間

は
、

申
請

文
書

を
受

理
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

20
日

と
す

る
。
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仮
タ
イ
ト
ル
：
講
習
会
テ
キ
ス
ト
 
林
業
種
苗
の
生
産
・
配
布
に
必
要
な
知
識
 
第
１
部
 
巻
末
資
料

別
記

様
式

１

（
申

請
書

）

年
 

 
月

 
 

日
 

農
林

水
産

大
臣

殿

氏
名

申
請

者

住
所

林
業

用
種

苗
の

配
布

承
認

申
請

に
つ

い
て

こ
の

こ
と

に
つ

い
て

、
林

業
種

苗
法

（
昭

和
45

年
法

律
第

89
号

）
第

24
条

第
２

項
た

だ
し

書
き

の

規
定

に
基

づ
き

、
下

記
の

と
お

り
申

請
し

ま
す

。

記
 

配
 布

 先
氏

名

住
所

用
途

配
布

種
苗

の

種
類

・
数

量

樹
種

種
子

・
穂

木
・

苗
木

の
別

種
子

・
穂

木
の

産
地

苗
令

・
規

格

数
量

配
布

区
域

外
へ

の
配

布
関

係

（
配

布
事

由
）

（
記

載
注

意
）

１
 

「
申

請
者

」
及

び
「

配
布

先
」

欄
に

は
、

こ
れ

ら
の

者
が

法
人

の
場

合
に

は
、

そ
の

名
称

、
代

表
者

の
氏

名
及

び
主

た
る

事
務

所
の

所
在

地
を

記
載

す
る

。

２
 

「
用

途
」

欄
に

は
、

山
行

時
に

お
け

る
用

途
を

記
載

す
る

こ
と

と
し

、
例

え
ば

産
地

比
較

植
栽

試
験

用
、

耐
寒

性
品

種
植

栽
用

、
見

本
林

造
成

用
、

自
県

内
一

般
造

林
用

な
ど

を
記

載
す

る
。

３
 

「
種

子
・

穂
木

の
産

地
」

欄
に

は
、

産
地

を
県

郡
（

市
）

名
で

記
載

し
、

苗
木

の
場

合
に

も
使

用
種

子
・

穂
木

の
産

地
を

記
載

す
る

。

４
 

「
苗

令
・

規
格

」
欄

に
は

、
苗

木
に

つ
い

て
の

み
２

年
生

床
替

用
、

３
年

生
山

行
用

な
ど

と
記

載
す

る
。

５
 

「
数

量
」

欄
の

単
位

は
、

種
子

は
（

kg
）

、
穂

木
及

び
苗

木
は

（
本

）
と

す
る

。
 

６
 

「
配

布
区

域
外

へ
の

配
布

関
係

」
欄

に
は

、
第

１
区

→
第

３
区

な
ど

と
記

載
す

る
。

７
 

「
配

布
事

由
」

欄
に

は
、

別
添

何
某

の
要

請
に

よ
る

な
ど

と
記

載
す

る
。

仮
タ
イ
ト
ル
：
講
習
会
テ
キ
ス
ト
 
林
業
種
苗
の
生
産
・
配
布
に
必
要
な
知
識
 
第
１
部
 
巻
末
資
料

別
記

様
式

２

（
依

頼
書

）

年
 

 
月

 
 

日
 

殿

氏
名

依
頼

者

住
所

林
業

用
種

苗
の

配
布

区
域

外
へ

の
配

布
依

頼
に

つ
い

て

こ
の

こ
と

に
つ

い
て

、
下

記
の

と
お

り
配

布
を

受
け

た
い

の
で

ご
依

頼
し

ま
す

。

記
 

用
途

配
布

種
苗

の

種
類

・
数

量

樹
種

種
子

・
穂

木
・

苗
木

の
別

種
苗

の
産

地

苗
令

・
規

格

数
量

配
布

区
域

外
へ

の
配

布
関

係

配
布

予
定

年
月

日

配
布

を
受

け
よ

う
と

す
る

事
由
（

林
業

種
苗

法
（

昭
和

45
年

法
律

第
89

号
）
第

24
条

第
２

項
た

だ
し

書
き

の
事

由

（
記

載
注

意
）

１
 

「
宛

名
」

は
、

当
該

種
苗

の
配

布
を

行
う

生
産

事
業

者
又

は
配

布
事

業
者

と
す

る
。

２
 

「
依

頼
者

」
欄

に
は

、
依

頼
者

が
法

人
の

場
合

に
は

、
そ

の
名

称
、

代
表

者
の

氏
名

及
び

主
た

る
事

務
所

の
所

在
地

を
記

載
す

る
。

３
 

「
用

途
」

欄
に

は
、

山
行

時
に

お
け

る
用

途
を

記
載

す
る

こ
と

と
し

、
例

え
ば

産
地

比
較

植
栽

試
験

用
、

耐
寒

性
品

種
植

栽
用

、
見

本
林

造
成

用
、

自
県

内
一

般
造

林
用

な
ど

を
記

載
す

る
。

４
 

「
種

苗
の

産
地

」
欄

に
は

、
希

望
す

る
も

の
が

あ
る

場
合

に
そ

の
産

地
を

記
載

す
る

。

５
 

「
苗

令
・

規
格

」
欄

に
は

、
苗

木
に

つ
い

て
の

み
２

年
生

床
替

用
、

３
年

生
山

行
用

な
ど

と
記

載
す

る
。

６
 

「
数

量
」

欄
の

単
位

は
、

種
子

は
（

kg
）

、
穂

木
及

び
苗

木
は

（
本

）
と

す
る

。
 

７
 

「
配

布
区

域
外

へ
の

配
布

関
係

」
欄

に
は

、
第

１
区

→
第

３
区

な
ど

と
記

載
す

る
。

８
 
「

配
布

を
受

け
よ

う
と

す
る

事
由

」
欄

に
は

、
で

き
う

る
だ

け
詳

し
く

造
林

予
定

地
、
用

途
・
造

林
成

績
の

見
通

し
、

過
去

の
事

例
等

を
記

載
す

る
。



1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.

林
業
用
種
苗
の
配
布
区
域
外
へ
の
配
布
申
請
の
手
続
き
に
つ
い
て
｜
「
林
業
用
種
苗
の
配
布
区
域
外
へ
の
配
布
承
認
手
続
き
に
つ
い
て
（
昭
和
46
年
7
月
24
日
46
林
野
造
第
７
３
８
号
）」
第
２
の
１
の
た
だ
し
書
き
に
基
づ
く
承
認
の
範
囲
等
に
つ
い
て

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

59第 1部　巻末資料（法令編）

８
．「
林
業
用
種
苗
の
配
布
区
域
外
へ
の
配
布
承
認
手
続
き
に
つ
い
て（
昭
和
46
年
7月
24
日
46
林
野
造
第
73
8号
）」
第
２
の
１

の
た
だ
し
書
き
に
基
づ
く
承
認
の
範
囲
等
に
つ
い
て

（
平

成
23

年
12

月
12

日
23

林
整

研
第

66
6

号
林

野
庁

森
林

整
備

部
研

究
・

保
全

課
長

通
知

）

１
　

第
２

の
１

の
（

３
）

に
基

づ
く

承
認

は
、

１
申

請
に

つ
き

、
次

の
い

ず
れ

の
条

件
も

満
た

し
て

い
る

場
合

に
行

う
も

の
と

す
る

。
（

１
） 

苗
木

２
万

本
以

内
で

あ
る

こ
と

。
（

２
） 

植
栽

時
期

が
重

複
す

る
他

の
申

請
と

植
栽

箇
所

が
隣

接
す

る
も

の
で

な
い

こ
と

。

２
　

農
林

水
産

大
臣

の
承

認
を

受
け

た
申

請
者

は
、

別
紙

様
式

に
よ

る
調

査
報

告
を

提
出

す
る

も
の

と
す

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
  
  
 
  
  
  
  
 
  
  
 
  
  
 
  
  
 
  
  
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 

別
紙
様
式
 

年
 
月
 
日
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
殿
 

 

申
請
者
 
氏
名
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
住
所
 

 

配
布
区
域
外
配
布
承
認
に
係
る
造
林
成
績
等
の
調
査
報
告
に
つ
い
て
 

 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
○
○
年
次
目
の
造
林
成
績
の
調
査
結
果
を
下
記
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。
 

 

記
 

１
 
配
布
区
域
外
配
布
の
概
要

 

項
 
 
 
目

 
内
 
 
 
 
 
 
容

 
配
布
承
認
年
月
日
・
番
号

 
 

樹
種
・
種
苗
の
産
地

 
 

依
頼
者

 
 

用
 
途

 
 

承
認
本
数
（
本
）

 
 

配
布
本
数
（
本
）

 
 

植
栽
年
月
日

 
 

植
栽
地

 
 

面
積
（
ha
）

 
 

植
栽
本
数
（
本
）

 
 

 ２
 
生
育
調
査
の
概
要

 

項
 
 
 
目

 
内
 
 
 
 
 
 
容

 
枯
損
状
況

 
 

枯
損
原
因

 
 

植
栽
後
の
成
長
状
況
（
良
否
等
）

 
 

備
考
（
そ
の
他
特
記
事
項
）

 
 

（
記
載
注
意
）

 
１
 
「
枯
損
状
況
」
は
、
枯
損
本
数
又
は
枯
損
率
を
記
載
す
る
。

 
２
 
「
枯
損
原
因
」
は
、
雪
害
・
松
く
い
虫
・
そ
の
他
具
体
的
に
記
載
す
る
。

 
３
 
「
植
栽
後
の
成
長
状
況
（
良
否
等
）
」
は
、
周
辺
木
と
比
較
し
た
成
長
状
況
等
を
記
載
す
る
。

 
 ※

 報
告
は
、
植
栽
年
次
、
植
栽
後
５
年
次
・
１
０
年
次
に
提
出
す
る
こ
と
。

 
※

 各
項
目
と
も
、
で
き
る
だ
け
詳
細
に
記
載
す
る
こ
と
。
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９
．農
林
水
産
大
臣
の
指
定
す
る
種
苗
の
配
布
区
域
を
定
め
る
件
　

（
昭
和
46
年
２
月
１
日
農
林
省
告
示
第
17
9
号
）

林
業
種
苗
法
（
昭
和
45
年
法
律
第
89
号
）
第
24
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
林
水
産
大
臣
の
指
定
す
る
種
苗
の

配
布
区
域
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

昭
和
46
年
２
月
１
日

農
林
大
臣
　
倉
石
　
忠
雄
　

林
業
種
苗
法
第
24
条
第
１
項
の
配
布
区
域
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
樹
種
ご
と
に
、
当
該
各
号
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る

区
域
に
お
い
て
採
取
さ
れ
、
又
は
育
成
さ
れ
る
種
苗
に
つ
い
て
、
当
該
右
欄
に
掲
げ
る
区
域
と
す
る
。

（
１
）
す
ぎ
　

区
域

種
苗
が
採
取
さ
れ
、
又
は
育
成
さ
れ
る
区
域

配
布
区
域

第
１
区

北
海
道

青
森
県

岩
手
県

秋
田
県

山
形
県

渡
島
総
合
振
興
局
管
内
、
檜
山
振
興
局
管
内

一
円
一
円
一
円
一
円

第
１
区
、

第
２
区
、

第
３
区

及
び

第
７
区

第
２
区

福
島
県

新
潟
県

富
山
県

石
川
県

福
井
県

長
野
県

岐
阜
県

会
津
若
松
市
、
喜
多
方
市
、
南
会
津
郡
、
耶
麻
郡
、
河
沼
郡
、

大
沼
郡

一
円
一
円
一
円
一
円
長
野
市
、
須
坂
市
、
中
野
市
、
大
町
市
、
飯
山
市
、
千
曲
市
、

北
安
曇
郡
、
埴
科
郡
、
上
高
井
郡
、
下
高
井
郡
、
上
水
内
郡
、

下
水
内
郡

高
山
市
、
飛
騨
市
、
下
呂
市
、
大
野
郡

第
１
区
、

第
２
区
、

第
３
区
、

第
４
区

及
び

第
５
区

第
３
区

宮
城
県

福
島
県

茨
城
県

栃
木
県

群
馬
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

一
円
福
島
市
、
郡
山
市
、
い
わ
き
市
、
白
河
市
、
須
賀
川
市
、

相
馬
市
、
二
本
松
市
、
田
村
市
、
南
相
馬
市
、
伊
達
市
、

本
宮
市
、
伊
達
郡
、
安
達
郡
、
岩
瀬
郡
、
西
白
河
郡
、

東
白
川
郡
、
石
川
郡
、
田
村
郡
、
双
葉
郡
、
相
馬
郡

一
円
一
円
一
円
一
円
一
円
一
円

第
３
区

及
び

第
５
区

神
奈
川
県

山
梨
県

長
野
県

岐
阜
県

静
岡
県

愛
知
県

一
円

一
円

松
本
市
、
上
田
市
、
岡
谷
市
、
飯
田
市
、
諏
訪
市
、
小
諸
市
、

伊
那
市
、
駒
ヶ
根
市
、
茅
野
市
、
塩
尻
市
、
佐
久
市
、
東
御
市
、

安
曇
野
市
、
南
佐
久
郡
、
北
佐
久
郡
、
小
県
郡
、
諏
訪
郡
、

上
伊
那
郡
、
下
伊
那
郡
、
木
曽
郡
、
東
筑
摩
郡

岐
阜
市
、
大
垣
市
、
多
治
見
市
、
関
市
、
中
津
川
市
、
美
濃
市
、

瑞
浪
市
、
羽
島
市
、
恵
那
市
、
美
濃
加
茂
市
、
土
岐
市
、

各
務
原
市
、
可
児
市
、
山
県
市
、
瑞
穂
市
、
本
巣
市
、
郡
上
市
、
海
津
市
、
羽

島
郡
、
養
老
郡
、
不
破
郡
、
安
八
郡
、
揖
斐
郡
、

本
巣
郡
、
加
茂
郡
、
可
児
郡

一
円

一
円

第
４
区

京
都
府

兵
庫
県

鳥
取
県

島
根
県

岡
山
県

広
島
県

京
都
市
の
う
ち
旧
京
北
町
の
区
域
、
福
知
山
市
、
舞
鶴
市
、

綾
部
市
、
宮
津
市
、
京
丹
後
市
、
南
丹
市
、
船
井
郡
、
与
謝
郡

姫
路
市
の
う
ち
旧
安
富
町
の
区
域
、
豊
岡
市
、
養
父
市
、

丹
波
市
、
朝
来
市
、
宍
粟
市
、
佐
用
郡
、
美
方
郡

一
円

一
円
（
鹿
足
郡
を
除
く
。）

津
山
市
、
高
梁
市
の
う
ち
旧
有
漢
町
の
区
域
、
新
見
市
、

真
庭
市
、
美
作
市
、
真
庭
郡
、
苫
田
郡
、
勝
田
郡
、
英
田
郡
、

久
米
郡
、
加
賀
郡
の
う
ち
旧
賀
陽
町
の
区
域

広
島
市
の
う
ち
旧
白
木
町
の
区
域
、
三
次
市
（
旧
甲
奴
町
の
区
域
を
除
く
。）
、

庄
原
市
（
旧
総
領
町
の
区
域
を
除
く
。）
、

安
芸
高
田
市
、
山
県
郡

第
２
区
、

第
４
区

及
び

第
５
区

第
５
区

三
重
県

滋
賀
県

京
都
府

大
阪
府

兵
庫
県

奈
良
県

和
歌
山
県

一
円

一
円

京
都
市
（
旧
京
北
町
の
区
域
を
除
く
。）
、
宇
治
市
、
亀
岡
市
、

城
陽
市
、
向
日
市
、
長
岡
京
市
、
八
幡
市
、
京
田
辺
市
、

木
津
川
市
、
乙
訓
郡
、
久
世
郡
、
綴
喜
郡
、
相
楽
郡

一
円

神
戸
市
、
姫
路
市
（
旧
安
富
町
の
区
域
を
除
く
。）
、
尼
崎
市
、

明
石
市
、
西
宮
市
、
洲
本
市
、
芦
屋
市
、
伊
丹
市
、
相
生
市
、

加
古
川
市
、
赤
穂
市
、
西
脇
市
、
宝
塚
市
、
三
木
市
、
高
砂
市
、

川
西
市
、
小
野
市
、
三
田
市
、
加
西
市
、
丹
波
篠
山
市
、

南
あ
わ
じ
市
、
淡
路
市
、
加
東
市
、
た
つ
の
市
、
川
辺
郡
、

多
可
郡
、
加
古
郡
、
神
崎
郡
、
揖
保
郡
、
赤
穂
郡

一
円

一
円

第
３
区
、

第
５
区

及
び

第
６
区
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島
根
県

岡
山
県

広
島
県

山
口
県

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県

高
知
県

鹿
足
郡

岡
山
市
、
倉
敷
市
、
玉
野
市
、
笠
岡
市
、
井
原
市
、
総
社
市
、

高
梁
市
（
旧
有
漢
町
の
区
域
を
除
く
。）
、
備
前
市
、

瀬
戸
内
市
、
赤
磐
市
、
浅
口
市
、
和
気
郡
、
都
窪
郡
、
浅
口
郡
、
小
田
郡
、
加

賀
郡
（
旧
賀
陽
町
の
区
域
を
除
く
。）

広
島
市
（
旧
白
木
町
の
区
域
を
除
く
。）
、
呉
市
、
竹
原
市
、

三
原
市
、
尾
道
市
、
福
山
市
、
府
中
市
、
三
次
市
の
う
ち
旧
甲
奴
町
の
区
域
、

庄
原
市
の
う
ち
旧
総
領
町
の
区
域
、
大
竹
市
、

東
広
島
市
、
廿
日
市
市
、
江
田
島
市
、
安
芸
郡
、
豊
田
郡
、

世
羅
郡
、
神
石
郡

一
円
一
円
一
円
一
円
一
円

第
６
区

福
岡
県

佐
賀
県

長
崎
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

沖
縄
県

一
円
一
円
一
円
一
円
一
円
一
円
一
円
一
円

第
５
区

及
び

第
６
区

第
７
区

北
海
道

一
円
（
渡
島
総
合
振
興
局
管
内
及
び
檜
山
振
興
局
管
内
を
除
く
。）

第
７
区

（
２
）
ひ
の
き
　

区
域

種
苗
が
採
取
さ
れ
、
又
は
育
成
さ
れ
る
区
域

配
布
区
域

第
１
区

青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

秋
田
県

山
形
県

福
島
県

新
潟
県

富
山
県

石
川
県

福
井
県

長
野
県

一
円
一
円
一
円
一
円
一
円
一
円
（
い
わ
き
市
を
除
く
。）

一
円
一
円
一
円
一
円
長
野
市
、
須
坂
市
、
中
野
市
、
大
町
市
、
飯
山
市
、
千
曲
市
、

北
安
曇
郡
、
埴
科
郡
、
上
高
井
郡
、
下
高
井
郡
、
上
水
内
郡
、

下
水
内
郡

第
１
区

第
２
区

福
島
県

茨
城
県

栃
木
県

群
馬
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

神
奈
川
県

山
梨
県

長
野
県

岐
阜
県

静
岡
県

愛
知
県

三
重
県

滋
賀
県

京
都
府

大
阪
府

兵
庫
県

奈
良
県

和
歌
山
県

鳥
取
県

島
根
県

岡
山
県

広
島
県

山
口
県

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県

高
知
県

い
わ
き
市

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

松
本
市
、
上
田
市
、
岡
谷
市
、
飯
田
市
、
諏
訪
市
、
小
諸
市
、

伊
那
市
、
駒
ヶ
根
市
、
茅
野
市
、
塩
尻
市
、
佐
久
市
、
東
御
市
、

安
曇
野
市
、
南
佐
久
郡
、
北
佐
久
郡
、
小
県
郡
、
諏
訪
郡
、

上
伊
那
郡
、
下
伊
那
郡
、
木
曽
郡
、
東
筑
摩
郡

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

第
１
区
、

第
２
区

及
び

第
３
区

第
３
区

福
岡
県

佐
賀
県

長
崎
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

沖
縄
県

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

第
３
区
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（
３
）
あ
か
ま
つ
　

区
域

種
苗
が
採
取
さ
れ
、
又
は
育
成
さ
れ
る
区
域

配
布
区
域

第
１
区

北
海
道

青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

秋
田
県

山
形
県

福
島
県

茨
城
県

群
馬
県

新
潟
県

富
山
県

石
川
県

福
井
県

山
梨
県

長
野
県

岐
阜
県

京
都
府

兵
庫
県

鳥
取
県

島
根
県

岡
山
県

広
島
県

一
円
一
円
一
円
一
円
一
円
一
円
一
円
日
立
市
の
う
ち
旧
十
王
町
の
区
域
、
常
陸
太
田
市
の
う
ち
旧
金
砂
郷
町
、
旧
水

府
村
及
び
旧
里
美
村
の
区
域
、
久
慈
郡

吾
妻
郡

一
円
一
円
一
円
一
円
一
円
一
円
一
円
京
都
市
の
う
ち
旧
京
北
町
の
区
域
、
福
知
山
市
、
舞
鶴
市
、

綾
部
市
、
宮
津
市
、
京
丹
後
市
、
南
丹
市
、
船
井
郡
、
与
謝
郡

姫
路
市
の
う
ち
旧
安
富
町
の
区
域
、
豊
岡
市
、
養
父
市
、

丹
波
市
、
朝
来
市
、
宍
粟
市
、
佐
用
郡
、
美
方
郡

一
円
一
円
（
鹿
足
郡
を
除
く
。）

津
山
市
、
高
梁
市
の
う
ち
旧
有
漢
町
の
区
域
、
新
見
市
、

真
庭
市
、
美
作
市
、
真
庭
郡
、
苫
田
郡
、
勝
田
郡
、
英
田
郡
、

久
米
郡
、
加
賀
郡
の
う
ち
旧
賀
陽
町
の
区
域

広
島
市
の
う
ち
旧
白
木
町
の
区
域
、
三
次
市
（
旧
甲
奴
町
の
区
域
を
除
く
。）
、

庄
原
市
（
旧
総
領
町
の
区
域
を
除
く
。）
、

安
芸
高
田
市
、
山
県
郡

第
１
区
、

第
２
区

及
び

第
３
区

第
２
区

茨
城
県

栃
木
県

群
馬
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

神
奈
川
県

一
円
（
日
立
市
の
う
ち
旧
十
王
町
の
区
域
、常
陸
太
田
市
の
う
ち
旧
金
砂
郷
町
、

旧
水
府
村
及
び
旧
里
美
村
の
区
域
、
久
慈
郡
を
除
く
。）

一
円
一
円
（
吾
妻
郡
を
除
く
。）

一
円
一
円
一
円
一
円
一
円

第
２
区

静
岡
県

愛
知
県

一
円

一
円

第
３
区

三
重
県

滋
賀
県

京
都
府

大
阪
府

兵
庫
県

奈
良
県

和
歌
山
県

島
根
県

岡
山
県

広
島
県

山
口
県

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県

高
知
県

福
岡
県

佐
賀
県

長
崎
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

沖
縄
県

一
円

一
円

京
都
市
（
旧
京
北
町
の
区
域
を
除
く
。）
、
宇
治
市
、
亀
岡
市
、

城
陽
市
、
向
日
市
、
長
岡
京
市
、
八
幡
市
、
京
田
辺
市
、

木
津
川
市
、
乙
訓
郡
、
久
世
郡
、
綴
喜
郡
、
相
楽
郡

一
円

神
戸
市
、
姫
路
市
（
旧
安
富
町
の
区
域
を
除
く
。）
、
尼
崎
市
、

明
石
市
、
西
宮
市
、
洲
本
市
、
芦
屋
市
、
伊
丹
市
、
相
生
市
、

加
古
川
市
、
赤
穂
市
、
西
脇
市
、
宝
塚
市
、
三
木
市
、
高
砂
市
、

川
西
市
、
小
野
市
、
三
田
市
、
加
西
市
、
丹
波
篠
山
市
、

南
あ
わ
じ
市
、
淡
路
市
、
加
東
市
、
た
つ
の
市
、
川
辺
郡
、

多
可
郡
、
加
古
郡
、
神
崎
郡
、
揖
保
郡
、
赤
穂
郡

一
円

一
円

鹿
足
郡

岡
山
市
、
倉
敷
市
、
玉
野
市
、
笠
岡
市
、
井
原
市
、
総
社
市
、

高
梁
市
（
旧
有
漢
町
の
区
域
を
除
く
。）
、
備
前
市
、

瀬
戸
内
市
、
赤
磐
市
、
浅
口
市
、
和
気
郡
、
都
窪
郡
、
浅
口
郡
、
小
田
郡
、
加

賀
郡
（
旧
賀
陽
町
の
区
域
を
除
く
。）

広
島
市
（
旧
白
木
町
の
区
域
を
除
く
。）
、
呉
市
、
竹
原
市
、

三
原
市
、
尾
道
市
、
福
山
市
、
府
中
市
、
三
次
市
の
う
ち
旧
甲
奴
町
の
区
域
、

庄
原
市
の
う
ち
旧
総
領
町
の
区
域
、
大
竹
市
、

東
広
島
市
、
廿
日
市
市
、
江
田
島
市
、
安
芸
郡
、
豊
田
郡
、

世
羅
郡
、
神
石
郡

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

一
円

第
２
区

及
び

第
３
区



1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.

農
林
水
産
大
臣
の
指
定
す
る
種
苗
の
配
布
区
域
を
定
め
る
件

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
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（
４
）
く
ろ
ま
つ
　

区
域

種
苗
が
採
取
さ
れ
、
又
は
育
成
さ
れ
る
区
域

配
布
区
域

第
１
区

北
海
道

青
森
県

秋
田
県

山
形
県

福
島
県

新
潟
県

富
山
県

石
川
県

福
井
県

長
野
県

岐
阜
県

京
都
府

兵
庫
県

鳥
取
県

島
根
県

岡
山
県

広
島
県

一
円
一
円
一
円
一
円
会
津
若
松
市
、
喜
多
方
市
、
南
会
津
郡
、
耶
麻
郡
、
河
沼
郡
、

大
沼
郡

一
円
一
円
一
円
一
円
長
野
市
、
須
坂
市
、
中
野
市
、
大
町
市
、
飯
山
市
、
千
曲
市
、

北
安
曇
郡
、
埴
科
郡
、
上
高
井
郡
、
下
高
井
郡
、
上
水
内
郡
、

下
水
内
郡

高
山
市
、
飛
騨
市
、
下
呂
市
、
大
野
郡

京
都
市
の
う
ち
旧
京
北
町
の
区
域
、
福
知
山
市
、
舞
鶴
市
、

綾
部
市
、
宮
津
市
、
京
丹
後
市
、
南
丹
市
、
船
井
郡
、
与
謝
郡

姫
路
市
の
う
ち
旧
安
富
町
の
区
域
、
豊
岡
市
、
養
父
市
、

丹
波
市
、
朝
来
市
、
宍
粟
市
、
佐
用
郡
、
美
方
郡

一
円
一
円
津
山
市
、
高
梁
市
の
う
ち
旧
有
漢
町
の
区
域
、
新
見
市
、

真
庭
市
、
美
作
市
、
真
庭
郡
、
苫
田
郡
、
勝
田
郡
、
英
田
郡
、

久
米
郡
、
加
賀
郡
の
う
ち
旧
賀
陽
町
の
区
域

広
島
市
の
う
ち
旧
白
木
町
の
区
域
、
三
次
市
（
旧
甲
奴
町
の
区
域
を
除
く
。）
、

庄
原
市
（
旧
総
領
町
の
区
域
を
除
く
。）
、

安
芸
高
田
市
、
山
県
郡

第
１
区

及
び

第
２
区

第
２
区

岩
手
県

宮
城
県

福
島
県

茨
城
県

栃
木
県

群
馬
県

埼
玉
県

千
葉
県

一
円
一
円
福
島
市
、
郡
山
市
、
い
わ
き
市
、
白
河
市
、
須
賀
川
市
、

相
馬
市
、
二
本
松
市
、
田
村
市
、
南
相
馬
市
、
伊
達
市
、

本
宮
市
、
伊
達
郡
、
安
達
郡
、
岩
瀬
郡
、
西
白
河
郡
、

東
白
川
郡
、
石
川
郡
、
田
村
郡
、
双
葉
郡
、
相
馬
郡

一
円
一
円
一
円
一
円
一
円

第
２
区

東
京
都

神
奈
川
県

山
梨
県

長
野
県

岐
阜
県

静
岡
県

愛
知
県

三
重
県

滋
賀
県

京
都
府

大
阪
府

兵
庫
県

奈
良
県

和
歌
山
県

岡
山
県

広
島
県

山
口
県

徳
島
県

一
円

一
円

一
円

松
本
市
、
上
田
市
、
岡
谷
市
、
飯
田
市
、
諏
訪
市
、
小
諸
市
、

伊
那
市
、
駒
ヶ
根
市
、
茅
野
市
、
塩
尻
市
、
佐
久
市
、
東
御
市
、

安
曇
野
市
、
南
佐
久
郡
、
北
佐
久
郡
、
小
県
郡
、
諏
訪
郡
、

上
伊
那
郡
、
下
伊
那
郡
、
木
曽
郡
、
東
筑
摩
郡

岐
阜
市
、
大
垣
市
、
多
治
見
市
、
関
市
、
中
津
川
市
、
美
濃
市
、

瑞
浪
市
、
羽
島
市
、
恵
那
市
、
美
濃
加
茂
市
、
土
岐
市
、

各
務
原
市
、
可
児
市
、
山
県
市
、
瑞
穂
市
、
本
巣
市
、
郡
上
市
、

海
津
市
、
羽
島
郡
、
養
老
郡
、
不
破
郡
、
安
八
郡
、
揖
斐
郡
、

本
巣
郡
、
加
茂
郡
、
可
児
郡

一
円

一
円

一
円

一
円

京
都
市
（
旧
京
北
町
の
区
域
を
除
く
。）
、
宇
治
市
、
亀
岡
市
、

城
陽
市
、
向
日
市
、
長
岡
京
市
、
八
幡
市
、
京
田
辺
市
、

木
津
川
市
、
乙
訓
郡
、
久
世
郡
、
綴
喜
郡
、
相
楽
郡

一
円

神
戸
市
、
姫
路
市
（
旧
安
富
町
の
区
域
を
除
く
。）
、
尼
崎
市
、

明
石
市
、
西
宮
市
、
洲
本
市
、
芦
屋
市
、
伊
丹
市
、
相
生
市
、

加
古
川
市
、
赤
穂
市
、
西
脇
市
、
宝
塚
市
、
三
木
市
、
高
砂
市
、

川
西
市
、
小
野
市
、
三
田
市
、
加
西
市
、
丹
波
篠
山
市
、

南
あ
わ
じ
市
、
淡
路
市
、
加
東
市
、
た
つ
の
市
、
川
辺
郡
、

多
可
郡
、
加
古
郡
、
神
崎
郡
、
揖
保
郡
、
赤
穂
郡

一
円

一
円

岡
山
市
、
倉
敷
市
、
玉
野
市
、
笠
岡
市
、
井
原
市
、
総
社
市
、

高
梁
市
（
旧
有
漢
町
の
区
域
を
除
く
。）
、
備
前
市
、

瀬
戸
内
市
、
赤
磐
市
、
浅
口
市
、
和
気
郡
、
都
窪
郡
、
浅
口
郡
、
小
田
郡
、
加

賀
郡
（
旧
賀
陽
町
の
区
域
を
除
く
。）

広
島
市
（
旧
白
木
町
の
区
域
を
除
く
。）
、
呉
市
、
竹
原
市
、

三
原
市
、
尾
道
市
、
福
山
市
、
府
中
市
、
三
次
市
の
う
ち
旧
甲
奴
町
の
区
域
、

庄
原
市
の
う
ち
旧
総
領
町
の
区
域
、
大
竹
市
、

東
広
島
市
、
廿
日
市
市
、
江
田
島
市
、
安
芸
郡
、
豊
田
郡
、

世
羅
郡
、
神
石
郡

一
円

一
円
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香
川
県

愛
媛
県

高
知
県

福
岡
県

佐
賀
県

長
崎
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

沖
縄
県

一
円
一
円
一
円
一
円
一
円
一
円
一
円
一
円
一
円
一
円
一
円

10
．森
林
の
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法（
抄
）　

（
平
成
二
十
年
法
律
第
三
十
二
号
）

最
終
改
正
（
令
和
三
年
法
律
第
十
五
号
）

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
我
が
国
森
林
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
作
用
の
保
全
及
び
強
化
の
重
要
性
に
鑑
み
、
令
和
十
二
年

度
ま
で
の
間
に
お
け
る
森
林
の
間
伐
等
の
実
施
を
促
進
す
る
た
め
、
農
林
水
産
大
臣
が
策
定
す
る
基
本
指
針
等
に
つ
い
て
定

め
る
と
と
も
に
、
市
町
村
に
よ
る
特
定
間
伐
等
促
進
計
画
の
作
成
並
び
に
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
特
定
増
殖
事
業
計
画
及
び

特
定
植
栽
事
業
計
画
の
認
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
計
画
の
実
施
に
関
す
る
特
別
の
措
置
を
講
じ
、
も
っ
て
森
林
の
適
正
な
整
備

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
間
伐
等
」
と
は
、
森
林
（
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
森
林
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
間
伐
又
は
造
林
で
令
和
十
二
年
度
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
種
穂
（
林
業
種
苗
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
種
穂
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

の
採
取
の
用
に
供
す
る
樹
木
の
増
殖
以
外
の
も
の
を
い
う
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
母
樹
の
増
殖
」
と
は
、
特
に
優
良
な
種
苗
（
林
業
種
苗
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
種
苗

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
生
産
す
る
た
め
の
種
穂
の
採
取
に
適
す
る
樹
木
で
あ
っ
て
、
成
長
に
係
る
特
性
の
特
に
優
れ
た

も
の
と
し
て
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
（
以
下
「
特
定
母
樹
」
と
い
う
。）
の
増
殖
で
令
和
十
二
年
度
ま
で
の
間
に

行
わ
れ
る
も
の
を
い
う
。

３
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
増
殖
事
業
」
と
は
、特
定
母
樹
の
増
殖
に
関
す
る
事
業
で
あ
っ
て
、次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一
　
生
産
事
業
（
林
業
種
苗
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
生
産
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
行
い
、
又
は
行
お
う
と

す
る
生
産
事
業
者
団
体
等
（
同
項
に
規
定
す
る
生
産
事
業
者
の
組
織
す
る
団
体
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
者
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）
が
、
特
定
母
樹
の
増
殖
を
行
い
、
そ
の
増
殖
し
た
特
定
母
樹
か
ら
採
取
す
る
種
穂
を
主
と
し
て
当
該
生
産
事
業

者
団
体
等
の
構
成
員
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
者
に
配
布
す
る
た
め
に
実
施
す
る
事
業

二
　
生
産
事
業
を
行
い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
者
が
、
特
定
母
樹
の
増
殖
を
行
い
、
そ
の
増
殖
し
た
特
定
母
樹
か
ら
採
取
す

る
種
穂
を
主
と
し
て
生
産
事
業
者
団
体
等
に
配
布
す
る
た
め
に
実
施
す
る
事
業

三
　
生
産
事
業
を
行
い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
者
が
、
特
定
母
樹
の
増
殖
を
行
い
、
そ
の
増
殖
し
た
特
定
母
樹
か
ら
採
取
す

る
種
穂
か
ら
配
布
の
目
的
を
も
っ
て
苗
木
を
育
成
す
る
た
め
に
実
施
す
る
事
業

４
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
植
栽
事
業
」
と
は
、
特
定
間
伐
等
の
う
ち
増
殖
し
た
特
定
母
樹
か
ら
採
取
さ
れ
た
種
穂
か
ら

育
成
さ
れ
た
苗
木
（
以
下
「
特
定
苗
木
」
と
い
う
。）
の
植
栽
（
以
下
「
特
定
植
栽
」
と
い
う
。）
を
行
う
事
業
を
い
う
。

（
基
本
指
針
）

第
三
条
　
農
林
水
産
大
臣
は
、特
定
間
伐
等
及
び
特
定
母
樹
の
増
殖
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
基
本
指
針
（
以
下
「
基
本
指
針
」

と
い
う
。）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
基
本
指
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
き
、
次
条
第
一
項
の
基
本
方
針
の
指
針
と
な
る
べ
き
も
の
を
定
め
る
も

の
と
す
る
。

一
　
特
定
間
伐
等
及
び
特
定
母
樹
の
増
殖
の
実
施
の
促
進
の
意
義
及
び
目
標
に
関
す
る
事
項

二
　
特
定
間
伐
等
の
実
施
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
べ
き
区
域
の
設
定
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

三
　
前
号
の
区
域
の
う
ち
特
定
植
栽
の
実
施
を
促
進
す
べ
き
区
域
の
基
準

四
　
前
号
の
区
域
に
お
け
る
特
定
植
栽
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
そ
の
他
の
第
二
号
の
区
域
に
お
い
て
実
施
す

べ
き
特
定
間
伐
等
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項



農
林
水
産
大
臣
の
指
定
す
る
種
苗
の
配
布
区
域
を
定
め
る
件
｜
森
林
の
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
抄
）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
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五
　
特
に
優
良
な
種
苗
を
生
産
す
る
体
制
の
整
備
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

六
　
特
定
増
殖
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

七
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
間
伐
等
及
び
特
定
母
樹
の
増
殖
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
重
要
事
　
項

３
　
基
本
指
針
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
を
図
る
た
め
の
施
策
に
関
す
る
国
の
計
画
と
調
和
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

４
　
基
本
指
針
に
定
め
る
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
事
項
（
特
定
間
伐
等
に
係
る
部
分
に
限

る
。）
は
、森
林
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
た
て
ら
れ
た
全
国
森
林
計
画
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
基
本
方
針
）

第
四
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
基
本
指
針
に
即
し
て
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
け
る
特
定
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に

関
す
る
基
本
方
針
又
は
当
該
区
域
内
に
お
け
る
特
定
間
伐
等
及
び
特
定
母
樹
の
増
殖
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針

（
以
下
「
基
本
方
針
」
と
総
称
す
る
。）
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
特
定
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関
す

る
基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
れ
ば
足
り
る
。

一
　
特
定
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
の
目
標

二
　
特
定
間
伐
等
の
実
施
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
べ
き
区
域
の
基
準

三
　
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
間
伐
等
促
進
計
画
の
作
成
に
関
す
る
事
項

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
事
項

五
　
特
定
母
樹
の
増
殖
の
実
施
の
促
進
の
目
標

六
　
特
に
優
良
な
種
苗
を
生
産
す
る
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項

七
　
特
定
増
殖
事
業
の
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項

八
　
特
定
増
殖
事
業
の
実
施
の
促
進
の
た
め
の
方
策
に
関
す
る
事
項

３
　
前
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
は
、
特
定
植
栽
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

一
　
特
定
植
栽
の
実
施
を
促
進
す
べ
き
区
域

二
　
前
号
の
区
域
に
お
け
る
特
定
植
栽
事
業
の
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項

三
　
第
一
号
の
区
域
に
お
け
る
特
定
植
栽
事
業
の
実
施
の
促
進
の
た
め
の
方
策
に
関
す
る
事
項

（
特
定
増
殖
事
業
計
画
の
認
定
）

第
九
条
　
基
本
方
針
（
特
定
間
伐
等
及
び
特
定
母
樹
の
増
殖
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及

び
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）
に
定
め
ら
れ
た
第
四
条
第
二
項
第
七
号
に
掲
げ
る
事
項
に
基
づ
い
て
特
定
増
殖
事

業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
実
施
し
よ
う
と
す
る
特
定
増
殖
事
業
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
特
定
増
殖
事
業
計

画
」
と
い
う
。）
を
作
成
し
、こ
れ
を
当
該
基
本
方
針
を
定
め
た
都
道
府
県
知
事
（
以
下
「
特
定
都
道
府
県
知
事
」
と
い
う
。）

に
提
出
し
て
、
そ
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
特
定
増
殖
事
業
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
特
定
増
殖
事
業
の
目
標

二
　
増
殖
す
る
特
定
母
樹
の
種
類
、
特
定
母
樹
を
繁
殖
す
る
方
法
、
特
定
母
樹
を
植
栽
す
る
土
地
の
所
在
地
及
び
面
積
並

び
に
植
栽
す
る
特
定
母
樹
の
本
数
、
配
置
及
び
管
理
に
関
す
る
事
項

三
　
地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
民
有
林
（
森
林
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
民
有
林
を
い
い
、
同
法
第

二
十
五
条
又
は
第
二
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
保
安
林
及
び
同
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ

れ
た
保
安
施
設
地
区
の
区
域
内
の
森
林
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）
に
お
い
て
特
定
母
樹
を
植
栽
す
る
土
地
の
上
に
あ
る

立
木
を
伐
採
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
伐
採
す
る
森
林
の
所
在
場
所
、
伐
採
面
積
、
伐
採
齢
そ
の
他
農
林
水

産
省
令
で
定
め
る
事
項

四
　
特
定
母
樹
か
ら
採
取
す
る
種
穂
の
配
布
（
配
布
の
た
め
に
す
る
苗
木
の
育
成
を
含
む
。）
に
関
す
る
事
項

五
　
特
定
増
殖
事
業
の
実
施
時
期

六
　
特
定
増
殖
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資
金
の
額
及
び
そ
の
調
達
方
法

３
　
特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
特
定
増
殖
事
業
計
画
が
次
の
各
号

の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
基
本
方
針
に
照
ら
し
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
前
項
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
が
当
該
特
定
増
殖
事
業
計
画
に
係
る
特
定
増
殖
事
業
を
確
実
に
実
施

す
る
た
め
に
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
申
請
者
が
特
定
増
殖
事
業
を
適
確
に
遂
行
す
る
に
足
り
る
技
術
的
能
力
そ
の
他
の
能
力
を
有
し
、
か
つ
、
林
業
種
苗

法
第
十
条
第
三
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。

４
　
特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
含
む
特
定
増
殖
事
業
計
画
に
つ
い
て
第
一
項
の
認
定
を
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
当
該
特
定
増
殖
事
業
計
画
（
同
号
に
掲

げ
る
事
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
に
お
い
て
伐
採
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
民
有
林
の
所
在
地
の
属
す
る
市
町
村
の
長

の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
の
長
の
意
見
を
聴
い
た
場
合
に
お
い
て
第
一
項
の
認
定
を
し
た

と
き
は
、
当
該
市
町
村
の
長
に
当
該
認
定
を
し
た
旨
の
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
増
殖
事
業
計
画
の
変
更
等
）

第
十
条
　
前
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
（
以
下
「
認
定
特
定
増
殖
事
業
者
」
と
い
う
。）
は
、
当
該
認
定
に
係
る
特
定

増
殖
事
業
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
特
定
都
道
府
県
知
事
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
認
定
特
定
増
殖
事
業
者
が
当
該
認
定
に
係
る
特
定
増
殖
事
業
計
画
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
変

更
の
認
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
以
下
「
認
定
特
定
増
殖
事
業
計
画
」
と
い
う
。）
に
従
っ
て
特
定

増
殖
事
業
を
実
施
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
認
定
特
定
増
殖
事
業
計
画
が
前
条
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
い
も
の
と
な
っ
た

と
認
め
る
と
き
は
、
認
定
特
定
増
殖
事
業
者
に
対
し
て
、
当
該
認
定
特
定
増
殖
事
業
計
画
の
変
更
を
指
示
し
、
又
は
そ
の

認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
前
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
の
償
還
期
間
等
の
特
例
）

第
十
一
条
　
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
助
成
法
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
林
業
・

木
材
産
業
改
善
資
金
（
第
十
六
条
に
お
い
て
単
に
「
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
」
と
い
う
。）
で
あ
っ
て
、
認
定
特
定

増
殖
事
業
者
が
認
定
特
定
増
殖
事
業
計
画
に
従
っ
て
特
定
増
殖
事
業
を
実
施
す
る
の
に
必
要
な
も
の
の
償
還
期
間
（
据
置

期
間
を
含
む
。
第
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
。）
は
、
同
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
十
二
年
を
超
え
な
い

範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
期
間
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
資
金
の
据
置
期
間
は
、
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
助
成
法
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

五
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
期
間
と
す
る
。

（
生
産
事
業
者
の
登
録
等
の
特
例
）

第
十
二
条
　
特
定
増
殖
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
が
そ
の
特
定
増
殖
事
業
計
画
に
つ
い
て
第
九
条
第
一
項
の
認
定
を
受

け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
特
定
増
殖
事
業
計
画
に
記
載
さ
れ
た
特
定
増
殖
事
業
で
あ
っ
て
、
林
業
種
苗
法
第
十
条
第
一
項

の
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
も
の
と
み
な
し
て
、
同
法

第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
三
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
を
含
む
。）
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を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
十
三
条
第
一
項
中
「
そ
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る

の
は
「
特
定
都
道
府
県
知
事
（
森
林
の
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
年
法
律
第
三
十
二
号
）

第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
都
道
府
県
知
事
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
」
と
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
同
法

第
十
四
条
第
二
項
中
「
そ
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
都
道
府
県
知
事
」
と
、
同
法
第

十
三
条
第
三
項
中
「
及
び
同
項
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
同
項
第
五
号
及
び
第
六
号
」
と
、
同
法
第
十
五
条
第
一

項
第
三
号
中
「
第
十
条
第
三
項
第
一
号
又
は
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
条
第
三
項
第
一
号
」
と
す
る
。

２
　
特
定
増
殖
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
が
そ
の
特
定
増
殖
事
業
計
画
に
つ
い
て
第
九
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
と

き
、又
は
認
定
特
定
増
殖
事
業
者
が
そ
の
認
定
特
定
増
殖
事
業
計
画
に
つ
い
て
第
十
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、

こ
れ
ら
の
認
定
に
係
る
認
定
特
定
増
殖
事
業
計
画
に
記
載
さ
れ
た
特
定
増
殖
事
業
で
あ
っ
て
、
林
業
種
苗
法
第
十
三
条
第

一
項
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
の
規
定
に
よ
る
届

出
及
び
書
替
交
付
の
申
請
を
し
、
又
は
同
条
第
三
項
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
届
出
及
び
書
替
交
付
の
申
請
を
し
、
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
こ

れ
ら
の
者
が
同
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
都
道
府
県
知
事
以
外
の
都
道
府
県
知
事
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者

で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
伐
採
の
届
出
の
特
例
）

第
十
三
条
　
第
八
条
の
規
定
は
、
認
定
特
定
増
殖
事
業
者
が
認
定
特
定
増
殖
事
業
計
画
（
第
九
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る

事
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
に
従
っ
て
行
う
立
木
の
伐
採
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
特
定
植
栽
事
業
計
画
の
認
定
）

第
十
四
条
　
特
定
植
栽
促
進
区
域
内
に
お
い
て
基
本
方
針
（
第
四
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
定
め
ら
れ
た
も
の
に
限

る
。
以
下
同
じ
。）
に
定
め
ら
れ
た
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
基
づ
い
て
特
定
植
栽
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
そ
の
実
施
し
よ
う
と
す
る
特
定
植
栽
事
業
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
特
定
植
栽
事
業
計
画
」
と
い
う
。）
を
作
成
し
、

こ
れ
を
当
該
基
本
方
針
を
定
め
た
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
て
、
そ
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
特
定
植
栽
事
業
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
特
定
植
栽
事
業
の
目
標

二
　
植
栽
す
る
特
定
苗
木
の
種
類
及
び
そ
の
調
達
に
関
す
る
事
項

三
　
特
定
苗
木
を
植
栽
す
る
土
地
の
所
在
地
及
び
面
積
、
当
該
土
地
の
利
用
の
現
況
、
植
栽
の
時
期
及
び
植
栽
す
る
苗
木

の
本
数
そ
の
他
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項

四
　
地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
民
有
林
に
お
い
て
特
定
苗
木
を
植
栽
す
る
土
地
の
上
に
あ
る
立
木
を
伐
採
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
伐
採
す
る
森
林
の
所
在
場
所
、
伐
採
主
体
、
伐
採
面
積
、
伐
採
方
法
、
伐
採
齢
そ
の

他
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項

五
　
特
定
植
栽
事
業
の
実
施
期
間

六
　
特
定
植
栽
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資
金
の
額
及
び
そ
の
調
達
方
法

３
　
都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
特
定
植
栽
事
業
計
画
が
次
の
各
号
の
い

ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
基
本
方
針
に
照
ら
し
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
前
項
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
が
当
該
特
定
植
栽
事
業
計
画
に
係
る
特
定
植
栽
事
業
を
確
実
に
実
施

す
る
た
め
に
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
申
請
者
が
特
定
植
栽
事
業
を
適
確
に
遂
行
す
る
に
足
り
る
技
術
的
能
力
そ
の
他
の
能
力
を
有
す
る
こ
と
。

（
国
等
の
援
助
等
）

第
十
八
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
特
定
間
伐
等
促
進
計
画
に
基
づ
く
特
定
間
伐
等
の
実
施
主
体
、
認
定
特
定
増
殖
事

業
者
及
び
認
定
特
定
植
栽
事
業
者
に
対
し
、
当
該
特
定
間
伐
等
及
び
特
定
増
殖
事
業
の
確
実
か
つ
効
果
的
な
実
施
に
関
し

必
要
な
助
言
、
指
導
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
農
林
水
産
大
臣
、
関
係
行
政
機
関
の
長
、
関
係
地
方
公
共
団
体
及
び
同
項
の
実
施
主
体
、

認
定
特
定
増
殖
事
業
者
又
は
認
定
特
定
植
栽
事
業
者
は
、
特
定
間
伐
等
促
進
計
画
、
認
定
特
定
増
殖
事
業
計
画
又
は
認
定

特
定
植
栽
事
業
計
画
の
円
滑
な
実
施
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備
機
構
並
び
に
関
係
都
道
府
県
又
は
関
係
都
道

府
県
若
し
く
は
関
係
都
道
府
県
及
び
関
係
都
道
府
県
以
外
の
地
方
公
共
団
体
が
設
立
し
た
地
方
独
立
行
政
法
人
（
地
方
独

立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。）
で
あ
っ

て
特
定
母
樹
を
所
有
す
る
も
の
は
、
特
定
母
樹
の
増
殖
の
促
進
を
図
る
た
め
、
認
定
特
定
増
殖
事
業
者
に
対
し
、
特
定
母

樹
を
育
成
す
る
た
め
の
種
穂
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
地
方
公
共
団
体
は
、
第
五
条
第
二
項
第
一
号
の
区
域
内
に
存
す
る
森
林
の
森
林
所
有
者
（
森
林
法
第
二
条
第
二
項
に
規

定
す
る
森
林
所
有
者
を
い
う
。）
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
特
定
間
伐
等
及
び
特
定
増
殖
事
業
の
実
施
を
促
進
す
る
た

め
に
必
要
な
情
報
の
提
供
、
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
の
徴
収
）

第
十
九
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
認
定
特
定
増
殖
事
業
者
又
は
認
定
特
定
植

栽
事
業
者
に
対
し
、
認
定
特
定
増
殖
事
業
計
画
又
は
認
定
特
定
植
栽
事
業
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。


